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自殺 環境 と 文化 を 守る : 海 外 ネッ トワ ー ク で 学際 的 に 取り 組む 環境 問題 
20 年 後 の 宇 久 島 


文 ・ 構 成 三 五 島 聖 子 (長崎 大 学 環境 科学 部 教授 ) 


The Uku Island of 20 years from now: 
Preservation of the natural and cultural landscape 


Text and Composition by Seiko Goto [Nagasaki University Department of 
Environmental Science, Professor] 


長崎 大 学 環境 科学 部 で は 、 カリ フォ ルニア 大 学 バ パー クレ イ 校 環境 デザ イン 学部 と 連携 し 、 毎 
年 、 長 崎 の まち づく り を 考え る ワー クシ ョ ッ プ を 開催 し て いる 。 例年 は バー クレ イ 校 の 学生 が 
長崎 に 訪れ る が 、 今 年 は コロ ナ の た め 、 競 州 科 学 技術 大 学 風景 園 林 学 部 の 学生 も 加え て 
オン ライ ン で 行う こと に な っ た 。 今年 の プロ ジェ クト は 、 長 崎 囲 内 で 最も 過疎 化 が 深刻 な 佐 世 
保 市 の 離島 、 宇 久 島 の ラン ドス ケー プ デ ザ イン を 手がけ る こと に な っ た 。 この 島 は 、 現 在 日 
本 で 最大 の メガ ソー ラー 計画 に より 、 そ の 存亡 の 危機 に 晒さ れ て いる 。 この メガ ソー ラー 言 
画 に 対し て 、 こ れ ま で 佐世保 市 の 行政 セン ター の 統制 の も と 、 沈 黙 を 保っ て いた 島民 で ある 
が 、 オ ン ラ イン に よる 国際 連携 プロ ジェ クト が 契機 と な り 、 地域 の 反対 団体 が 島 の 若者 に よっ 


て 結成 され た 。 


1. 宇久 島 と メガ ソー ラー 計画 


長崎 県 佐世保 市 宇久 島 は 、 五 島 列島 北端 
(Fig.1) 、 西海 国立 公園 と 隠れ キリ シタ ン の 遺産 
と し て 指定 され た ユネ スコ 世界 遺産 の 接点 に 位 
置 する (Fig.2)。 全長 38km、 面積 約 24.93km* の 
小さ な 島 で ある 。 島 は 古く は 朝鮮 と 日 本 を 結ぶ 
中 継 地点 で あり 、 縄 文 遺跡 も 残る 。 島 は 緩やか 
な 丘陵 で 農耕 に 適し 、 一 面 に 牧場 が 広がっ て い 
る 。 こ こ で 神戸 生 な ど に な る 優良 な 子 牛 が 育て 
られ て いる 。 島 の 周り の 海 は 豊か で 、 江 戸 時 代 


に は 長崎 か ら 中 国 に 輸出 し た アワ ビ 採り の 島 と 
し て 栄え た 。 現在 で も 宇久 島 付近 の 海 の 透 明度 
は 沖縄 に 勝 り 、 空 中 か ら 海 を 撮影 する ドロ ー ン 
の 影 が 海底 の 砂地 に 映え 、 純白 の 砂浜 に は 毎年 
ウミ ガメ が 産卵 に 訪れ る 。 


Fig.1 宇久 島 Uku sland 


宇久 島 の 歴史 は 、 平 家 減 亡 の 折 に 宇久 家 盛 が 
島 に 到来 し た こと に 端 を 発する 。 宇 久 家 盛 と は 、 
平 清盛 (1118 一 1181 年 ) の 弟 家 盛 (1123 一 1149 
年 ) の 孫 に あたり 、 福岡 の 太宰 府 原 田家 に 生ま れ 
た と され る 。 平安 時 代 、 原 田 氏 は 平 氏 方 と し て 
活躍 し て お り 、 原 田 種 直 は 平家 盛 の 娘 を 妻 と し 、 
大 宰 府 の 長官 と な り 九 州 に お ける 平 氏 の 基盤 を 
築い た 。 し か し 源平 の 合戦 に より 平家 が 減 亡 す 
る と 、 平 氏 方 で あっ た 原田 氏 は 領地 を 没収 され 、 
その 際 に 平家 盛 の 娘 と その 息子 は 宇久 島 に 逃 
れ た と され る 。 宇久 島 に 無事 流れ 着い た 平家 盛 
の 娘 と その 息子 は 、 宇 久 氏 と 名 乗り 、 一 緒 に 来 
た 護衛 の 武士 た ちと 共に 宇久 島 の まち づく り を 
始め た 。 宇 久 島 は 、 ア ワ ビ 採り の 海 人 が 住む 島 
で あっ た が 、 家 盛 一 行 は 海 人 た ち に 武芸 を 教え 、 
武士 団 を 形成 し 、 武 家屋 敷 を 建設 し た 。 

太宰 府 で は 日 本 で 最も 古い 木造 の 昆 沙門 天 


Fig.2 西海 国立 公園 ( 緑 ) と ユネ スコ 世界 遺産 ( 赤 ) の 接点 と な る 宇久 島 
Uku Island (dirle) is located in the Saikai National Park (green) and next to 


the Hidden Christian UNESCO Cultural Heritage Site (red) 


006 LAND5SCAPE DESI5N 


Every summer for the past six years, the School 
of Environmental Study at Nagasaki University 
organizes a workshop on designing 
landscapes. In the past, students from the 
University of California, Berkeley visited 
Nagasaki during the workshop, but due to 
coVlp-19, this year it was held online from 
June 15-August 17, adding a student from the 
Department of Landscape Architecture at 
suzhou University of science and Technology. 
The topic of the workshop this year was the 
landscape design of Uku lsland, a small island 
of sasebo City which is suffering the worst 
depopulation problem of Nagasaki Prefecture. 
Today, this island is on the verge of extinction 
from the largest Mega-Solar Power Plant 
project in Japan. Due to the manipulation of 
the sasebo City branch of the Uku 
administration center the community did not 
at first take any action against this project. 
However inspired by the online presentation 
of this workshop, young islanders formed a 
resistance group. 


1.Uku lsland and Mega-Solar Power 

Plant project 

Uku lsland, Sasebo City, Nagasaki Prefecture, a 
small island of 24.93km at the north tip of the 
Goto lslands (fig.1), is part of both Saikai (West 
Sea) National Park and the Hidden Christian 
UNESCO Cultural Heritage Site (Fig.2). In the 
andient period, the island was a steppingstone 
between Japan and Korea. Archaeological ruins 
on the island from the Jomon Period tell how 
Korean culture was introduced to Japan, The 
island's terrain consists of gentle hills well suited 
to agricuture. Currently the grassland carpet 
spreads over the hills where baby cows, which 
will become world class meat such as Kobe beef 
munch on the soft grass. The surrounding ocean 
is one of the best fishing spots in Japan. The 
iland was once prosperous with catching 
abalone, one of the main items traded between 
Japan and China during the Edo period. The 
larity of the ocean around Uku Island is superior 
to Okinawa. lt is so clear that a drone flying over 
the ocean casts it's shadow on the white sand 
under the water. Still now, sea turtles come to lay 
eggs every year on the crystal white beach 

The cultural history of Uku began when lemori 
The Younger came to this island when the Taira 
Clan was defeated by the Minamoto Clan in the 
Genpei War of 1185. lemori The Younger was the 
grandson of lemori Taira (1123-1149), the brother 


像 が 存在 し て お り 、 昆 沙門 天 が 深く 信仰 され て 
いた 。 そ こ で 家 盛 は 、 宇 久 島 の 武家 屋敷 を 中 心 
と する 新た な 町 の 北端 に 祈願 寺 と し て の 上 昆 沙門 
寺 を 建立 し た 。 ま た 、 冬 至 に 朝日 が 昇る 方 角 に 
現世 利益 を 願う 神島 神社 と 一 族 の 菩提 を 事 う 
東光 寺 を 建立 し た (Fig.20)。 こ れ ら の 寺社 に 守ら 
れ な が ら 、 家 盛 に 始ま る 宇久 の 町 に 武家 文化 が 
栄え た 。 宇 久 氏 は 家 盛 以降 7 代 に わた り 宇 久 島 
に 留まる が 、8 代 目 に 福江 島 に 移っ て 五島 氏 と 
名 乗る 。 

この よう に 宇久 島 は 、 そ の 歴史 ・ 文 化 ・ 自 然 
環境 に お いて 、 貴 重 な 資 源 で ある が 、 現 在 は 、 
人 口 減少 が 長崎 県 内 で 最も 深刻 な 地域 で ある 。 
最盛 期 で は 15.000 人 ほど の 人 口 が あっ た が 、 戦 
後 は 減少 の 一 途 を 辿り 、 平成 18 年 に 佐世保 市 に 
合併 され た 後 は 人 口 流出 が 加速 し た 。 現在 の 人 
口 は 約 2.000 人 で 、 土 地価 格 も 長崎 県 内 最 下位 
と な っ て いる 。 こ の 極端 な 人 口 減少 と 安い 土地 


Fo.4 赤 部 分 拡大 : 耕作 地 を 錠 む よ 
Enlarged image of 口 area: The patchwork of the solar panels (red) in the farmland 


価格 を 利用 し 、 合 同 会 社 に よる メガ ソー ラー バ 
ネル の 建設 が 約 10 年 前 か ら 計 画 され た 。 総 経費 
2000 億 円 を 投じ 、 島 を 現在 最大 級 で ある 岡山 県 
瀬戸 内 市 メガ ソー ラー の 235MW を 遥か に 超え 
る 、400MW (原子 力 発電 半 機 分 ) の 電力 を 出す 
発電 所 に 変え る 計画 で ある 


太陽 光 発電 は 、 発電 に よる 二酸化 炭素 を 排出 
し な いた め 、 環 境 問 題 対策 に 有効 と 考え られ る 
が 、 ソ ー ラ ー バ ネル は 有 奏 物 質 を 含み 、 産 業 廃 
棄 物 と な る 。 ソ ー ラ ー パ ネル の 耐用 年 数 は 10 年 
か ら 20 年 で ある が 、 廃 棄 す る こと が で き な い の 
で 、 壊 れ た ら 環境 破壊 の 要因 と な る 。 つ まり 、 
宇久 島 が 予定 通り に パネ ル で 埋め 尽く され た 場 
合 、 少 な く と も 20 年 後に は ゴミ の 島 と な る 。 さ 
ら に ソー ラー パネ ル が 設置 され る の は 島 の 総 面 
積 の 13 と 言わ れる が 、 実際 は 島 中 を 前 お よう に 
パネ ル が 設置 され る の で (Fig.4)、 パ ネル か ら 流 


Fig.3 現在 計画 され る ソー ラー パネ ル ( 赤 ) 
Proposed solar panels (red) 


置 され る パネ ル ( 赤 ) 
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れ 出る 雨水 は 隣地 の 農地 を 荒らし 、 斜面 に 設置 
され た パネ ル か ら 流 れる 水 と 土砂 に よっ て 、 海 
岸 付近 の 自然 、 さ ら に 海 の 生態 系 が 破壊 され る 。 
宇久 島 で は ソー ラー パネ ル の 建設 に よっ て 、 地 域 
社会 だ け で は な く 、 自然 も 破壊 され る の で ある 。 


2. 宇久 島 の 問題 


再生 可能 エネ ルギー は 、 国 際 的 に コミ ュ ニ テ 
イ の 活性 化 の た め に 使用 する こと が 推奨 され て 
いる が 、 宇 久 島 の メガ ソー ラー 計画 の 問題 は 、 
その 収益 が 地域 活性 化 に 還元 され な いこ と に あ 
る 。 宇 久 島 の 場合 、 島 が 生活 に 必要 な 電力 は 、 
メガ ソー ラー 計画 が 予定 し て いる 電力 の 1% に 
も 満た な い 。 発電 し た すべ て の 電力 は 売却 され 
る に も か か わら ず 、 事 業 が 島 外 の 合同 会 社 に 
よっ て 経営 され て いる の で 、 そ の 利益 が 島 に 還 
元 さ れる こと は な い (Fig.5) 。 長期 的 に は 、 甚 大 
な 環境 破壊 を 引き 起こ す 計画 で ある に も か か わ 
ら ず 、 佐 世 保 市 は 合同 会 社 か ら の 税金 を 期待 し 、 
この 計画 を 黙認 し 、 そ の 全貌 に 関し て 十分 な 説 
明 を 島民 に 対し て 行なわ な か っ た の で 、 多 く の 
島民 は メガ ソー ラー の 計画 を 噂 と し て 知る の み 
で ある 。 な ぜ そ の 様 な 事態 に 陥っ た の か 。 


その 原因 と し て は 、 宇 久 島 が 人 口 減少 と 高齢 
化 に より 耕作 放 齋 地 で 溢れ て いる こと と 、 メ ガ 
ソー ラー の 建設 が ダム や 原発 の 建設 の 様 に 大 
き な 土 地 が 一 か 所 に 集約 され る 必要 が な いこ と 
が 挙げ られ る 。 宇久 島 の 耕作 放棄 地 の 所 有 権 
は 、 既 に 島 の 外 で 生活 し て いる 島 の 縁者 や 、 島 
に 住ん で いる が 高齢 の た め に 耕作 が で き な く 
な っ た 人 々 が 保有 し て いる 。 島 の 土地 は 島 に 戻 
る 予定 の な い 島 外 の 利権 者 に と っ て 無駄 で し か 


な く 、 島 に 済む 高齢 者 に と っ て は 資金 源 で ある 。 
合同 会 社 は これ ら の 利権 者 と 個別 に 交渉 し 、 土 
地 を 安価 で 借り た り 買収 し た り し て きた の で あ 
る 。 そ の 結果 、 島 中 が 虫食い 状態 に 合弁 会 社 の 
も の と な っ た 。 既 に 佐世保 市 と 宇久 島 を 結ぶ 海 
底 ケ ー ブ ル まで 建設 され て いる が 、 い まだ に そ 
の 全体 像 を 知る 島民 は 少な い 。 

宇久 島 の ラン ドス ケー プ を 考え る に あたり 、 
宇久 行政 セン ター か ら は 、「 島 民 の 殆ど は メガ 
ソー ラー 計画 に 乾 成 し て いる の で 、 ソ ー ラ ー 計 
画 あ りき で デザ イン し て 欲し い ] と 言わ れ た 。 し 
か し な が ら 、 実 際 に 島 人 に 回 覧 板 を 回 し て みる 
と 、 ソ ー ラ ー 計 画 に 対す る 関心 は 高く (Fig.6) 、 
し か も 計画 に よる 宇久 島 の 環境 破壊 を 危 恨 する 
声 が 多く 聞か れ た (Fig.7)。 さ ら に 回 答 件 数 738 
件 中 193 件 か ら コ メン ト が あり 、 そ の 中 で ソー 
ラー 計画 に 対す る 具体 的 な 意見 が 多く 見 られ 
た 。 贅 成 の 主 な 理由 と し て は 、「 ソ ー ラ ー は 環境 
に 優し いか ら 」 と 「 ソ ー ラ ー パ ネル 設置 の た め の 
工事 関係 者 が 来島 する こと で 、 島 の 人 口 が 増え 
る ] が 挙げ られ 、 短 期 的 な 効果 に 対す る 期待 で 
あっ た 。 これ に 対し て 反対 の 理由 に は [行政 の 方 
針 に 不安 ] や 「 パ ネル の 管理 と 撤去 に つい て の 
不安 ] の 他 、 工事 関係 者 の 来島 に よる 治安 の 悪 
化 ]、「 景 観 の 変化 ]、「 環 境 へ の 影響 ]、「 伝 統 文 
化 の 衰 失 ]、「 観 光 客 の 減少 ]、「 畜 産業 な ど 他 産 
業 へ の 影響 ] と いっ た ソー ラー パネ ル の 設置 に 
よる 長期 的 な 効果 に 対す る 不安 が 挙げ られ た 。 


この よう な 島民 の 心配 を 他所 に 、 宇 久 島 の メ 
ガ ソ ー ラ ー 計 画 に 対す る 廃棄 物 の 影響 は 愚か 
ソー ラー パネ ル 設 置 の 環境 アセ スメント も され 
な いま ま 、 ほ ば 完成 に 至っ て いる 。 佐世保 市 に 
は 市 内 の 環境 保全 等 に 関す る 事項 を 審議 する 


トコ 
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球 せ ラガ 時 1 有 24 日 に 先 寺 し た 季 旦 メガ ソー ラー 季 葬 連 ス キー (京セラ He よ り ) 


Rg.5 収益 が 島 に 通 元 され な い 現 在 の 宇久 島 メガ ソー ラー 事業 の 仕組 み 
The diagram of current Uku Mega-Solar Power Plant project system which excludes the community from 


the benefidary. 
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will cause landslides, covering the beaches and 
the changing the ecosystem of the ocean around 
the island. Not only might the local culture of Uku 
Island be destroyed but its natural environment 
may disappear due to the construction of 
Mega-Solar Power Plant project. 


2.The problem 

Renewable energy is internationally promoted for 
the rehabilitation of the community of Uku lsland, 
however a problem of the Mega-Solar Power 
Plant project is that none of its profits will be 
retumned to the community. Indeed, the electricity 
Consumption of the entire Island is less than 1% 
of the electricity project's planned output. 
Although the electricity generated on Uku lsland 
will be sold to the government, the community 
will not receive any profits because the operation 
is run by a private company (Fig.5) . Further, 
though the project will cause significant 
environmental destruction, Sasebo City has 
condoned the plan expecting the tax revenues. It 
did not orqanize any substantial public briefing 
on the project. Many villagers only know of the 
project through rumors and do not know what js 
really going on. How they could know so little? 

This unique situation resulted from two factors 
the first is that the island is full of abandoned 
farmland due to depopulation and aging: the 
second is that the construction of the Mega-Solar 
Power Plant does not need as large a site as other 
energy plants Using nuclear or hydroelectric 
power. The abandoned farmland is owned by 
relatives of deceased islanders who are living off 
of the island or by retired people on the island 
For people who live off of the iland, the land isa 
waste- For the retired people, they need cash 
from the land. The private company negotiated 
with these people individually to rent or purchase 
the land. After 10 years, the company has 
acquired land throughout the island. Though the 
underwater cable between Sasebo and Uku 
Island has already been constructed, there are stil 
few villagers on the island who know the entire 
picture of the plan. 

When we started working on the design of Uku 
Island, the Uku Administration Center asked us tO 
assume all of solar panels would be installed 
since, "most villagers approved this plan" 
However, once We conducted a questionnaire 
survey throughout the island, we found that 
people were keen on knowing more about the 
project (Fig.6) and many people Were concerned 
about the potential environmental destruction 
from the project (Fig.7). We received 193 
additional comments out of 738 responses, and 
we could see detailed reasons behind thelr votes. 
The main reasons for approval were based on 
short term impacts, such as, "solar energy is good 
for the environment" and “the workers to install 
the panels will stimulate the economy" . However, 
the reasons for disapproval pointed to the long 
term effects on the environment and culture, 
such as, "loss of governance", "impact on the 
environment" , "loss of the local culture", "loss of 
tourism", and "impact on other industry, such as 
farming". 

Despite the islanders' concerns, the Mega-Solar 
Power Plant project almost reached completion 
without assessing the impact of the waste or the 
impact of the new massive hard surface 
structures on farmland. Although there is a 
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Fi.6 住民 の 関心 
llanders' interest on the solar project. 


無 応答 


た め に 環境 政策 審議 会 が 設け て いる が 、 宇久 島 
の 問題 に 関し て は 、 過 去 10 年 来 、 一 度 も 議題 に 
登っ て いな い 。 自然 環境 と 地域 社会 に 対す る 壊 
減 的 影響 を 願 み る こと な く 、 島 民 に 対し て 情報 
を 封じ 込め な が ら 、 日 本 最大 級 の メガ ソー ラー 
計画 が 今日 まで 進め られ て きた 。 


3. 提案 


メガ ソー ラー が 島 中 を 埋め 尽く す 予 定 の 離島 
で ある が 、 ア ン ケ ー ト 調査 に より 、 宇 久 島 の 住 
人 の 多く は 島 に 住み 続け る こと を 考え て いる こ 
と が わか っ た 。 僅か で は ある が 、 一 旦 島 の 外 に 
出 て も 、 牧 畜 業 な ど を 継ぐ た め に 島 に 戻っ た 若 
者 も いる 。 コ ロナ 掲 で 工事 が 中 断 され て いる も 
の の 、 メ ガ ソ ー ラ ー 建 設 の イン フラ が 整っ た 状 
況 で 、 宇久 島 の 自然 環境 と 地域 文化 は 守る 残さ 
れ た 可能 性 は 僅か で ある 。 国際 連携 を し た 学生 
が 、 長 崎 大 学 の 環境 計画 学 、 環 境 経済 学 、 環 
境 政 策 学 、 環境 ツー リズ ム 学 、 環境 社会 学 に 関 
する 長崎 大 学 教授 陣 の アド バイ ス を 受け な が 
ら 模 索 し た 。 コ ロナ 掲 で 、 島 人 に 対す る イン タ 
ビュ ー や 打ち 合わ せ は 全て オン ライ ン に よっ て 
行っ た 。 


pk 還 間 間 昌 間 間 間 間 間 昌 間 間 間 間 間 ox 
傘 成 還 還 %% 


て oi 還 還 間 間 間 間 >x 


09% 1096 209% 3096 409% 509% 609% 709% 


Fo.7 宇久 島 に お ける 再生 可能 エネ ルギー 事業 へ の 住民 の 費 否 
Ilander's approval and disapproval on the solar project. 


1) 経済 基盤 の デザ イン 

宇久 島 を デザ イン する に あたり 、 第 一 の 問題 
は 、 島 の 赤字 財政 で ある 。 佐世保 市 の 一 部 と し 
て 開発 資金 は 佐世保 市 か ら 配分 され る が 、 少 子 
高齢 化 が 著しい 離島 に は ほとん ど 資金 は 回 っ 
て こない 。 宇久 島 は 、 な ん と か し て 資金 を 挫 出 
し な く て は な ら な い 。 そ こ で この 計画 で は 、 ま 
ず 合 同 会 社 と 佐世保 市 と の 協議 及び 島 の 運営 
の た め に 、 各種 専門 家 と 島 の 事業 団体 で 形成 さ 
れる NPO 法 人 を 立ち 上 げ る こと を 計画 の 前 提 と 
し た 。 こ の 前 提 の 上 に 、 現 在 計画 され て いる ソー 
ラー パネ ル に 対し て 、 国立 公園 の 指定 区 域 で あ 
る 北 ・ 東 北 ・ 東 部 分 と 、 島 の 玄関 口 に な る 南部 
分 を 取り 消す が 、 西側 部 分 を 残し 、 ソ ー ラ ー パ 
ネル の 合同 会 社 が 得る 利益 に 対す る 税金 分 を 
島 に 還元 し て 島 の 整備 資金 に 充て る こと を 提 
案 し た 。 ま た 、 残 され た ソー ラー か ら 合 同 会 社 
が 得る 利益 に 対す る 税金 は 年 間 約 6 億 円 と 想定 
され 、 こ れ を 佐世保 市 か ら 補助 金 と し て 島 の 活 
性 化 に 充て る と いう 事業 モデ ル を 構築 し た 
(fig.8)。 同 時 に 、 メ ガ ソ ー ラ ー に よる 設備 投資 
に 伴い 、 島 中 で 5GWifi が 利用 で きる よう に イン 
フラ が 整備 され る こと を 前 提 と し た 。 資金 の 確 
保 と 他 の 離島 に は な い イ ンタ ーネット の 充実 が 


放せ ラ が 1 月 24 昌 に 発 二 し た 、 生玉 ソー ラー 地 華 の 雷 ス ニーム 革 (mp セ ラ Np より ) 


Fig.8 島 に 収益 を 還元 する ソー ラー 事業 の 提 寄 


The diagram of proposed Uku Solar Power Plant project system which retums profit to the community. 


Committee of Environmental Policy in Sasebo 
City, the Mega-Solar Power Plant project on Uku 
Island has never been raised in meetings over the 
past 10 years. Keeping the villagers out of loop 
and ignoring its detrimental impact on the local 
environment and culture, the biggest Mega-Solar 
Power Plant project in Japan has been developed 
secretly up to the present day. 


3.The proposal 
Although the entire island is intended to be 
covered with the solar panels, the questionnalre 
proved that many villagers still wish to remain on 
the island. There are even some Voung people 
who have returned home recently to take over 
farminq businesses. Although the construction of 
the panels was postponed due to COVID-19, 
under the current situation by which the 
infrastructure for the project is set up, solutions 
left for Uku ilanders to protect thelr environment 
and culture are few. In this workshop, the 
internationally collaborating students explored 
possibilities with multi-disiplinary advice from 
professors in Nagasaki University who specialize 
in environmental planning, environmental 
economy, environmental policy, environmental 
tourism, and environmental sociology. Due to 
COVID-19, all meetings, including interviews with 
local people in Uku lsland, were done online. 


1) The design of economic base 

The first problem for landscape design on UKu is 
that the island does not have a budget for 
landscape development. Uku lsland needs to find 
alternative funding by itself as Sasebo City wil 
not distribute a development budget for an island 
with a diminishing population. Therefore, we first 
proposed establishing a non-profit organization 
(NPO) with membership comprising of lawyers, 
politicians, and business groups to negotiate with 
Sasebo City and to operate new businesses. We 
then proposed canceling the solar panels to be 
jnstalled on the north, north-east, and eastern 
parts of the island, which are national park zones, 
and on the south part of the island to protect the 
both the scenery viewed on the approach to the 
island and the environment. However, We also 
proposed keeping the west part of the solar 
project to generate capital to invest in landscape 
development on the island. The estimated tax 
revenue from the remaining solar panels would 
be six hundred million JPY/year, which should be 
returned from Sasebo City for this purpose 
(Fig.8). Furthermore, using the infrastructure of 
the mega-solar system, We proposed eqUipping 
the island with a 5G Wi-Fi system. Applying the 
annual budget towards the development and 
availability of the high speed internet, which is 
unusual on a remote island, would make it 
possible to design a new lifestyle for islanders, 
allowing them to maintain both their economy 
and natural environment. 


2) The qreation of new jobs 

The fundamental problem of Uku lsland is 
depopulation. Because of depopulation, the 
farmlands on which the solar project is planned 
were abandoned. In order to grow out of this 
Vicious cycle, UKu needs to increase job 
opportunities to increase the population of young 
people. How could landscape design generate 
jobs for the island? Here we propose three plans 
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あれ ば 、 自 然 環境 と 共存 する 新た な 生活 の あり 
方 を デザ イン する こと が 可能 で ある と 考え た 。 


2) 新た な 職場 の 創出 

宇久 島 の 問題 の 根源 は 、 人 口 減少 で ある 。 人 
口 減少 の た め に 耕作 放棄 地 が 増え 、 メ ガ ソ ー 
ラー 計画 の 餌食 に な っ た 。 こ の 人 口 減少 問題 を 
解決 する に は 、 島 に 仕事 を 増やし 、 若 い 住人 を 
増やす し か な い 。 ラン ドス ケー ブ 計 画 を 通じ て 、 
島 の 雇用 を どの よう に 増やす こと が で きる の で 
あろ うか 。 雇 用 創出 に 結び つけ る ラン ドス ケー 
プ デザ イン を する た め 、 こ の 計画 で は 以下 の 3 
つの 計画 を 提案 し た (Fig.9)。 


1 水産 高校 の 設立 

西海 国立 公園 の 一 部 で ある 宇久 島 は 、 素 晴 ら 
し い 海 の 環境 に 恵まれ て いる 。 そ の 環境 を 利用 
し 、 補 久 島 で 水産 専門 高校 を 長崎 大 学 の 水産 部 
と 連携 し て 設立 する こと で 、 島 留学 に よる 島 の 
活性 化 を めざす 。 現在 、 夏 場 に 利用 が 集中 し て 
いる 島内 の 旅館 を 学生 寮 と し て 利用 し 、 宿 泊 施 
設 に 年 間 を 通じ た 収入 を 確保 する と と も に 、 親 
子 留学 の 場合 に は 、 親 に 島内 で の 仕事 も 電 旋 し 、 
島 の 人 手 不足 の 解消 と 留学 の 経済 支援 に つ な 
げ る 。 ま た 、 高 校 で 教え る 釣り や ダイ ビン グ な 
どの 屋外 授業 を 観光 と 結び 付け る こと に よっ 
て 、 宇 久 島 特 有 の ツー リズ ム を 確率 する 。 


0 テレ ワー ク 

新しい 働き 方 が 定着 し た ポス トコ ロナ の 時 代 
に は 、 ソ ー ラ ー 計 画 に よっ て も た ら さ れ た イン フ 
ラ を 利用 し 、 美 し い 自然 環境 の 中 で テレ ワー ク 
を する 人 々 の 住処 と し て 島 を 整備 し 、 都 市 部 か 
ら の 住み 替え を 誘致 する 。 宇 久 島 は 、 特 に ソー 
ラー シス テム と ソー ラー パネ ル の 廃棄 に 関す る 
研究 の 絶好 の 場所 に な る で あろ う 。 


テレ ワー ク 人 世代 の 住処 


0 ポス トコ ロナ の 観光 

西海 国立 公園 と ユネ スコ 遺産 の 接点 と な る 宇 
久 島 は 、 観 光 ビ ジネス の 展開 の 可能 性 も 大 きい 。 
ボス トコ ロナ の 島 の 観光 は ホテ ル な どの 密閉 空 
間 に 泊まる こと が 避け られ る こと を 想定 し 、 こ れ 
まで の ホテ ル や 旅館 だ け で は な く 、 絶 景 ス ポッ 
ト に オー トキ ャ ンプ 場 を 整備 する こと を 提案 し 
た 。 こ こ で は 屋外 で 自由 気まま な 時 間 を ソー シャ 
ルディ スタ ンス を 保ち な が ら 満 喫 で きる 、 ソ ー 
ラー 自動 運転 車 に よる レン タル キャ ン ビ ング 
カー に よっ て 、 世 界 各国 か ら 観 光 客 を 誘致 する 
こと を 狙う 。 ま た 、 島 に は 商店 が 少な い の で 、 
ソー ラー 自動 運転 車 を 利用 し た 移動 販売 を 充実 
させ 、 観 光 客 だ け で な く 島民 の 日 常 生活 を 豊か 
に する こと も 提案 し た 。 


3) 段階 的 開発 
上 記 の 計画 を 実行 する た め に 、 本 計画 で は 、 

宇久 島 に まず 弁護 士 や 政治 家 、 各種 専門 家 と 組 
合 か ら な る NPO 法 人 に よっ て 市 や 合同 会 社 と 協 
議 を する と と も に 、 そ こ か ら 学 校 や 旅行 、 不 動 
産 と 農業 に 携わる 会 社 を 立ち 上 げ 、 島 留学 ・ 親 
子 留学 の た め の プ ログ ラム 、 旅 行 客 の 韓 旋 、 耕 
作 放棄 地 の 農 業 経営 な ど を 包括 的 に 行わ な く て 
は な ら な いと 考え た 。 宇 久 島 の ラン ドス ケー ブ 
計画 は 、 ソ ー ラ ー か ら 佐 世 保 市 が 得る 利益 に 対 
する 補助 金 と 、5G の シス テム を 資本 と し 、3 つ 
の 段階 に 分 け て 発展 させ る 。 


第 一 段階 は 、NPO を は じ め と する 組織 を 設立 
する と と も に 、 高 校 で 水産 系 の 授業 を 拡張 し て 
行い 、 島 留学 生 を 幹 旋 す る 事 で ある 。 ま た 、 旅 
行 客 向 け の キャ ンプ 場 も 整備 する と と も に 、 集 
落 の 中 の 空き 家 は 、 都 会 の ライ フス タイ ル か ら 
転換 を 希望 する 農業 移住 者 に 韓 旋 す る 。 


第 二 段 階 は 、 高校 で の 水産 系 の 授業 を 独立 さ 


水産 専門 高校 と 離島 留学 ポス トコ ロナ の 新しい 旅 


to develop landscape in ways that increase 
employment (Fig.9) 


i) Establishment of a new fishery program 

As a part of Saikai National Park, Uku Island is 
surrounded by a wonderful marine environment 
Using this environment, we proposed establishing 
anew vocational high school collaborating with 
the School of Fishery at Nagasaki University to 
attract students from outside of the island. Since 
there are several private inns on the island which 
are only busy during the summertime, we 
proposed using them as dormitories for these 
students. In this Way, Inns can secure an annual 
income. The island can also provide jobs for 
mothers who may come to the island with the 
students, which will help to solve both the 
problem of understaffing on the island and 
finandial issues facing students. Practical courses 
such as fishing and diving can be taught by local 
professional fishermen, and these activities can 
easily be linked to the tourism industry on the 
island 


0 Remote Work 

After COVID-19, remote work will become a new 
standard, and Uku will be attractive to workers 
from urban cities who wish to work in the 
beautiful natural environment. The island would 
be especially suitable for research offices for solar 
systems and waste treatment of solar panels 


前 ) Post COVID-19 tourism 

As a part of Saikai National Park and the Hidden 
Christian UNESCO Cultural Heritage Site, Uku 
lland can develop tourism. As people would 
likely avoid stayinq in dlosed spaces like hotels 
after COVID-19, we proposed developing 
auto-camping sites on scenic spots. Using 
automated solar camping cars, tourists from all 
over the world can enjoy their time while social 
distancing. Because there are few shops and 
restaurants on the island, we also proposed 
building automated solar mobile shops and 
restaurants for the tourists and for local villagers. 


3) Development stages 

In order to run the above projects, this workshop 
proposed that UKu lsland first establish a NPO 
with professional members to negotiate with 
Sasebo City and the solar energy company, and to 
set up schools, tourism, real estate, and 
agriculture companies to develop new 
educational programs, tourism, and to manage 
abandoned farmland. With the tax revenue from 


移動 販売 と 自動 運転 の 研究 


Fig.9 ポス トコ ロナ の 新た な 生活 : テレ ワー ク 、 苑 島 留学 、 キ ャ ン ピ ン グ カ ー 旅 行 、 移 動 販売 
Post COVID-19 new lifestyles: remote work, education in beautiful nature, camping car travel usage of automated vending cars. 


010 LANDSCAPE DESIGN 


NPO 法 人 と 法人 の 役割 


Npo 


Fig.10 スマ ー ト アイ ラン ド 政 策 モ デル : NPO 法 人 と 会 社 の 連携 に より 耕作 放棄 地 の 諾 地 経 営 、 学 校 経営 、 観 光 運 営 を 行う 


Smart land Plan: The developement of the abandoned farmland, and operation of new school and tourism are 


operated by the colaboration of NPO and organizations. 


せ て 専門 高校 と し 、 ま た 、 島 の 中 心 と な る 寺社 
を 整備 し 、 観 光 地 と し て の まち を 整え る 。 こ の 
段階 で 、 島 の 各地 で 利用 され て いる ソー ラー エ 
ネル ギー の 研究 や ソー ラー パネ ル の 廃棄 に つい 
て の 研究 の た め の オ フィ ス を 誘致 する 。 ま た 
残っ た 産業 放棄 地 を 農業 会 社 が 農業 ロボ ッ ト を 
使っ て 農地 に 戻し 、 農 地 に 住居 を 建て て 、 農 業 
ドッ ト の 管理 者 と し て テレ ワー ク を する 若者 
に 無料 で 住ん で も ら う 。 つ まり 、 宇 久 島 の 新 し 
い 農 地 に は 、 農 業 従事 者 で は な く 、 農 業 用 ロボ ッ 
ト の 管理 を し な が ら 、 家 で テレ ワー ク を する IT 技 
師 が 住む 。 家賃 も 無料 で 静か な 田園 風景 の 中 
で 、5G ネ ッ ト が 完備 され た 環境 で 仕事 が で きる 
と あれ ば 、 多 く の 若 者 が こぞって 移住 し て くる の 
で は な いか と 考え た (Fog.10)。 


第 三 段 階 で は 、 キ ャ ンプ や 移動 販売 の た め の 
自動 運転 の ソー ラー カー を 充実 させ る と と も に 、 
ー ミ ナル ビル を 建て 直し 、 タ ー ミ ナル 周辺 を 
整備 する 。 タ ー ミ ナル 周辺 に は 水産 高校 の 屋外 
活動 や 屋外 教室 の 内 容 を 観光 スポ ッ ト の 一 部 と 


し て 開発 する 。 ま た 、 宇 久 島 の 文化 発展 の 上 で 
中 心 的 な 役割 を 果たし て きた 寺社 周辺 の ラン ド 
スケ ー プ も 整備 を し 、 島 の 史跡 巡り 観光 も 充実 
させ る (Fig.11)。 


4) ラン ドス ケー プ デ ザ イン 

以上 の よう な 計画 方 針 で 開発 する こと を 前 提 
と し て 、 学 生 た ち は 20 年 後 の 宇久 島 の ラン ドス 
ケー プ の 中 で 、 宇 久 島 の 自然 保護 と コミ ュ ニ 
ティ の 活性 化 に 役立つ ソー ラー の あり 方 を デザ 
イン し た 。 対象 と し た エリ ア は 、) オ ー ト キャ ン 
プ 場 と バス 停 、) テ レ ワ ー ク を する 人 の た め の 住 
宅 、 タ ー ミ ナル 周辺 、iV 歴 史 地 区 で ある 。 
(http://Www.nagasaki-u.ac.jp/ja/aboutinfo/ 
news/news3151.html) 


)) オー トキ ャ ンプ 場 と バス 停 

宇久 島 で は 車 が 止ま れる 絶景 スポ ッ ト が 9 箇 
所 ある の で 、 こ こ を 新しい 旅 の 宿 と し て オー ト 
キャ ンプ 場 を デザ イン し た 。 これ ら の オー トキ ャ 
ンプ 場 で は 、 ソ ー ラ ー に よる キャ ン ピ ビン グ カ ー を 


・ 旅館 の 泰 へ の 旨 用 p 
第 一 邊 階 ・ 一 ミ ナル の 将 休 ・ な 重 販 売 シュ テム Np の | 
・ 空き 表 の 聞 折 学 
1 年 -3 年 ・ 1 日 体験 の の まあ 法人 の 設立 
・ キャ ンプ 場 人 人 和 千 べ ・ 衣 反 の 誠 
第 二 段 了 6 ・ 学生 要 の 建設 ー 自動 転生 専門 高校 の 設立 
4 年 一 8 年 [ る 9 の ・ バス 停 の 例 備 | 
第 三 段 階 ・ オフ ィ ス の 付設 
20 年 ・ ター ミナ ル ホ テル の 建 | (ソー ラー 琴 、 自 動 連  ・ 座 店 の 充 ・ 灯 守 所 の 股 立 
ュー 設 転 研究 ) 


Fig.11 スマ ー ト アイ ラン ド に 向け て の 3 段階 の 計画 The 3 stages of Smart lsland Plan. 


the solar panels and the 5G system, Uku Island 

て could be developed in the following three stages: 
The 1st stage is the establishment of 
organizations by the NPO to extend the fishery 
program in the existing high school, and the 
recruitment of students from outside of the 
island. We also proposed building campgrounds 
jn scenic areas for tourists and renovating vacant 
houses for people from urban cities who wish to 
change their lifestyle from white-collar work to 
farming. 

In the 2nd stage, the fishery program wil 
become an independent vocational high school, 
and the old temples and shrines buildings will be 
repaired. Research offices for the solar panels and 
their waste management will be invited at this 
time. The abandoned farms will be restored, and 
houses built on the farmland will be offered to 
the people working remotely. These people wl 
live there for free but will need to maintain 
agriculture robots on the farm in return. We 
believe that many young engineers would like to 
live on the island if they could get free housing 
with free 5G in the quiet pastoral landscape 
(fig.10) 

In the 3rd stage, the island will prepare the 
automated solar cars for camping and mobile 
sales, and a new ferry terminal building will be 
built. The surrounding area of the new terminal 
will be developed not only as an outdoor 
classroom for the fishery school but also as a 
tourism center. The landscape around the temples 
will be redesigned to visualize the history of the 
island (Fig.11)) 


2) Landscape Design 
With the outline above, students designed the 
landscape of Uku twenty years from now. A 
landscape with solar panels which help to 
conserve both nature and the community. The 
targeted areas Were ) auto campgrounds and bus 
stops, i) new housing for remote working people, 
j) the ferry terminal area, and iv) the historic 
d「ed. 


) Auto campgrounds and bus stops 

Nine scenic points where cars can Dark on Uku 
Island were designed as auto campind grounds. 
The camping sites will not only have solar cars but 
also facilities with electricity generated by the 
solar energy (Fig.12). If the automated mobile 
shops will be used by both tourists and villagers, 
they will need open spaces for selling goods. New 
bus stops at crossroads were added to major 
scenic spots which provide not only tourist 
information but space for automated mobile 
vending cars. The new bus stops comprise an 
information booth, open space, and a rest house 
with solar panels (Fig.13). 


0 New housing for remote working people 
After the agriculture company restores 
abandoned farmlands, they will build residences 
on the farms and rent them out to remote 
working people, such as IT engineers, who wil 
maintain agriculture robots working on the 信 rm. 
There are two types of residences that the island 
could offer: one is a house in the open field 
(Fig.14): another is a house with an ocean view 
(Fig.15). Both houses offer 5G coverage and the 
superb environment of Uku lsland. The residence 
jn the open field has green roof to be part of the 
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使用 する だ け で は な く 、 施 設 や 照明 の 電源 に も 
ソー ラー パネ ル の 活用 を 考え た (Fg.12)。 

移動 販売 車 が 観光 客 と 島民 に 使用 され る と 
な る と 、 販 売 の 中 心 と な る 広場 が 必要 と な る 。 
そこ で 、 観 光 ル ー ト の 要 所 と な る 地点 に 新た な 
バス 停 を 設け 、 移 動 販 売 や 観光 情報 を 提供 する 
住民 と 観光 客 の 拠点 と な る 広場 と し て デザ イン 
し た 。 バス停 は イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー、 
オー プン スペ ー ス 、 ソ ー ラ ー 屋 根付 き の 休憩 ス 
ペー ス で 構成 され る (Fig.13)。 


⑪) 住宅 

この 計画 で は 農業 会 社 が 耕作 放棄 地 を 復興 
し 、 そこ に 家 を 建て 、IT 技 師 な どの 在宅 勤務 する 
人 に 提供 し 、 そ こ で 働く 農業 用 ロボ ッ ト を 管理 
し て も ら う こと を 考案 し た 。 ここ で 幹 旋 する 新 し 


Fig.12 ソ 
The camping ground lit by lightings using the solar energy 


い 住ま い の 環境 は 2 種類 、 牧場 の 風景 の 中 に た 
た ず も 住宅 (Fig.14) と 、 海 の 景色 を 一 望 する 住 
宅 (Fig.15) で ある 。 い ずれ も 5G 環 境 を 備え た 住 
宅 で ある が 、 そ の 外観 は 宇久 島 の 里山 の 風景 を 
強調 する も の で ある 。 こ こ で は 、 牧 場 の 風景 の 
中 の 住宅 は 、 住 宅 が 広々 と し た 牧歌 的 景色 の 一 
部 と な る よう に 、 屋 上 緑化 を 施し た 。 ま た 、 海 

景色 の 住宅 で は 、 田 ん ぼ の 上 に デッキ と 建物 
を 建て 、 稲 作風 景 と 海 の 風 景 を 同時 に 楽し め る 
環境 を 提案 し た 。 


剖 ター ミナ ル 周 辺 

ー ミ ナル 周辺 は 、 宇 久 島 の 島民 と 、 こ こ に 
訪れ る 人 々 に と っ て 、 様 々 な 活動 が で きる 場所 
と し て 計画 し た 。 ター ミナ ル は 、 観光 客 に と っ て 
は 、 降 り 立っ た 瞬間 に 、 宇 久 島 の 人 々 と 文化 の 


ラー エネ ルギー を 利用 し た キャ ンプ 場 の 夜間 照明 


landscape. The residence with the ocean view s 
built on rice paddies from where the residents 
can enjoy both the landscape of the rice fields 
and the ocean 


iThe ferry terminal area 

The new ferry terminal area is designed for 
various activities used by both visitors and local 
people. On the west side of the terminal there is 
arental solar car zone, a charging center, and a 
mobile shops zone- This is where tourists can start 
their trip. The charging center provides electricity 
for solar cars, rental cars, buses, and mobile 
shops on the island. The energy for the charging 
center is generated by solar panels installed on its 
roof. There are 50 rental cars (Fig.16). Students 
calculated this to be the maximum number of cars 
for Uku tourism based on the existing Parking 
and road conditions of the island. 

The east part of the terminal is a waterfront park 
with an outdoor dlassroom for the fishery high 
school (Fig.17). Here, students and visitors find 
aquariums in which they can learn about the sea 
creatures (Fig.18) of the surrounding ocean 


iv) Historic area 

On Uku lsland there are not only remnants from 
the Jomon Period and a medieval town, but also 
the sites of local rituals of worship. There are 
several shrines and temples built by lemori 
indluding Kojima Shrine for praying for the future 
Toko Temple for praying for ancestors, and 
Bishamon Temple for praying for the future. 
These are still the spiritual centers of the villagers 
Therefore, we designed this historic area as a 
place to learn about the history of Uku lsland and 
pray for the past, present and future (Fi9.19) 
Whenever and whoever, humans need to pray for 
peace in their future. As digital technology 
dominates human life in the post COVID-19 era, 
places for experiencing culture formed by people 
faith become important for people from all over 
the world (Fig.20-22) 
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New multi-purpose bus stop which offers space for tourist information, mobile vending cars, and events 


印象 を 決め る 場所 と な る 。 タ ー ミ ナル 西側 に は 
レン タル ソー ラー 自動 車 ブ ー ン と 、 充 電 セ ン 
ター、 移 動 販売 車 ブ ー ン の 3 つの ゾー ン を 設け 
ここ で 観光 客 は 車 を 借り て 観光 を 始め る 
( )。 充電 セン ター の 電気 は この ゾー ン の 屋 
根 に 貼ら れ た ソー ラー パネ ル に よる 電気 で 賭 わ 
れ 、 こ れ が 宇久 島 を 走る バス や レン タカ ー 全 て 
の 電気 を 供給 する 。 島 内 の 道路 状況 と 駐車 ス 
ペー ス を 考慮 し 、 観 光 客 に よる レン タカ ー の 人 台 
数 は 50 台 を 上 限 と 算出 し 、 そ の 結果 に 基づい て 
レン タカ ー ゾ ー ン の デザ イン を し た 。 タ ー ミ ナル 
は 緑 溢 れる 親水 公園 で あり 、 様 々 な 物産 を 売っ 
て いる 移動 販売 車 が 集結 する 場所 で あり 、 屋 外 
教室 の 場所 と な る 。 こ こ で は 水産 高校 の 学生 が 
学ぶ 屋外 教室 が あり (Fig.17)、 そ こ は 学 生 が 水 
産 に つい て 学ぶ だ け で な く 、 観 光 客 が 宇久 島 の 


Fg.14 屋上 緑化 に よっ て 


文化 に 触れ る 場 と も な る (Fig.1 


iv) 歴史 地区 

宇久 島 は 縄文 時 代 の 遺跡 や 武家 屋敷 の 跡 だ 
け で は な く 、 深 い 信仰 が 残っ て いる 地域 社会 で 
ある 。 家 盛 に よっ て 建て られ た 現世 を 祈る 神島 
神社 、 先 祖 を 祀り 過去 へ 想い を 馳せ る 場 と し て 
の 東光 寺 、 そ し て 未来 の 幸せ を 祈る 昆 沙門 寺 は 、 
現在 も 島民 の 心 の 拠り 所 と な っ て いる 。 そ こ で 
ここ で は 、 未 来 志向 の ター ミナ ル か ら 一 変 し 、 
観光 客 が これ ら の 寺社 仏閣 を 訪れ る こと で 、 宇 
久 島 の 歴史 を 体験 し 、 現在 ・ 過 去 ・ 未 来 に 祈る 
場所 し て の ラン ドス ケー プ を 考え た (Fig.19)。 ど 
の よう な 時 代 に あっ て も 、 ど の よう な 民族 で あっ 
て も 、 過 去 と 現在 、 そ し て 未来 を 祈る 必要 性 は 
変わ ら な いで あろ う 。 ポス トコ ロナ の 時 代 、 ソー 


建物 も 田園 風 暴 の 一 部 と な る ファ ー ム ピュー 住宅 
The farm-view residence as a part of the farm land landscape 


Fig.15 稲作 風景 の 上 に 建つ オー シャ ン ピ ビュー 住宅 
The ocean-view residence built on the rice paddies 
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シャ ルディ スタ ンス を 保ち な が ら 5G を 駆使 する 
時 代 と な れ ば こそ 、 古 来 か ら 自然 と 信仰 の 中 で 育 
まれ た 文化 を 体験 する 場 が 、 世 界 か ら 訪れ た 観 
光 客 に と っ て 重要 と な る で あろ う (Fg.20 一 22)。 


4. 環境 問題 と ラン ドス ケー プ 


少子 高齢 化 が 深刻 化す る 日 本 の 地方 社会 で 
は 、 宇 久 島 の よう に 耕作 放棄 地 の 問題 を 抱え 、 
メガ ソー ラー 発電 所 に 変容 し た 地域 も 少な く な 
い 。 宇 久 島 の 問題 が 異例 な の は 、 そ れ が 国立 公 
園 と 世界 ユネ スコ 遺産 の 2 つ に 踏 る 地域 で あり 、 
その ラン ドス ケー プ を 覆う メガ ソー ラー の 規模 
が 日 本 一 と いう こと で ある 。 企業 の 一 方 的 な 論 
理 に よっ て 、 日 本 が 世界 に 誇れる 類 稀 な ラン ド 
スケ ー プ が 破壊 され 、 そ こ で 培 わ れ た 文化 が 合 
法 的 に 失わ れ て いく 。 宇久 島 の 現象 は 、 日 本 の 
環境 法 と 環境 政策 の 甘 さと 目先 の 功利 主義 に 
走る 企業 の 体質 が 生み 出し た 環境 破壊 で ある 。 
国立 公園 の ラン ドス ケー プ が ソー ラー パネ ル で 
埋め 尽く され る な ど と いう こと は 、 欧 米 で は 考え 
られ な い 。 国 際 連 合 が ミレ ニア ム 生 態 系 評価 を 
提唱 し 、 生態 系 の 変化 が 人 間 の 生活 に 与え る 影 
響 が 国際 的 に 危 慣 され て いる 今日 に お いて 、 日 
本 は 国 が 保有 する ラン ドス ケー プ を どう 考え る 
の か 。 

一 般 に ラン ドス ケー プ 計 画 は 緑地 計画 が 基 
本 と な る が 、 宇 久 島 の よう に 企業 や 政府 の 政策 
の 中 で 消さ れ て いく ラン ドス ケー プ を 守る た め 
に は 、 単 な る 緑地 計画 で は 済ま され ず 、 政 治 的 、 
経済 的 、 政 策 的 な 計画 に 立脚 し た も の で な く て 
は な ら な い 。 こ の 計画 で は 、 政 治 学 、 経 済 学 、 
社会 学 、 ツ ー リ ズム 学 と いっ た 様々 な 専門 分 野 
の 視点 を 寄せ 集め 、 ポ スト コロ ナ 時 代 に 向け て 、 
持続 可能 な 島 の あり 方 を 国際 的 な 視点 か ら 提案 
し た 。 それ は 、 単なる SF 的 な 漫画 で は な く 、 自然 
と 歴史 が 織り 成 し た ラン ドス ケー プ を 守る た め 
の 、 学際 的 知見 に 基づい た 若い 学生 の 将来 構想 
で ある 。 


5. オン ライ ン が 開け た 風穴 


この プロ ジェ クト は 、 当 初 は 宇久 島 に 出向 い 
て 島民 に 向け て 発表 する 予定 で あっ た が 、 コ ロ 
ナ が 収束 せ ず 、 最終 発表 も オン ライ ン と な り 、 
島 で 唯一 オン ライ ン の 環境 が 整っ た 行政 セン 
ター の 狭い 会 議 室 が 発表 の 会 場 と な っ た 。 そ の 
結果 、 会 場 に 集まっ た の は 殆ど 佐世保 市 役人 と 
な り 、 案 の 定 、 発 表 用 に 作成 し た ポス ター も 展 
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示さ れ な か っ た 。 結局 、 国 際 連 携 で 練り 上 げた 
提案 も 、 島 民 に 届か な いか に 見 えた 発表 で あっ 
た が 、 オ ン ラ イン で あっ た た め 、 島 外 で 仕事 を 
する 島 出 身 の 若 者 か ら の アク セス が あっ た 。 彼 
ら は 、 オ ン ラ イン の 発表 を 通じ て 島 に 起こ っ て 
いる メガ ソー ラー 計画 の 現状 を 知り 、SNS を 通じ 
て 情報 を 交換 し 、 団 結 を 島民 に 呼び か けた 。 そ 
し て 、 8 月 末 、 宇久 島 の 島民 に よる メガ ソー ラー 
計画 反対 団体 が 結成 され た 。 


room of the Uku administration center the only 
place with high-speed internet. As a result, most 


attendees were Uku administrative officers and 


ntation posters were not posted. The 
message from students to the ilanders was 
almost shut out by the administration office 
However approximately 100 people, including 
many young islanders who work outside of the 
iland, participated in the presentation online 
The young islanders learned about the ongoing 
olar Power Plant project in their 

wn. Shocked, they shared the information 


neir friends through social media netWorks, 


Fig.16 ター ミナ ル 西側 : レン タル ソー ラー 自動 車 ソ ー ン 。 屋根 は 充電 セン ター の 電気 を 作る た め の ソ ー ラ ー パ ネル 


The west 
Center 


Fig.17 ター ミナ ル 東 側 : 島民 と 観光 客 が 利用 で きる 屋外 劇場 


le of the terminal The rental solar car zone with the solar roof to generate the electriqty for the charging 


The east side of the terminal. The amphitheater for both local people and tourists 


PIT 


人 T キ イーTtkTT 1 [| | 


Fig.18 ター ミナ ル 東 側 : 宇久 島 の メイ ン アト ラク ショ ン と も な る 水産 高校 の 授業 用 水槽 
The east side of the terminal The aquarium of the fhery school which will become the main attraction of Uku for 
the tourists 


宇久 島 の メガ ソー ら が 島 に 残る 若者 に 呼び か け て 、 ふ る さと の ラ 
れ た 原因 の 一 つ に は 、 人 口 減少 の 他 に 、 島 に 根 。 ンド スケ ー プ を 守る た め の 新 た な 動き に 繋げ 
差す 共同 体 の 決定 に 異論 を 唱え る こと を 許さ な た 。 つ まり 、 若 い 学生 の 国際 連携 に よる ラン ド 
い 文 化 が 挙げ られ る 。 そ の よう な 風潮 の 中 で 、 スケ ー プ デザ イン が 、 若 い 島 出身 者 の 連携 を 促 
佐世保 市 に 合併 され た 島民 は 、 佐世保 市 の 区 度 し 、 こ れ ま で 島民 に 対し て 情報 を 封じ 込め 、 島 
に 反対 する こと が で き な か っ た の で ある 。 し か し 民 の 声 を 抑え て きた 行政 セン ター の 壁 に 風穴 を 
今回 の プロ ジェ クト で は 、 オ ン ラ イン の 発表 に 開け た の で ある 。 この プロ ジェ クト は 、 オン ライ 
よっ て 都市 で 仕事 を し て いる 島 出身 の 若者 た ち ン で あっ た た め 、 学 生 は 宇久 島 を 訪ね る こと は 
が 、 故 郷 に 起き て いる メガ ソー ラー 計画 の 実態 で き な か っ た が 、 オ ン ラ イン で ある か ら こ そ て 宇久 
と 国際 的 な 視線 か ら 見 た 島 の 価値 と ボス トコ ロ 島 の ラン ドス ケー プ を 守る た め 、 場 所 を 超え た 
ナ 時 代 に お ける 島 の 可能 性 を 知っ た 。 そ し て 彼 若者 の 連携 を 呼 び 起こ し た 。 


Fig.19 未来 趣向 の ター ミナ ル 周 辺 か ら 歴史 地区 へ の 動 線 : 現在 ・ 過 去 ・ 未 来 を 祈願 する 寺社 を めぐ る 
The Diagram of the terminal area and the historic area: The tour routs of the temples and the shrine to pray for 
Past, present, and future」 


Hg.21 先祖 の 菩提 を 妃 東 光 寺 の 境内 に 四季 の 彩 を 添え る 新た な 丁半 
New flowering trees to embellish the front yard of Toko Temple, the temple to pray for 


and called the for villagers to form an alliance 


group against the 
project was officially 

nd in August 

One oft ons why the villagers of Uku 
Island had kept silent about the Mega-Solar 
Power Plant project until now is their unique 
island cu which does not allow for members 
to go against the decision of the community 

part of Sasebo City and having such a 
It for villagers to go against the 
ver, when urbanized 


organized i 


Beco 


the online presentation 
the crisis as well as the values and 


he island as pointed out by 


r to protect the 


jandscape of their hometown, forming an 


opposition group on August 31, 2020.In short, 


the interna 
stimuls e young 
nthe policy 
concealed 


islande 
of 
informa 
Voices. Beca 
go to UK 


for the same re 


on, this landscape project 
connect young people from many places to 
protect the landscape of Uku 


Fig.20 東光 寺山 門 か ら 見 える 朝日 
The sunrise from the gate of Toko (east Sun) Temple on 
the winter solstice 


Fig.22 未来 を 祈 題 する 虹 沙 門 寺 の 展望 台 と も な る 新た な 門 
The new gate of Bishamon Temple, the temple to pray for the future. Visitor can 


ancesters observe the central area of Uku lsland from the top of the gate 
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。 京都 悠 沼 ホ テル M キ 


リラ ・ ア ソ シ ュ 


* ン 
デー ェ デビ 


Ri & Do Resort 5 


グラ ン ヴ ォ ー スパ ヴィ レッ ジ : ま 
千葉 県 長生 郡 長柄 町 る < 


設計 = オン サイ ト 計 画 設計 事務 所 Rn 
タワ ー キ ッ チ ン 設 計 ニ カプ ラ 建 築 計画 「 ク 
サイ ン = 粟 寺 デザ イン 

写真 ニオ ン サ イト 計画 設計 事務 所 、 吉 田 計 (吉田 写真 事務 所 )* 


Grandvaux Spa Village > 

Nagara Town,CHIBA < Q 1 2 Pw2 = 
の 生 の 4 ら 

Design by studio on site mt 2 


Tower Kitchen Design by COUPLER Desi8n,Architects 
sign Design by AWATSUJl design 

Photograph by studio on site & Makoto Yoshida 
【Yoshida photo studiol* 


テラ スハ ス リ 


ラン テラ ス リ 


N 


| 


全体 平面 図 S=1/1500 


| 森 の 継承 


「Sport & Do Resort リツ ル の 森 」 は 千葉 
県 中 央 の 丘陵 地 に 広がる 豊か な 森林 資源 を 背 
景 と し た 、 1970 年 代 か ら 継 続 する 体験 型 リ バー ト 
で ある 。 その 新しい フェ ー ズ と し て 、 2018 年 よ 千 
葉 大 学 と の 連携 研究 プロ ジェ クト と し て 取り 組む 
の が 、 「 暮 らし て いる だ け で 健康 に な る コミ ュ ニ 
ティ ー の 創出 ]」 プロ ジェ クト で ある 。 その 企画 の ひ 
と つと し て 実現 され た の が ライ フス タイ ル 体 験 弄 宿 
泊 「 グ ラン ヴォ ー スパ ヴィ イレ ッ ジ 」 で ある 。 


既存 宿泊 施設 の 継承 


敷地 は 、 す で に 1990 年 代 に 建て られ た 37 棟 の 
ログ ハウ ス が 並ぶ 林地 で あり 、 そ れ ら の 改修 再 利 
用 が 当初 か ら の 与 件 で あっ た 。 この こと は 、 デザ 
イン 的 な 挑戦 が 、 高度 成長 期 に 典型 的 で あっ た 
リブ - 上 開発 の 型 の 読み 替え と 、 新 し い 価値 の 創 
出 に ある こと を 意味 し た 。 われ われ は 、3 つの アプ 
ロー チ で 空間 の 問い 直し を 行なっ た 。 

1) 旧い 宿泊 施設 は 、 森林 内 の 独立 ログ ハウ ス 
の 様相 を 持ち な が ら 、 一 方 で 、 プライバシー を 配 
慮 する あま り 、 自 然 林地 の 中 に 造園 的 生垣 や 植え 
込み を 密集 きせ る と いう 矛盾 に 陥っ て いた 。 そこ 
で 、 逆 に 各 ロ グハウス の プラ イベ ー ト を パプ リッ ク へ 
表 出さ きせ 、 宿 泊 客 個人 の 空間 占有 満足 度 を 上 
げ な が ら 、 開 放 的 な 空間 を 達成 し た 。 2) 変化 の 
多い 地形 と 眺望 を 持ち な が ら 、 林 相 が 一 様 で あ 
り 、 全 体 に 活気 を 欠く 。 そこ で ゾー ン ご と の 地形 に 
合わ せ た 森 林 整 備 を 行い 、 異 な る 林地 空間 を 味 
わ え る 宿泊 体験 を 実現 し た 。 3) た だ 緑地 の 中 に 
いれ ば 良い と いう 旧来 の 考え 方 を 脱し 、 どの よう に 
森林 や 植物 に 接する 機会 を 得る か を 、 具体 的 な 
プロ グラ ム と し て 企画 し 、 人 の 活動 に 沿っ た 空間 
デザ イン を 入れ こん で ゆく 。 これ に より 常に 生命 力 
に 満ち た 森林 空間 を 生み 出し た 。 


ライ フス タイ ル を 語る 空間 づく り 


千葉 大 学 で は 、2000 年 代 か ら 環境 健康 科学 の 
分 野 を 発展 させ 、 園芸 療法 プロ グラ ム の エビ デン 
ス も 豊富 に スト ッ ク さ れ て いる 。 そ うた 科学 的 情報 
し み の ひ と つと な る よう 、 林 内 の 広場 
や 庭 、 園 路 、 そ し て 家具 に 至る まで デザ イン され 
た 。 「 グ ラン ヴォ ー スパ ヴィ レッ ジ 」 は 、 宿 泊 体験 
その も の が 、 現代 の 都市 生活 を 見 直し 、 成熟 し 
た 生活 様式 を 自然 と 学ぶ 、 そ の よう な 場 と な る こと 
を 目指 し て いる 。 ( 三谷 徹 ) 
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| 芝生 が 広がる グラ ン ピ ン グ エ リ ア 


グラ ン ピ ン グ エ リ ア は 施設 の 中 心 と な る 〉 


ク な エリ ア と し て 、f 
所 に 位置 し て いる 。 エリ ア に 


面 し た 敷地 の 高低 差 を アー スワ ー ク で 伸び や か 


に つない で いる 。 園 路 か 
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て 』 


られ た 場所 


E さ せ 、 パ ブリ ク な 施設 


ン で 過ごす プラ イベ ー ト な 領域 と し て 
ゲス ト 同 士 の 距離 


外 に も 、 エリ ア の シン 


で ある タワ ー キ ッ チ ン 、 疾 


火 ガ ー デ ン 、 カフ ェ や ショ ッ プ な どの パプ リッ ク 施設 
と 一 体 に グラ ン ピ ン グ エ リ ア を 利用 し 時 間 や 天気 、 


用 意 き れ て いる アク ティ ビ - 
場所 を 見 つけ 』 


て 、 自由 に 居 
し て いる 。 


麻 道 具 シ ェ ル フ 
フォ レス ト テ ラス 
r 
既存 ツツジ 移植 
さ M 
まま 
ま 
ポー チ サ イ ン 
: , 
既存 ログ ハウ ス 既存 低木 
生垣 ガー デン ファ ニチ ャ ー 
カー ト 路 
ャ 
ャ ャ と | 
] で 0 た mp の 高い 空間 を 外部 に も 展開 する こと で 一 音 
フォ レス ト テ ラス 既存 ログ ハウ ス 前 庭 


と の 価値 を 高め る と 共に 、 森 の 中 に 渕 
験 を 演出 し て いる 。 ( 鈴木 裕治 ) 
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ご せる 場所 を 提 


組み 合わ せ が p 
ス の 使い 方 に よっ て 打ち 合わ + 


利用 に 


葵 在 ス ペー ス と し て 、 様々 な : 


ラン ぞ れ な ど 企 業 や 団体 の ビシ 
開閉 式 の 大 型 


プ で 過 


が 可能 な 計画 と し て いる 。 (鈴木 裕治 ) 
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テン ト 時 


アン 


が | EPS し ピル 


ィ ー ゴ ター* タ ma= カ ーー イー イー ゴー 


テン トキ ャ ピン 検討 の プロ セス 


先ず は じ め に 、 他 の 客室 で 使用 し て いる ベツ ポ 
を ゆっ た り と 配置 し 、 テ ー ブ ル セ : 小 が 配置 で きる 太 
角形 の フッ プリ ント ( 対角線 50m の 六角 形 ) を 

気 の 流れ に 配慮 し た 天 
造 は 仮設 建 
度 の 三 風 性 を 持つ よう 設計 を 行い 、 李 の 林 和 

= 角 ト ラス を 組み 合わ せ た ドー ム 形 状 と する こと で 
広い 内 部 空間 を 獲得 し 、 膜 材 テン ト の 張力 を 得る 
た め ST バイ プ 材 を 木 軸 < 設置 し た 。 また 、 
多面 体 の 布 基礎 を 設置 し 床 T 調 設備 
(24 時 間 換気 、 タ ー ル チュ ー ブ ) を 設置 し 内 部 空 
間 の 温 湿度 環境 を コン トロ ー ル する こと で 耐久 性 
を 上 げ る よう 計画 し た 。 また 、 コス ト へ の 配慮 か ら 、 
使用 する 木材 、 鋼 材 と も に 一 般 流通 し て いる 規 
格 材 の み で 設計 を 進め た 。 その プロ ポー ショ ン が 
施設 全体 の 空間 の 広がり や 雰囲気 に 大 きく 影響 
する こと か ら 、 全 体 模型 に 配置 し 、 慎 重 に 隣 醒 
間隔 や 高 さ の スタ ディ を 進め た 


TL 


人 
富 一 牙 " 
生出 し 香 呈 暫 
/ 
。 
李 | 
に 1 fee 
4 | | 韻 げ 加工 
IN PT 
テン トキ ャ ピン の コン セプト 


テン トキ ャ ビン の 意 変わ る 
施設 全体 の コン セプト を 表す 造形 が 期待 き 
豊か な 自然 の 中 で 過ごす 人 々 の 姿 そ の も の が 、 テ 
ント キャ ピン と と も に ディ スプ レイ され る か ら で あ る 。 一 
般 的 な 仮設 建造 物 と し て の テン ト は 、 強 風 の 際 に 
は 艶 
る カビ の 発生 、 換気 能力 不足 な ど 室 
適 と は 言い 難い 。 一 方 、 有一 杉 で 外部 隔 
られ る テン ト は 外部 の 光 や 風 の 変化 を 滞在 する 
人 に 敏感 に 伝え る こと が で きる 魅力 を 持っ て いる 。 
その 両方 を 満た す 、 こ の 場所 の 為 の テン トキ ャ ピン 
を 計画 し た 。 建 築 物 で も 一 般 的 な テン ト で も な い 、 
外部 と 内 部 を つなぎ 自然 を 楽し か た め の 新た な 


快適 性 を も ち 外 部 環 
て 、 人 々 に 親しま れる こと を 期待 する 。 
(人 須貝 敏 加 ) 
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LAND5SCAPE DESIGN 


タワ ー キ ッ チン 


食事 や ドリ ンク の 提供 に 利用 きれ る 半 屋 外 の ダ 
イニ ング ・ キ ッ チ ン 。 ラク ・ レ マン ブー ル を 挟ん だ 対 
岸 か ら の アク セス に 対し て 、 グ ラン ピン グ エ リア の ア 
イキ ャ ッ チ と し て 金属 板 の キ ュー ビッ ク な フォ ルム が 
樹木 の 間 か ら 顔 を 出し 、 ア プロ ー チ の 遊歩 道 を 抜 
け て いく < と ダイ ニン グ の 鉄骨 フレ ー ム が エリ ア の ゲー 
ト と し て 利用 者 を 出迎え る , 
キッ チン や ロン グ テ ー ブ ル は ラン ドス ケー プ に 
する 要素 と し て 、 シン プル で スケ ー ル を 感じ きせ る 
デザ イン と し た 。 屋上 の テラ ス は 星空 観察 に 利用 
され る ほか 、 水 平 に 拡がる エリ ア を 上 か ら 見 下ろ 


アク ティ ビ テ ィ の た め の 


Sport & Do Resort リ ソ ル の 森 グラ ン ヴ ォ ー スパ ヴィ レッ ジ 


所 在 地 千葉 県 長生 郡 長柄 町 

事業 者 リ ソ ル の 森 株 式 会 社 

主要 用 途 宿泊 施設 

設計 ・ 監 理 ラン ドス ケー プー オン サイ ト 計 画 設計 事務 所 (三谷 徹 (千葉 大 学 )、 鈴 木 挫 治 、 
須貝 租 名 、 本 田 売 吾 、 張 立 ) 
タワ ー キ ッ チ ン 、 リ ネン 庫 カプ ラ 建 築 計画 (佐藤 裕 、 全 子 大 輔 ) 
テン トキ ャ ピン 設計 協力 太陽 工業 株 式 会 社 (村上 義彦 ) 
構造 KAP (萩生田 秀之 、 小 南幸 子 ) 
サイ ン 。 粟 辻 デ ザイ ン ( 粟 辻 美 早 、 粟 辻 麻 喜 、 西 野 明子 ) 
電気 設備 “タク トコ ン フ ォ ー ト (田中 慎一 ) 
クー ル チ ュ ー ブ Arup (萩原 廣 高 ) 
紅葉 乃湯.。 16 アー キテ ( 川 達也 、 松 田 光 司 、 茂 祇 路子 ) 

施 工 高山 造園 土木 株 式 会 社 、 三 井 デザ イン テッ ク 株 式 会 社 、 株 式 会 社 ひ らい 、 太 
陽 工 業 株 式 会 社 、 株 式 会 社 ア イ テ ッ ク 、 有 限 会 社 マ ル サ 設 備 、 有 限 会 社 松 
本 家具 製作 所 、 プ レジ ャ ー ガ ー デ ン & リ ビン グ 株 式 会 社 、 英 財 商 事 株 式 会 社 、 
大 一 帆布 株 式 会 社 、 ニ チエ ス 株 式 会 社 、 株 式 会 社 ブル ー テ クノ 

規 模 敷地 面積 20.836mf 

工 2020 年 3 月 

植 。 栽 ケヤキ 、 カ ツラ 株 立ち 、 シ ラ カ シ 、 ア ラ カ シ 、 ウ バ メ ガ シ 、 タ ブ ノ キ 、 ヤ マモ モ 、 


イロ ハモ 


/、 イ タ ヤ カエ デ 、 ヤ マ ボ ウ シ 


HERB 
mm 蘭  NURSERY 


誘導 サイ ン 


サイ ン デ ザイ ン 


デザ イン は 難し い 理 屈 か ら で は な く 、 日 々 の 喜び 
や 気付 き な ど 、 身 近 な と ころ か ら 生 まれ る と 思い ま 
す 。 森 の 中 で の 思い が け な い 発見 に ワク ワク し た 
り ド キ ドキ し そん な 感覚 を た 大切 に サイ ン デ ザ 
イン を 手掛け まし た 。 ( 栗 辻 デザ イン ) 


ーー 


客室 番号 サイ ン 


に と こい 
ロゴ 入り カッ プ 新 杉 マ ッ プ サ イ ン 


アウ トド アフ ァ ニ チャ ー と 製作 過程 


ログ ハウ ス の 丸太 パー テー ショ ン 野生 動物 の 足跡 刻印 入り テー ブル デッキ ガー デン の テー ブル 


還 WYH7 


周辺 の 野生 動物 の 中 を 


甘 火 皿 & 新 棚 ペ ンチ 


2 


千葉 大 学 と 連携 し た 環境 健康 情 報 入り 家具 環境 健康 情報 プレ ー ト と ハー プ ナ ー セ リー 


ハン モッ ク 


ハン モッ ク の 工場 検査 
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リ ソ ル の 森 で 実現 する 大 学 連 携 型 生涯 活躍 の まち づく り 


大 学 連携 型 生涯 活躍 の まち と リ ソ ル の 森 
田島 翔太 千葉 大 学 大 学院 国際 学術 研究 院 助教 


千葉 大 学 は 2015 年 に 文部 科学 省 「 地 ( 知 ) の 
拠点 大 学 に よる 地方 創 生 推進 事業 (COC+)」 
に 採択 され 、 県 内 の 複数 の 自治 体 と 連携 協定 
を 結び 、 若者 の 地元 定着 や 雇用 創出 を 目的 と 
し た 地方 創 生 事業 に 取組 ん で きた 。 その ひと 
つが リ ソ ル の 森 、 千 葉 県 長柄 町 と の 産 官学 連 
携 に よる 「 長 柄 町 版 大 学 連携 型 生涯 活躍 の ま 
ち ( 長 柄 町 版 CCRC)] で ある 。 CCRC と は 
Continuing Care Redrement Community の 
略 で 、1980 年 代 に アメ リカ で 広まっ た 高齢 者 
向け の 医療 ・ 介 護 付き コ ミュ ニテ ィ を モデ ル と 
する 。CCRC は 国 の 「 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 
合戦 略 」 の 事業 の 一 つ で 、 都会 の 元気 な 中 高 
齢 者 が 地方 に 移住 し 、 健康 で アク ティ ブ な 生 
活 を 送れ る まち づく り (生涯 活躍 の まち )」 が 各 
地 で 進め られ て いる 。 

長柄 町 は 、 千 葉 県 の ほぼ 中 央 に 位置 する 面 
積 47.11km2、 人 口 6757 人 の 自 
ある (2020 年 12 月 1 日 現在 ) 
年 間 を 通じ て コメ 、 タ ケ ノ コ 、 イチ ジ ク な ど 
様々 な 作物 が 取れ 、「 な が ら グ リー ン ツ ー リ ズ 
ム 」 を は じ め と し た 都市 農村 交流 が 盛ん で あ 


リ ソ ル の 森 と 予防 医学 


る 。 近年 は 人 口 減少 が 加速 し 、 農 家 の 高齢 化 ・ 
後継 者 不足 、 公共 交通 の 衰退 等 が 課題 と な っ 
て いる が 、 首都 圏 に 隣接 し 、 周辺 に は 千葉 市 、 
市 原市 、 茂 原市 と いっ た ベッ ド タ ウ ン が 広がっ 
て お り 、 車 さえ あれ ば 職 住 環境 に 困ら な い 。 
千葉 大 学 が 長柄 町 と リ ソ ル の 森 と の CCRC 
事業 立ち 上 げに 加わ っ た きっ か け は 、 こ の よう 
な 立地 条件 に 加え 、 リ ソル の 森 に は 国 の 
CCRC の 基本 概念 で ある 「 住 まい 医療 ・ 介 護 
ケア 活躍 (社会 参加 )」 の た め の 充実 し た 施 
設 、 コミュニ ティ が 整っ て いた か ら で あ る 。 リ 
ソル の 森 は 約 100 万 坪 の 敷地 に ゴル フ 場 、 ス 
ポー ツジ ム 、 ホテ ル 、 クリニック 等 が あり 、 そ 
の 広大 な 施設 も さる こと な が ら 、 ト ッ プ アス 
リー ト が 練習 する 傍ら で 子ども の スポ ー ツ 合 
宿 や 企業 研修 が 行わ れる 活気 が ある 。 その 一 
方 で 、 同 じ 敷 地内 の 「 長 柄 ふ る さと 村 」 に は 約 
100 世 帯 の 定住 者 が お り 、 人 々 の 暮らし ゃ 感じ 
られ る 。 
2016 年 に は アメ リカ の 大 学 連携 型 CCRC の 
視察 等 を 経て 、 千 葉 大 学 の 予防 医学 や 都市 環 
境 の 研究 者 ら と 協力 し 、 リ ソル の 森 の グラ ンド 


近藤 克則 "千葉 大 学 予防 医学 セン ター 社会 予防 医学 研究 部 門 教授 


健康 寿命 延伸 に は 、 食事 や 運動 だ け で な 
く 、 人 と の つなが りや 趣味 活動 な ど へ の 社会 
参加 が 有益 で ある こと が 分 か っ て いる 。「 リ ソ 
ル の 森 ] で の CCRC 事 業 の 展開 に 向け て 、 
2016 年 か ら 趣 味 活動 も 取り 入れ た 健康 寿命 延 
伸 プ ログ ラム 「 ウ ェ ル ネス プロ グラ ム ] の 開発 
を スタ ー ト し た 。 

病気 に な ら な いこ と 、 身 体 機能 や 認知 機能 
を 低下 させ な いこ と 。 この 3 つの 予防 こそ 、 健 
康 寿命 を 延ばす こと に ほか な ら な い 。 プロ グ 
ラム 開発 と 効果 評価 に お いて は 定量 的 な エビ 
デン ス を 得る た め 、 併設 され て いる クリ ニッ ク 
と 連携 し 、 メ ディ カル (医療 面 )・ フ ィ ッ ト ネ ス 
(身体 面 )・ メ ンタ ル ( 気 力 ・ 認 知 面 ) の 3 側面 に お 
ける 検証 を する こと に し た 。 「 メ ディ カル 」 で 
は 、 肥満 予防 や ロコ モテ ィ プ シン ドロ ー ム 予防 
等 、 疾 病 予防 を 目的 と し た プロ グラ ム を 作り 、 
トレ ー ニ ング マシ ン 等 を 効果 的 に 使い 、 体 脂 
肪 率 、 血圧 、 コ レス テロ ー ル 値 等 の 改善 を 目 
指す 。「 フ ィ ッ ト ネ ス 」 で は 、 仲間 と の 楽し 時 
間 で 無理 せ ず 体 を 動か し 、 継続 的 に 身体 機能 
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や 体 カ アッ プ を 期待 で きる プロ グラ ム を 作成 
し た 。 「 メ ンタ ル 」 で は 、 これ まで の 生涯 学習 講 
座 「 お 茶の間 ゼミ 」 を 中 心 に 、 人 と の 繋が り を 
意識 し た 講座 を 新規 に 立ち 上 げた 。 

プロ グラ ム の 運用 に あたっ て は 、 クリ ニッ ク 
に お ける メデ ィ カ ル ・ チ ェ ッ ク で 、 一 人 ひと り 
の 健康 状態 を 把握 し 、 その 結果 を も と に 医師 、 
管理 栄 差 士 、 健 康 運動 指導 士 
に より 個別 の 健康 アド バイ ス 
を 行っ た 。 

これ ら の 准 備 後 、2017 年 4 
月 に 60 歳 以上 を 対象 に し た 
「 ウ ェ ル ネス エイ ジ ク ラ ブ ]」 を 
立ち 上 げ 、3 年 間 を か け て プ 
ログ ラム の 効果 検証 を 行い 、 
その 結果 、 BML と 腹囲 の 有意 
な 減少 が 見 られ 、 善玉 コレ ス 
テロ ー ル の 改善 が 見 られ た 。 
運動 系 と カル チャ ー 系 の い ず 
れ か に 偏っ た プロ グラ ム を 利 
用 する より 、 どちら の プロ グ 


トー タル サポ ー ト 
ee 
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デザ イン に 着手 し た 。 その 後 、 予 防 医 学 の 考 
え に 基 づい た 人 と の 繋が り を テー マ に し た 健 
康 寿 命 延伸 プロ グラ ム の 開発 、 園芸 セラ ビー 
を は じ め と し た 社会 参加 ・ 生 涯 学習 プロ グラ ム 
の 試行 等 を お こ な っ て いる 。 長柄 町 と は 移住 
コー ディ ネー ター の 育成 や 移住 ガイ ドブ ッ ク 
の 製作 、 特産 品 の 開発 等 を お こない 、「 移 住 」 
や 「 コ ミュ ニテ ィ ( 地 域 活性 化 )] の 側面 か ら 連 
携 す る 。 

2018 年 か ら 国立 研究 開発 法人 科学 技術 推 
進 機 構 の 助成 を 受け 、 リ ソル の 森 を 実証 
フィ ー ル ド と し た 「 暮 らし て いる だ け で 、 健康 
で 活動 的 に な る コミ ュ ニ ティ (Well Acdve 
Communiy (WACo))」 の 創出 に 向け た 研究 
を お こ な っ て いる 。 以降 に 、 その 取組 み の 一 部 
を 紹介 する 。 


ラム $ も 積極 的 に 実践 し た 会 員 は 、 どちら か に 
消極 的 な 会 員 と 比較 し 、 大 き な 改 善 効果 が 見 
られ た 。 この 結果 は 日 本 健康 支援 学会 に て 発 
表し て いる 。 

今後 も 、Check:ActPlan・Do を 繰り 返し 
「 ウ ェ ル ネス プロ グラ ム 」 を 、 より 効果 的 な プロ 
グラ ム に し て いき た いと 思っ て いる 。 


大 の 休 近 サン も 全 リツ ー ズ に よっ て 二 し た 
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Realize "town development that can play an active role for a lifetime" 
in "Resol Forest" in collaboration with companies and universities. 


リ ソ ル の 森 と 園芸 セラ ビー 

岩崎 寛 / 千 葉 大 学 大 学院 園芸 学研 究 科 環境 園芸 学 専攻 環境 学 コー ス 准 教授 

園芸 セラ ビー の 本 質 は 、 [育てる] 行為 と 「 狂 
る ] 行 為 に ある 。 特に 、 植物 を 狩る (収穫 する ) 
行為 は 、 物 を 得る 行為 で ある こと か ら 、 充 実感 
や 満足 感 に 繋が る も の で ある 。 し か し 、 この 
「 植 物 を 狩る 行為 ] は 都市 生活 に お いて は 簡単 
に 体験 で きる も の で は な い 。 その た め 、 身 近 な 
店 舗 で 手 に 入る に も 関わ ら ず 、 郊 外 に まで 行 
き 、 苺 狩り や 芋 掘 りな どの 「 味 覚 狩り ] に 対し 、 


る よう に ハー プ ワ ゴン に は 、 効能 の 異な る ハー 
プ を 常時 5 種類 以上 用 意 し 、 さら に セラ ビー 効 
果 の エビ デン ス が 印字 され た 設置 し た 
【 写 真 3】。 こう し て 部 屋 前 に 持ち 帰っ た ハープ 
は 、 摘 ん で 香り を 楽し な だけ 
で か なく 、 ハ ー デ ティ や モビ ヒー 
ト を 作っ て 飲ん だ り 、 


限 に 引き 出し た 園芸 セラ ビー を 体験 で きる 場 
と し て 、 今後 は ワー ケー ショ ン な ど 様 々 な シー 
ン で の 活用 が 期待 され る 。 


浮か べた り 、 「 摘 ん で 、 使 う 」 


我々 は お 金 を 払っ て まで 体験 する の で ある 。 
今回 、 リ ソル の 森 Grandvaux Spa Village に 
お ける 園芸 セラ ビー は 、 「 植 物 を 摘ん で 、 使う 」 


こと を 楽し め る よう に な っ て 
いる 。 それ ら を 誘発 する た 
め に 各部 屋 に は お 洒落 な 園 


【 写 真 2】 部 屋 の 前 訂 

部 屋 番 号 の サイ ン と : 

を 設置 する こと が 出来 る 。 前庭 

ペー ス も あり 、 摘 み 立て の ハー ブ を 肉 料理 に 使 


【 写 真 1] ハー プ ワ ゴン 。 レ イズ ド ベ ッ ト に ポッ 
ト 苗 が 置か れ て お り 、 横 に は ハー ブ 利 用 の エビ 
デン ス が 印字 され た 木 板 が 設置 され て いる 。 


こと を コン セプト と し た 。 キー と な る 植物 に は 
「 摘 ん で 、 使 う ] こ と に 適し て いる 「 ハ ー プ 」 を 選 
泊 客 が 潮 在 中 に 様々 な 形 で ハー プ を 感 
じ ら れ る よう し た 。 例え ば 敷地 内 に 沢山 の 
ハー ブ 苗 を ポッ ト ご と は め 込 ん だ ハー プ ブ ワ ゴン 
を 数 台 設 置 し 、 立 位 の まま ハー プ に 触れ 、 香 り 
を 楽し め る よう に し た 【 写 真 1】。 気に入っ た 
ハー ブ 苗 は ポッ ト ご と 抜き 取り 、 宿泊 し て いる 
部 屋 の 前 庭 に ある 小さ な レイ ズ ド ベッ ト に 設 
置 で きる よう に し た [写真 21。 また 、 香 り の 嗜好 
性 だ け で な く 、 体調 に 合わ せ て ハー ブ を 選べ 


する 空間 を 
物 に より 人 節 り 、 
こと で 満足 感 の 
向上 を 演出 し た 。 

コロ ナ 袖 に お いて 、 人 々 
の 健康 意識 が 高まっ て いる 。 
リ ソ ル の 森 は 、 自然 豊か な 
リゾ ー ト 地 と いう 位置 付け 
だ け で は な く 、 植物 や 上 
環境 に よる 健康 効果 を 最大 


うこ と も 可能 。 


【 写 真 3】 植物 セラ ピー の エビ デン ス が 印字 され 
た 木 板 。 ハー プ ワ ゴン に は ハー ブ の 香り に よる 効 
果 、 緑 の 中 に ある カフ ェ の テー ブル に は 、 緑 が 視 
界 に 入っ た 除 の 飲食 の 効果 な ど . 各 場面 に 対応 
し た 研究 成果 が 印字 され た 木 板 を 設置 し た 。 


【 写 真 4】 部 屋 の 入り 口 に 設置 され た 園芸 用 
や 摘ん だ ハー ブ を 入れ る 角 の 
と っ て 使っ て みた く な る 道 


自然 環境 と 健康 一 グリ ー ン ウェ ルネ ス と リ ソ ル の 森 一 
花 里 真道 "千葉 大 学 予防 医学 セン ター 准 教授 


健康 は 、 社会 的 、 経済 的 、 環境 的 な 状況 か 
ら 影 響 を 受け る 。 それ ら は 「 健 康 の 社会 的 決定 
要因 ] と し て 整理 され て いる 。 さら に 、 個人 を 
囲む 環境 を 、 コミ ュ ニ ティ 、 地域 経済 、 建造 環 
境 、 自 然 環境 、 エコ シス テム と し て 整理 し 、 各 
披 階 で 健康 と の 関係 を 捉え る モデ ル が 提示 
れ て いる 【 図 1】。 この 各 段 階 は 、 個人 の 行動 や 
選択 に 作用 し 、 その 鞭 積 が 健康 に 影響 を あ た 
える 。 

自然 環境 は 、 地域 環境 と 健康 に 関す る 疫学 
研究 の 代表 的 な テー マ で あり 、 特に 、 緑 の 健 
康 影響 に は 多数 の 報告 が ある 。 例え ば 、2008 
年 に 発表 きれ た 研究 (Mitchell & Popham 
2008) は 、 英国 の 約 4000 万 人 を 対象 と し 、 緑 
が 最も 多い 地域 の 住民 は 、 緑 が 最も 少な い 地 
域 の 住民 に 比べ 死亡 率 が 約 6% 低 下す る こと 
を 報告 し た 。 

2017 年 の レビ ュー(Kabisch ct al 2017) は 、 
自然 環境 は 、 空 気質 の 調整 、 騒 音 の 緩衝 、 洪 水 
の 調整 、 気 温 の 調整 と いっ た 「 生 態 系 サー ビス 
の 調整 機能 」、 散歩 、 ス ポー ツ 、 遊び な どの 身 


体 活動 と 、 園芸 活動 、 社会 的 交流 、 自 然 体験 と 
いっ た 「 文 化 的 な 4 サー ビス 」 の 二 面 で 健 
康 に 関わ る と 整理 し て いる 。 さら に 、2018 年 の 
レビ ュー(TNvohig-Bcnnctt & Jones 2018) で 、 
自然 環境 は 、 血圧 や 心拍 数 の 低下 、 コ ル チ 
ゾー ル の 血 中 濃度 の 低下 、 睡 眠 時 間 の 増加 な 
どの 生理 学 的 な 効果 も 確認 され て いる 。 
首都 較 外 縁 で ある リ ソ ル の 森 に は 、 豊か な 
自然 環境 が ある 。 自然 環境 が も た ら す 良い 健 
康 影響 を 発見 ・ 識 し 、 健康 へ の 気づき を 
得る 。 こう し た 体験 を 、 洗練 きれ た 空間 、 悠然 


リ ソ ル の 森内 に 設置 され た ウォ ー キ ング コー ス の 案内 サイ ン 。 自然 環境 の 健康 
へ の 良い 影響 を 解説 する ウェ ブサ イト へ の イン ター フェ ー ス を 兼ね て いる 。 


と し た 時 間 の 中 で 獲得 する こと を 、 リ ソル の 森 
の 重要 な 価値 と し て 捉え た 。 今後 も Well 
Acive な コミ ュ ニ ティ づく り を 、 デザ イン と サ 
イエ ンス の 軽やか な 融合 に よっ て 追求 し て い 
きた い 。 

本 稿 の 内 容 に は 、 国立 研究 開発 法人 科学 技 
術 振興 機構 産学 共 創 プラ テッ ト フォ ー ム 共同 研 
究 推 進 プロ グラ ム (OPERA) の JPMIOP1831 
の 助成 に よる 研究 が 含ま れる 。 記し て 謝意 を 
表す る 。 


【 図 1】 地域 環境 に お ける 健康 の 決定 要因 
(Barton 2006 を 和訳 、 一 部 改変 
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リ ソ ル の 森 で 実現 する 
CCRC と 産学 連携 
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今 号 で 紹介 し た 「 グ ラン ヴォ ー ス バ ヴ ィ レ ッ ジ 」 は 、 複合 リゾ ー ト 「 リ ソル の 森 」 の 施設 の ひと つ で ある 。 その リ ソ ル の 森 は 今 、「CCRC き 1」 の 実現 
に 事業 と し て 取り 組ん で いる 。 その 取り 組み は 「OPERA (*2」 を 活用 し た 産学 連携 に より 推進 され て いる 。 この CCRC は 耳 新 し い 言 葉 で ある が 、 こ 
れ か ら の 高齢 化 社 会 に お いて 豊か な 暮らし を 実現 する 上 で 大 事 な 言葉 で ある 。 リ ソ ル の 森 の 取り 組み を 事業 者 代表 と し て 湯田 幸樹 氏 、 産学 連携 事 
業 と し て 開発 に 携わる 千葉 大 学 の 岩崎 寛 氏 、 花 里 真道 氏 、 田 島 翔太 氏 に よる 座談 会 を 通し て 撮り 下げ て みた い 。 座談 会 は Web に よる リモ ー ト で 行 
われ た 。( 編 集 部 ) 


( 1) Continuing Care Retirement Community の 申 。 高齢 者 が 健康 な 段 叱 で 入居 し 、 終身 で 暮らす こと が で きる に と で 1970 年 代 に 米国 で 始ま っ た 。 日 本 に お いて は 主 


体 的 に 地域 コミ に 参加 し 他 世 代 と 交流 する な ど アク ティ ブ に 暮らす こと で 、 で きる 限り 健康 長寿 を 目指 す : 
( 科 2) 産学 共 創 ブラット フ ォ ー ム 共同 研究 推進 プロ グラ ム 。Program on Open Innovation Platform with Enterprises, Research Institute and Academia の 路 。OPERA は 科学 技術 
振興 村 構 ()ST) が 公募 し 実施 する 事業 の と と 。 千葉 大 学 は 千葉 大 学名 で 応募 し た 案 「Well Active Community 人 WACo」 が 2018 年 に 「 共 創 ブラ ッ ト フ ォ ー ム 育成 型 」 と し て 採択 され た 


複合 リゾ ー ト 施設 「 リ ソル の 森 」 か ら 別 荘 分 譲 地 と し て 販売 され た 1350 区 面 ほ ウン ド が 2 面 、 本 格 的 な 日 本 食 か ら ビ ュ ッ フ ェ 
どの 住宅 と 2 棟 の マン ショ ン 、 そ し て コン ドミ や BBQ ま で 楽し め る 7 つの レス トラ ン 、200 
田島 翔太 氏 (以下 、 田島 。 敬称 略 ) リ ソ ル の ニア ム ホ テル が 1 棟 あり 、 居 住 エ 上 リア に は 現在 人 収容 の イベ ント ホー ル 等 が あり ます 
森 と 千葉 大 学 は 産学 連携 で CCRC の 事業 に きれ て いま す 。 開発 当初 者 は 一 般 利 用 者 だ け で な く 研 修 や 合宿 な ど 
取り 組ん で いま す 。 は じ め に リ ソ ル の 森 に と 企業 の 保 差 施設 が 中 心 で し た が 、 団体 利用 も 多い た め 、 研修 施設 も 備え て いま 
いて 湯田 社長 より ご 説明 し て いた だ け ま すか 。 時 が 経つ に つれ て 個人 の 所 有 が 増え 、 E 者 。 す 。 答 泊 施設 は ホテ ル タ イ プ 、 コ テー ジ タ イ 
湯田 幸樹 氏 (以下 、 湯田 。 敬称 略 ) リ ソ ル の も 増え て きま し た 。 また 、45 ホ ー ル の ゴル フ 場 タイ プ な ど が あり 、 年間 で 7 万 人 以 
森 は ひと 言 で 言え ば 敷地 全体 が 100 万 坪 ほ ど の ほか 、4000 枯 超 の 日 本 最大 級 の スポ ー ツ 上 の 方 に ご 利用 いた だ いて お り ま す 。 
ある 複合 リゾ ー ト 施設 で す 。 で す が 単 純 な リ 施設 が あり 、 リ ソ ル クリ ニッ ク も 入っ て 田島 スポ ー ツ ・ 研 修 ・ 宿 泊 施設 を 有 し て いる 
ゾー ト 施 設 で は な く 、 敷地 内 に は 40 年 ほど 前 いま す 。 さら に 、 ス ポー ツ 団 体 が 利用 する グラ リ ソ ル の 森 で す が 、 今 年 グラ ン ヴ ォ ー ス バ 


ら 


ゴル フ 場 (真名 カン トリ ー ク ラブ ) 上 空 か ら 見 た リ ソ ル の 礎 の 全景 。 中 房総 の 高台 に ある 100 万 坪 の 敷地 に 、 各種 ス : 
ジャ ー 施 設 の ほか 、 レス トラ ン 、 ル 、 研修 施設 、 クリ ニッ ク な ど が 摘 う 。「 長 柄 ふ る 里村 ] に は お よそ 100 世 幕 が 住む 。 


ツ 、 宿泊 、 レ 2020 年 春 に リニュ ー ア ル し た メデ ィ カル トレ 
(MTC) に | ジム 、 ト ラッ ク 、 ブー ル の ほか クリ ニッ ク が 併設 。 


【 写 真 資 料 王 千葉 大 学 】 
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ヴィ レッ ジ ( 以 下 、 グ ラン ヴォ ー) を オー プン さ 
れ ま し た 。 

湯田 個人 客 の 拡大 を 目指 し 、 昨 春 か ら 大 規 
模 な リニュ ー ア ル 工 事 を 実施 し まし た 。 主 な 
事 は スポ ー ツ 施設 (メデ ィ カ ルト レー ニン グ 
セン ター) の 全面 リニュ ー ア ル と 団体 で の 利用 
が 多かっ た コテ ー ジ エリ ア を リ ソ ル の 森 が 有 


する 森 の 自然 を 最大 限 に 活か し グラ ン ピ ン グ 
施設 に 一 新 さき せ 、「 グ ラン ヴォ ー ス パ ヴ ィ レッ 


ジ 」 と し て 7 月 に リニュ ー ア ルオ ー プ ン し まし 
た 。 また 、 こ の ヴィ レッ ジ 内 に は 新た に 
泉 施設 も 建設 し まし た 


リ ソ ル の 森 の CCRC 事 業 


田島 リ ソ ル の 森 で は この リニュ ー ア ル を 機 
に CCRC に も 本 格 的 に 着手 され 、 それ を 産 党 
連携 られ て いま す 

湯田 CCRC は 元気 な うち に 移住 し 


て 、 病気 


元 スイ ス 大 使 館 を 移築 し た レス トラ ン 層 州 亭 。 
国 の 登録 有形 文化 財 に 指定 。 


Realize CCRC and industry-academia collaboration 
in Resol Forest. 


や 介護 が 必要 に な っ て も 安心 し て 住め る まち 
と いう 定義 で す 。 リ ソ ル の 森 で の CCRC の 魅 
カカ は 、 何より 緑 豊 か な 自然 に 閉 ま れ 、 さま ざま 
な スポ ー ツ 施設 や 健康 増進 施設 、 レ スト ラン 
等 mW さ れ て お り 、 さら に 、 都心 へ も 1 時 間 
ほど で 行け る この 好 立 地 に ある こと で す 。 介 
護 に つき まし て は 、 往 問 介護 に よる 対応 を 計 
その た め 、 昨 年 度 、 エ リア 内 に 亀 
所 を 誘致 し まし 
な る 重度 介護 に 
き 用 施設 を ご 紹介 させ て いた 


画 し て お り 、 
田 グ ルー プ の 訪問 介護 事 
た 。24 時 間 サ ポー ト が 必 
つい て は 、 介護 き 
だ く 予 定 で す 
また 、 医療 に つき まし て も 日 々 の 健康 管理 
は エリ ア 内 の クリ ニッ ク が 対応 し 、 手 術 や 入 
が 必要 に な っ た 場合 は 連携 先 の 総合 病 
紹介 さき せ て いた だ く 予 定 で す . 
CCRC と し て の 魅力 を 高め る た め 、 千 葉 大 学 
寿命 延伸 プロ グラ ム や 健康 
づく り 、 生 販 プ ログ ラム 等 で 


さら に 


森 の アス レ チ ッ ク 「 タ ー ザ ニア ] は 年 間 を 通じ て 多く の ファ ミリ ー が 
訪れ る 人 気 の ア トラ クシ ョ ン 。 


企業 や 大 学 の 研修 に 使わ れる フォ レス ト ・ ア カ 
大 小さ ま ざ ま な 講義 室 を 代え る 。 


えば 、 健康 寿 命 延伸 に お いて は 、 予 防 
研究 され て いる 近藤 克則 先生 の 監修 に より 
ウェ ルネ スプ ログ ラム を 開発 し まし た 。 

健康 寿命 を 伸ばす た め に は 、 メン タル 、 メ 
ディ カル 、 フィジカル の 3 つの 予防 が 重要 
り ま す 。 ウェ ルネ スプ ログ ラム は 、 運動 だ け で 
な く 、 趣味 活動 、 生 涯 学習 、 リ ラク ゼー ショ 
ン 、 食事 な ど に つい て それ ぞ れ の 専門 家 が サ 
ポー ト す る 一 人 ひと り に 合わ せ た 健 康 促進 プ 
ラン を つく り 、 それ に 沿っ て イン スト ラク ター 
が 指導 し な が ら 健康 チェ ッ ク を 行なっ て いま 
す 。 3 年 ほど が 経ち ます が 、 み な さん の 健康 
状 され つつ あ 
り ます 
田島 CCRC へ の 取り 組み の 中 で 
ケー プ に つい て どの よう に お 考え で し ょ うか 。 
湯田 この 施設 の 最大 の ポテ ン シ ャ ル は 自然 
環境 で す 。 四季 折々 、1 年 を 通じ て 花木 が 楽し 
め る こと は 大 き な 魅 力 の ひと つ で あり 、 そ れ 
を 意識 し 「 画 を 施し て いま す 。 また 、 
CCRC の 計画 に お いて は 、 現在 の 自然 環境 を 
出来 る 限り 、 弟 
ドス ケー プ ブ 計画 を 立案 し て いま す 。 
岩崎 寛 氏 ( 以 下 、 岩 崎 。 敬称 略 ) 


中 


* ラ ンド ス 


リ ソ ル の 森 
は と て も 素晴らし い 自然 環境 に あり ます の で 、 
大 事 な の は 「 そ れ を どう 見 せる か 」 と いう こと 


だ と 考え まし た 。 ラン ドス ケー プ デ ザ イン と し 
て 、 どこ に どの よう な ルー ト を つく る の か 、 ど 
こ に 視点 場 を つく る か と いっ た こと が 重要 に 
な っ て きま す 。 三谷 先生 は 宿泊 施設 か ら 見 え 
る 景色 に も こだわ り 、 どの 木 を 残す か と いう 細 
か い 部 分 まで 気 を 配っ て 設計 る され て いま し た 。 
今回 、 ラ ンド スケープ デザ イン と し て 三谷 先 
と は 、 施設 を 利用 され る 方 
し これ まで の エビ デン 
に デザ イン し て いく と いう こと で し た 。 
私 に 課せ られ て いた 内 容 は 、 モラ ピー プロ 
グラ ム の 提供 で し た の で 、 先生 に は 、 そ 
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れ が 展開 で きる よう な ラン ドス ケー プ デ ザ イ 
ン を お 願い し まし た 。 その ひと つが 、 ハー プ ワ 
ゴン で す 。 ハー ブ が 気軽 に 手 に 取れ る よう に 
レイ ズ ド ベッ ト 型 の ハー プ ワ ゴン を 設置 する 
こと と し 、 ハー プ ワ ゴン 越し に 見 える 背景 や 
全体 の 景観 、 人 の 動 線 な どか ら 設 置 する 場所 
を 決定 し まし た 。 さら に ハー ブ の 高 さ 、 植え 
方 、 ワ ゴン の 素材 や 角度 に まで こだわ っ て 設 
置 し て いま す 。 

自然 環境 の 中 に ワゴン と いう 人 工 物 が 置か 
れる 訳 で すか ら 、 風景 と し て 浮か な いよ うに 、 
そし て デザ イン と し て も 楽し め る よう に と 何 度 
も 検討 を 重ね 、 デ ザイ ン し て いた だ きま し た 。 
田島 リ ソ ル の 森 の CCRC の 取り 組み に つい 
て 、 事業 者 と し て 経営 的 な 意義 や 目標 な ど を 
お 開か せい た だ け ま すか 。 
湯田 当社 の 理念 に [いき が い ・ 絆 * 健 康 ・ く つ 
ろ ぎ 」 と いう ワー ド が あり ます が 、 そ の ラン ド 
マー ク が リ ソ ル の 森 で す 。 また 、 当社 は ホテ ル 
や 宿泊 事業 、 ゴル フ 事 業 、 リ ゾー ト 事 業 な ど 
様々 な 事業 を 展開 し て お り ま す が 、 リ ソル の 
森 に は その すべ て が 集約 され て いま す 。 

その うえ で 今後 我々 が 目指 すべ きこ と は 、 
リ ソ ル の 森 が 有する ポテ ン シ ャ ル を 最大 化 さ 
せる こと で あり 、 その ひと つが 、 長柄 町 の 地 
域 振 興 の 役割 を 担う と いう こと も 含め 、 
CCRC 事 業 の 推進 で ある と 考え て いま す 。 ど 
の 程度 の 規模 の CCRC を 開発 する か は 、 さま 
ざま な 要因 に よっ て 決ま っ て きま す の で 、 数 
値 的 な 目標 を 現時 点 で 明確 に する こと は で き 


# 


ハー ブ ワ ゴン は 、 ワゴン 越し に 見 える 背景 を 考慮 し て 


ティ ー を つく る アク ティ ビ テ ィ に 利用 する 。 


ヴォ ー 内 に 数 カ所 設置 し て いる 。 宿泊 者 
が その 日 の 気分 に 合わ せ て 自分 の 好き な ハー ブ を 選ん で テラ ス に 置い た り 、 タワ ー キ ッ チン で ハー ブ 


ませ ん が 、 まず は 出来 る 限り 多く の 方 に “住み 
た い " と 思っ て いた だ ける コミ ュ ニ ティ を 追求 
し て いき た いと 考え て いま す 。 
田島 私 は 、 大 学 の 研究 と と も に 内 閣府 の 地 
方 創 生 人 材 支援 制度 を 活用 し 、 タ ウン アド バ 
イザ ー と し て 長柄 町 の 地方 食 生 を 推進 し て い 
ます 。 その 長柄 町 で は 、 リ ソル の 森 を 核 と し た 
大 学 連携 型 CCRC の 実現 を 地方 創 生 の 軸 と 
し て いて 、2015 年 か ら 千 葉 大 学 と も 連携 協定 
を 結び 、 連携 で 取り 組ん で いま す 。 
各地 で 自治 体 主導 の CCRC が 計画 され て 
いま す が 、 な か な か 事業 化 まで 到達 で き て い 
る も の は 少な いで す 。 その よう な な か 、 長 柄 町 
で は 、 リ ソル の 森 と いう 充実 し た * あ り 、 
実現 の 可能 性 が 高い と 考え て いま す 。 国 の 交 
付 金 に 吾 り すぎ ず 、 民間 の 力 、 地域 と の 協 働 
に よっ て 事業 化す る こと は 、 これ か ら の 地方 
に お ける まち づく り の ひと つの 形 だ と 考え て 
いま す 。 
岩崎 地域 と の 協 働 と いう 意味 で は 、 私 が 以 
前 先生 と 取り 組ん だ プロ ジェ クト に 奥 
多摩 の セラ ビー ロー ド が あり ます 。 現在 全国 
に 森林 の セラ ビー 基地 が 数 多く あり ます が 、 
奥多摩 は 集客 に 成功 し て いる 数 少な い セ ラ 
ピー 基地 で す 。 この と き に 私 が キー ポイ ント と 
し て 挙げ て いた の は 、 地域 住民 を 上 手 に 巻き 
込ん で 運用 し て いく と いう こと で す 。 つま り 、 
森林 に 直接 関係 する 人 だ け に 恩恵 が ある プロ 
ジェ クト に する の で は な く 、 地域 全体 に 恩恵 
の ある プロ ジェ クト に し な けれ ば 、 成 功 し な 


いと いう こと で す 。 

その 一 例 と し て 、 地域 住民 か ら セ ラ ピ ー が 
イド を 募集 し まし た 。 私 が セラ ピー ガイ ド と し 
て 必要 な 科目 や 実技 を 実施 し 、 資格 認定 を 行 
いま し た 。 する と 、 高齢 者 で も 活躍 で きる と い 
うこ と か ら 人 気 の 講 座 と な り 、 リタ イア され た 
地元 の 高齢 者 が 沢山 応募 し て くれ まし た 。 

当初 、 セ ラビ ー 基 地 は 、 東京 な ど 町 外 か ら 
来 られ る 方 が 元気 に な っ て 帰る と いう スト ー 
リー し か 考え られ て いま せん で し た 。 し か し 、 
地域 住民 が ガイ ド に な れ ば 、 普段 は 歩か な い 
山道 を 、 参加 者 と 一 緒 に 歩い た り コ ミュ ニ 
ケー ショ ン を と っ た りす る こと か ら 、 町 民 自 身 
も 元気 に な っ て いき まし た 。 また 森林 内 で 食 
べ る 食事 に つい て も 地元 の 食堂 に 依頼 し 、 地 
元 の 食材 で 業 勝 弁当 を つく り ま し た 。 さら に 、 
日 帰り で は な く 宿 泊 し て いた だ く た め に 、 宿 の 
主人 を 集め て セラ ビー 講座 を 開き 、「 痕 し の 
宿 ] 認 定 を し て 宿泊 客 を 増やす な ど 、 地域 の 
産業 を 巻き 込ん で プロ ジェ クト を 進め まし た 。 
その 結果 、 森林 関係 者 だ け で な く 、 町 全体 が 
この プロ ジェ クト を 応援 し よう と いう 流れ に 
な り ま し た 。 今 で は 一 般 財団 法人 を つく っ て 
運営 され て いま す 。 

ハー ド の 整備 だ け で は な く 、 そこ で 何 を す 
る か と いう ソフ ト の 整 備 が 大 事 で あり 、 その 
ソフ ト を 継続 し て いく た め の 人 材 状 成 も 大 事 
に な り ま す 。 で すか ら 私 は この リ ソ ル の 森 に 
お いて も 、 ソ フト を た くさ ん 検討 し て いま す 
が 、 実 際 に それ を リ ソ ル の 職員 が すべ て 対応 


リ ソ ル の 礎 の 位置 する 長柄 町 は 田園 風景 が 広がる 自然 豊か な 町 で ある 。 リ ソ ル の 森 の CCRC は 、 
今後 の 人 口 減少 社会 に 対す る 地方 創 生 の 一 つの 方 向 性 を 示す も の に な る か も し れ な い 。 
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する と な る と 難し いか と 思い ます の で 、 地域 
住民 を 巻き 込ん で 、 セラピー ガイ ド に な っ て 
活躍 し て いた だ きた いと 思っ て いま す 。 

リ ソ ル の 森 で は いろ いろ な 活動 を きれ て い 
て 、 市民 向け の 講座 も 定期 的 に 実施 きれ て い 
る の で 、 そ の 中 に セラ ピー ガイ ド 養 成 プ ログ 
ラム を つく っ て いた だ けれ ば と 思い ます 。 
湯田 カル チャ ー プ ログ ラム の 講師 に つい て 
は 、 プロ の 方 も いれ ば リ ソ ル の 森 に 住ん で い 
る 方 も 何人 か いら っ し ゃ いま す 。 教え る 生き 
が い を 提供 する こと も 重要 だ と 思っ て いま す 
し 、 健康 の うち に 移住 きれ る わけ で すか ら 、 自 
分 の 持っ て いる スキ ル マ 特 技 、 経 験 な ど を 教 
える と いう こと は 必要 だ と 思っ て いま す 。 そう 
し た 中 に 、 森林 セラ ビー や 園芸 セラ ビー な ど 
人 に 役立て る よう な 講座 も 今後 提供 し て いき 
た いと 考え て いま す 。 
田島 花 里 先生 が 研究 し て お られ る 健康 長 
寿 社 会 の 実現 は 、CCRC の 根源 的 な と ころ だ 
と 思い ます 。 一 方 、 健康 な 建造 環境 は 、 都 市 
の 人 た ちの 住む 環境 を 対象 と する 研究 が 多い 
て いま す 。 リ ソ ル の 森 や 長柄 町 の 
よう な 地方 に お いて も 、 都 市 的 な 研究 が 活か 
せる も の な の で し ょ うか 。 
花 里 真道 氏 (以下 、 花 里 。 敬称 略 ) 日 本 で は 
人 口 の 多く が 都市 k 中 し て いま す 。 その 
た め 、 社会 全体 で 費用 負担 する 際 、 都市 部 に 
多く の リソー ス が 配分 され る こと に は 必然 性 
が ある と 思い ます 。 し か し な が ら 、 健康 の 課 
題 は 非 都 市 部 に も あり 、 無 視 は で きま せん 。 


都市 部 で いずれ 生じ る 課題 が 、 非 都市 部 に 先 
行 し て 生じ る こと も ある た めで す 。 

例え ば 、 厚 生 労 働 省 は 健康 の 維持 - 増 進 に 
お いて 社会 環境 を 整え る こと に 注目 し て いま 
す 。 高齢 者 の 社会 参加 が 介護 予防 に 有効 と し 
て 、 サ ロン 活動 「 通 い の 場 」 を 重視 する よう に 
な り ま し た 。 こう し た サロ ン 活 動 を 推進 時 に 、 
地方 や 農村 部 で は 活動 の 担い 手 が 不足 する 
と いう 課題 が あり ます 。 参加 者 も より 広範 囲 
か ら 集 め る 必要 が 生じ ます 。 こう し た 課題 に 
つい て 、 相対 的 に リソー ス の 充実 する 都市 部 
で ソリ ュー ショ ン を 検証 し 、 非 都市 部 に も 適 
用 し て いく 、 そ うい う 流 れ が 生ま れつ つ あ る 
と 思い ます . 

長柄 町 と 千葉 大 学 で 、 住民 主体 の 通い の 場 
の 活動 の こつ いて 研究 が られ て いま 
す 。 リ ソ ル の 森 と の 取り 組み も 上 手 に 連携 き 
れ て いく こと が 期待 きれ ます 
田島 人 集め の 難し さ は 地方 の 課題 の ひと つ 
「。 リ ソ ル の 森 で の CCRC を 進め て いく 上 
で 、 人 を 呼ん で くる こと が 難し く 感 じゃ と ころ 
で も あり ます 
岩崎 解決 方 法 の ひと つと し て 、 オー プン 
ガー デン の 様 に 、 植物 と 関わ っ て いる 姿 を 外 
に 見 せる こと が 良い の で は と 考え て いま す 
野菜 や ハー ブ を 育て て いる 、 また 摘ん で いる 、 
そし て それ を 料理 し て 食べ る 姿 を 外 か ら 見 え 
る よう に する の で す 。 栽培 空間 の 中 に オー プ 
ン キ ッ チ ン や 食事 が 出来 る ガ ゼ ボ も 設置 し 、 
それ ら 一 連 の 活動 を 見 える よう に し ます 。 そ 
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うす る と 、 栽培 が 好き な 人 、 栽培 は 苦手 だ け 
れ ど も 料理 が 好き な 人 、 栽培 も 料理 も 苦手 だ 
けれ ど 食 べ る の が 好き な 人 と 、 どん な タイ プ 
の 人 で も 参加 で きる こと が 視覚 的 に 理解 で き 
る の で す 

この よう に 楽し く 活 動 し て いる 姿 を 見 える 
る こと が 大 事 だ と 思っ て いま す 。 あ 
行け ば 何 か 楽 し いこ と が で きる 、 と い 
うこ と を 知れ ば 人 は 集まり ます 。 外 か ら 見 え 

こと に より 、 リ ソル の 森 の 利用 者 だ け で は 
な く 、 地域 の 人 も 参加 や すく な る の で は な い 
。 人 の 笑顔 や 楽し そう な 姿 を 見 せ 
に は 大 事 だ と 思い ます の で 、 プ 
ログ ラム だ け で は な く 、 場 と し て も 、 そ うい う 
空間 を つく り た いと 思い ます 。 
湯田 「 リ ソル の 森 に 行け ば いつ も いこ 
と が ある 」 と 感じ て も ら うこ と は 非常 に 大 切 だ 
と 思い ます 。 但し 、 これ を 実現 、 そ し て 継続 
する た め に は 何ら か の 形 で 収益 を 生む し くみ 
に な り ま す の で 、 これ に つい て 
は 今後 の 検討 課題 と 認識 し て お り ま す 。 
田島 その こと は この 座談 会 の 大 事 な テ ー マ 


これ を 繰り 返し な が ら 事 業 の 3 
いく こと が 携 な の で は な いか と 感じ て 
いる と ころ で す 。 グラ ン ヴ ォ ー 自 体 は CCRC 
の た め に つく られ た わけ で は な い の で す が 、 


経験 は CCRC の 構想 に 活か きれ て い 
く と 思わ れ ま すか 。 


xー 
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千葉 大 学 と 長柄 町 と の 連携 事業 の 一 環 と し て 、 毎年 千葉 大 学 
の 学生 が リ ソ ル の 森 に 合宿 し 、 長柄 町 の 地域 課題 解決 の アイ 
デア を 考え る 課外 授業 を お こ な っ て いる 。 
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湯田 現在 、 マ ンション と コン ドミ ニア ム の 
分 譲 を 進め て いま す が 、 想像 以上 の 反 失 が あ 
り 、 リ ソル の 森 に 終 の すみ か と し て 住み た い 
と いう マー ケッ ト は ある と いう こと を 確信 で き 
まし た 。 その こと は 、 今回 の グラ ン ヴ ォ ー エ リ 
ア の 開発 、 運営 を 通じ て 、 多く の 個人 客 に リ 
ソル の 森 と いう 施設 を 知っ て いた だ けた こと 、 
そし て 、 和 宿 泊 施設 と し て だ け で は な く 、 終 の す 
みか と し て も 魅力 が ある 施設 で ある こと が 広 
く 認 知 き され た こと も 要因 の ひと つと 考え て い 
ます 。 

また 、 グ ラン ヴォ ー エ リア の よう な 緑 豊 か 
な 自然 環境 に 囲ま れ た 場所 全 に 暮 ら 
し た いと の 声 も 耳 に し て いま す 。 この こと は 
CCRC の ラン ドス ケー プ を 進め る 上 で 参考 に 
な っ た 点 の ひと つ で す 。 


リ ソ ル の 森 と 産学 連携 


田島 リ ソ ル の 森 と 千葉 大 学 は 産 
CCRC の プロ ジェ クト に 取り 組ん で いま す 。 
それ に あたり 、OPBRA と いう プロ グラ ム を 
活用 し て いる の で す が 、OPERA に つい て 花 
里 先生 か ら ご 説明 を お 願い し ます 。 

花 里 OPERA は 国 の 研究 費 を 配分 し て いる 
JST (国立 研究 開発 法人 科学 技 
と いう 機関 が 研究 機関 に 配分 する 
た め の 研 究 費 の 一 種 で す 。 千葉 大 学 も 申請 し 


千葉 大 学 の OPERA-WACo の 3 つの キー テク ノロ ジー。「 ず っ と 健康 に 暮らす ] を テー マ に 
を 、 空間 デザ イン ・ 設 計 手 法 、 地域 ・ 空 間 型 ウ ェ ャ ルネ スプ ログ ラム 、 地域 環境 ・ デ ザイ ン 評 1 
ジー に 分 解 し 、 19 の 企業 が それ ぞ れ の 産学 連携 研究 で 得 た 成果 を 持ち 寄り オー プン イノ 
ル の 礎 は 、 キ ー テ クノ ロジ ー 2 [地域 空間 連動 型 ウェ ルネ スプ ログ ラム ] に 位置 付け られ て いる 。 


キー テク ノロ ジー 


採択 を 受け て 研究 を 推進 し て いま す 。 テー マ 
は 、Well Active Community、 つま り 「 ず っ と 
健康 に 暮らす ] と いう も の で す 。OPERA は 
産学 連携 の コン ソー シア ム で 行なっ て いく も 
の で 、 現在 、19 の 企業 と 「 健 康 ま ち づ く り ] を 
推進 し て いま す 。 その 中 の 重要 な テー マ の ひ 
と つ に リ ソ ル の 森 の プロ ジェ クト が 位置 づけ 
られ て お り 、 | 自然 環境 の 中 で 歩き た く な る 健 
康 づ くり ] を 進め て いく と いう も の で す 。 
OPERA-WACo で は オフ ィ ス 環境 や 住 環 境 、 
商業 施設 な ど で 健康 に な る よう な 環境 づく り 
を 目的 と し た 研究 、 活動 を し て お り 、 リ ソ ル の 
森 に 関わ ら ず 日 本 各地 で 健康 まち づく り を 推 
進 し て いま す 。 

この 健康 まち づく り の プロ ジェ クト で 国 か 
ら 研究 費 を 獲得 し た の で す が 、 その 背景 と 
て は 、 個人 に 働き か ける 健康 づく り だ け に 頼 
る の で は な くそ の た め の 環 境 を 整え て いく ア 
プロ ー チ が 評価 され た と いう * あ り ま す 。 
その 重要 な ファ クタ ー の ひと つと し て 都市 環 
境 や 住 環境 に お ける 緑 、 ラ ンド スケ ー プ の 効 
果 と いう も の が あり ます 。 緑 や 自然 環境 は 健 
康 に 良い と 一 般 に 捉え られ て いま す が 、 そ の 
効果 は 研究 に お いて も 確か め ら れ て いま す 。 
こう し た こと を 踏ま えて 、 リ ソル の 森 の プロ 
ジェ クト で は 自然 環境 が 健康 に も た ら す 影響 
や 緑 の 価 値 に 関す る 気づき を 訪れ た 人 た ち に 
エビ デン ス も 含め 紹介 で きる よう な 工夫 を し 
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し し たよ た の 3 


プロ グ う ム の 
に 


エビ デン ス に 基づく 健康 まち づく り 
ミレ ー タ の 3 つの キー テク ノロ 
ショ ン で 目標 達成 目指 す 。 リン 


て いま す 。 
今後 も CCRC の 開発 等 を 通じ て 、 自 
が 健 た ら す と いう 価値 に つい て 広く 社 
会 に 発信 し て いく 舞台 に な れ ば いい と 思っ て 
いま す 。 
田島 大 学 が 中 心 と な っ て 、 オ ー プ ン イ ノ 
ER 合い 、 ゴー ル を 設定 
する と いう 文化 は まだ 日 本 で は 真新しい も の 
で 、 企業 と 大 学 が 
良好 な 関係 を 構築 する た め に 大 切な こと は 
何で し ょ うか 。 
花 里 産学 連 


携 の 研究 を 進め て いく 中 で 実 
感 し て いる こと は 、 企業 と 大 学 側 で 達成 し た 
い 目 標 、 目的 が 多少 ずれ て くる と いう こと で 
す 。 企業 と し て は 一 定期 間 で の 成果 、 効果 を 
重視 する こと は 当然 で あり 、 一 方 大 学 側 は 長 
期 的 な 視点 に 立ち 導い て いく アプ ロー チ を 重 
視 す る と いう ベク トル の 違い が あり ます 。 そ 
の 違い を 繋 いで いく コー ディ ネー ター 的 な 役 
割 を 持つ 組織 を 大 学 側が 拡充 し て いく こと を 
今 進め て いる と ころ で は あり ます 。 
今回 の プロ ジェ クト で は 幸運 に も 田島 先生 
な ど が その 役割 を 果たし て くれ て 、 大 
想い と 企業 の 想い が 交わ りな が ら 錠 
と 思い ます が 、 他 の 産学 連携 の 研究 の 現場 で 
は 企業 と 大 学 の ベク トル の 人 違い は いつ も 課題 
に な っ て いま す 。 リ ソ ル の プロ ジェ クト を 通し 


て 、 コーディネー ター 的 な 役割 の 重要 性 を 再 


れ た イノ ベー ショ ン ・ ジ ャ パン 大 学 見 本 市 に 出展 し た (上 ) 。 また . 
高雄 で 開か れ た USR EXPO (大 学 の 社会 的 責任 エキ ス ォ 
ブー ス 発 表し 、 台湾 の 大 学 を は じ め 、 国際 連携 も 進め て 
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Landscape Works 2020 
NIKKEN SEKKEH-Inaji Landscape & Construction 


ハレ クラ ニ 沖 縄 


沖縄 県 国頭 郡 恩納 村 


株 式 会 社 日 建設 計 施 エ = 前 田 建設 ・ 國 場 組 JV、 株 式 会 社 稲 治 造 園 工務 所 


写真 Adam Bruzzone、 ハ レク ラニ 沖縄 、 株 式 会 社 日 建設 計 


Halekulani Okinawa 
Onna, Kunigamigun Onnason, Okinawa 


Design by NIKKEN SEKKEI LTD 

Construcion by MAEDA CORPORATION & KOKUBA-GUMI Co。 td. 
Inaji Landscape & Construction Co。 Ltd 

Photos by Adam Bruzzone, Halekulani Okinawa, NIKKEN SEKKEI LTD 
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ハレ クラ ニ 沖 縄 に 配 西 さ れ て いる 植物 は 
八重 山 諸 鳥 固有 種 の ヤエヤマ ヤシ 、 メ イン の 
ロー タリ ー に は 珍し い 3 品 種 ( が ジュ マル ・ オ 
ウゴ ン が 混 
ざっ た が ガジュマル 、 鮮 や か な 朱色 の 花 を 咲か 
す ホ ウオ ウ ポ ボク 、 建 築 の 擁 避 に は 赤 や ビン ク 
な ど 白 い 外壁 を 彩る プー ゲン ビレ ア 、 エ レガ 
ント な 白花 を 咲か す テ ッ ポ ウ ユ リ や ヒメ ノ カ 
リス 、 南国 雰囲気 を 
ルコ ニア 等 々 沢山 の 沖縄 らし い 植物 や 南国 
な ら で は の 四季 られ る 木々 や 草花 が 
160 種 以上 植え られ て いる 

これ ら 植 えた て の 多種 多彩 な 植物 た ち を 
まず は 枯 ら さ な いよ う 樹 勢 回 復 を させ な が 
ら 庭 の 土 公 づく り を 始め 1 年 ヨ 


マル ・ マ ル バ ガ ジュ 


する プル メリ ア 、 へ 


土壌 問題 に よる 生育 不良 、 環境 変化 で 新た 
な 病害 虫 に よる 被害 、 他 に も 潮 害 、 右 風 と 
いっ た 様々 な 弊害 が あり 、 思う 様 な 庭 づく り 
が 出来 ず 改 め て 維持 管理 の 難し さ を 痛 感 し 
方 す る こと な く 
必死 に 若葉 を 出し 生き よう と する 様 は 感動 
を 貰い 改め て 管理 畑 に し か 味わえ な い 醍 醐 
味 や 楽し き を 噛み 締め て いる 。 

ハレ クラ ニ 沖 縄 の "ハレクラニ" は 、 ハワイ 
で 「 天 国 に ふさ わし い 館 ] を 意味 し て 
どれ だ け 近 づけ る こと が 
出来 る の か 」 で 楽園 づく り は 始ま っ て いる 。 

ハレ クラ ニ 沖 縄 の シン ボル に も な っ て い 
る カト レア 。 メイ ン ブ ー ル で 大 輪 の カト レア 
念 な が ら 本 


の 言 


いる 。 この 言葉 


が 絢 燃 に 咲き 誇っ て いる が 、 


= く 
物 の カト レア は ホテ ル の 敷地 内 で は 見 る こと 
が 出来 な い 。「 カ トレ ア を も っ と 了 肖 地 の 中 で 
咲か せ 、 こ の 最高 に 恵まれ た 自然 環境 の 中 
で 新た に 植え た 多種 多様 な 植物 を 本 来 の 素 
英 な 姿 に 導い て あげ る こと が 出来 れ ば 楽園 
へ 近づく こと が で きる の で は ?」 と 、 日 々 模 
索 し て いる 。 

まだ まだ 始ま っ た ば か りな の で 、 ゆ っ くり 
ゆっ くり 時 間 を か け て お 越し いた だ いた 皆 
様 に 心 の 底 か ら 安 らい で いた だ ける よう な 
楽園 を 、 植物 (パー トナ ー) と と も に 私 た ち も 
楽し みな が ら つ くり 上 げ て いき た いと 思う 。 


文 一 野村 英 政 (三井 不動 産 リ ソー トマ ネジ メン ト 物 
植 乾 スー パー バイ ザー) 
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ハレ クラ ニ 沖 縄 ガジュマル の 移植 


ハレ クラ ニ 沖 縄 の メイ ン ゲ ー ト 寺 


正面 に 


あたり 沖縄 県 全土 に 且 っ て し 、 当 初 は 大 
変 困 難 を 極め た 。 この 木 に 初め て 出 人 
は 、 我々 に 何 か を 語り 掛け 
れ た ほど だ 
位置 する 南城 市 に て 育ち 、 沖縄 県 の 気候 


帯 性 低 気 圧 の 襲来 


る ガジュマル は 今回 の 施工 を 行う に 


た 時 


る よう に 思わ 


この ガジュマル は 沖縄 県 南部 に 


特徴 で も ある 、 熱 
に よる 暴 
た 。 樹齢 0 一 60^ 
1em と の び の びと 稀 に みる 大 き 
あっ た 

大 口径 の 樹木 移植 を 行う 場合 、 通常 は 一 
年 ほど 前 か ら 根 回 し を 


ほ の 樹 木 で 


T い 、 出荷 直前 に 穫 


、 植え付け と な る 


定 、 村 し お り を し て 、 
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し は 株 立ち 
- 無 か っ た 
杉 丸太 4 本 を 使い 、 井桁 に 組み 
置 し た 。 大 半 の 枝 は 絞れ た が 蔽 


\ 枝 も 何 本 か 見 受け 


り 着く まで は 何 度 も 試行 錯 


その 結果 ノミ を 入れ た 枝 の 何 本 か は 生き 


残り 今 で も 元 旬 


メイ ン ゲー ト の ガジュマル 


こい ち 早 く 慣 れ さ せ 


る た め 、 埋め 戻し 土 に は 、 この 樹 


他 に も 、 この よう な 施工 方 法 に より 樹 
な わ ず に 根回し を 行い 、 沖縄 本 島 か ら 集め た 
壮大 な スケ ー ル に 引け を と ら な い 数 多く の 
樹木 が 敷地 全体 に 移植 し て ある 

また 、 沖縄 で は 昔 か 


プー ゲン ビレ ア や ハイ ビス カス 、 


言い 


られ て いる 


け の 木 


で ある ホル トノ キ や デイ ゴ を は じ め 、 


『 京 と され る フク ギ ( 福 を 招く 木 ) な どの よう 


な 縁起 の 良い 木 も 配 軒 


文中 共 宏 売 ( 給 稲 治 造園 工務 所 ) 


て いる 


車 幅 に 合わ せ て し お っ 


ジュ マル ( 幅 ・ 高 さ 3.5m、 根 鉢 サイ ズ 直径 3.5m) を 積む 


枝 し お り 後 の 根 巻 状況 


P38 39 の 写真 提供 


村 し お り の 道具 

① 枝 し お り 後 、 幹 巻き 養生 裂け 防止 ダク ト テー プ 
る の ば ち を 加工 し 裂け た 箇月 に 差し 込む た め の 物 
③ 石 や コン クリ ー ト を 割る た め の 道具 

の セッ ト ハ ンマ ー 


わり に 、 根 切 用 スキ を 半分 に 切り 加工 


' 稲 治 造園 工務 所 


南西 側 上 空 より 。 丘 の 上 の サン セッ トウ イン グ は 最大 5 層 、 標高 の 低い ビー チ フ ロン トウ イン グ は 最大 10 層 と し て 、 郡 造形 と し て 調和 する 構成 と し て いる 


ゲス ト に 驚き と 感動 を 与え る 符 沢 な 配置 計画 


計画 地 は 沖縄 県 国頭 郡 恩納 村 の 北端 に 位置 
周辺 に は 沖縄 を 代表 3 ホテ ル が 集 
積 する 、 自然 景観 が 素晴らし い リ ゾー ト 地 に 
ある 。 敷地 は 面積 約 87.000 mm、 三 角形 の 形状 と 
な っ て いて 、 西 ・ 北 東側 の 一 辺 が 沖縄 の 美しい 
海 に 面 する 絶好 の 環境 で ある 。 西側 半分 は 海 
抜 約 18m の 細長 い 丘 が 南北 に 走り 、 一 方 東側 
は 3 一 8m 程 度 の 緩やか に 海 に 傾斜 する 広がり 
の ある 低地 と な っ て いて 、 地形 的 に 大 きく 
分 きれ て いる 。 


H 


る 間 
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の 


こう し た 環境 の な か 、360 室 全 室 ・ 全 施設 
オー シャ ン ビ ュー と いう 与 件 と 各種 法規 制 を 
読み 解き 、 西側 の 丘 の 上 に は 中 低層 の 建物 に 
よる サン セッ トウ イン グ 、 東側 は 高層 の 建物 に 
よる ビー チ フ ロン トウ イン グ と し て 、 いずれ も 
板 状 の 建物 を 直列 きせ た 2 つの ウイ ング に よる 
施設 配置 と し た 。 結果 、 総長 600m の 長 さ を 持 
つ 建 物 と な っ た コ * ら 素晴らし 
い ビ ュー が 享受 で きる 和光 沢 な 建物 配置 と いえ 
る 


直列 する 建物 は 、 各所 で 微妙 に 角度 を 振り 
結 さ れ て いて 、 これ は 各々 の 場所 で 


高 の ビュ ー を 確 人 6 、 長 大 な スケ ー ル 
を 分 節 し 、 地域 の 景観 に 調和 する 群 造 形 の 作 
まい に 活か され て いる 

この 2 つの ウイ ング に は 移動 の 利便 性 を 考 
慮 し 、 そ れ ぞ れ に エン トラ ンス ロビ ー を 配置 し 
た 。 敷地 南側 を 走る 国道 58 号 線 に 面 し た ゲー 
ト は 非 日 常 へ の 結界 で あり 、 その f , 緑 の 
アプ ロー チ や 車 寄せ を 経て 、 圧巻 の オー シャ 
ン ビ ュー が 楽し め る ロビ ー へ と 到達 する 
し た スト ー リ ー 性 の ある 空間 づく り に よっ て 


最高 の アラ イ バ ル エク スペ リエ ンス を 提供 し 


て いる 


平面 図 (マス ター プラ ン ) 


ーーー 
中 


3 IN 


サン セッ トウ イン グ の エン トラ ンス ロビ ー か ら の 絶景 
車 寄 せ 上 空 より 
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ハレ クラ ニ ら し さ を 感 じ さ せる 
賑わい 感 の ある ビー チ フ ロン トウ イン グ 


この ウイ ング の エン トラ ンス ロビ ー は 海 か 
ら 約 120m 程 離れ た 位置 に ある た め 、 標 高 8m 
の ロビ ー か ら 、 海 に 向かっ て 2 段 の 水 散 、 メ 


最高 高 さ +384m) 
電 高 +368m_ 


9G327m)_ 
8ELG292m) 
7FLH257m 
6FLG222m) 
5FLH187m) 


4FLH152m) 


Rs 


リ 
車 寄せ 
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- ル )、 ア ダル ト 
プー ル (クワ イエ ッ ト プ ブール ) を 配 し 、4 つ の 
水面 が その まま 海 に 連続 する 断面 計画 に よ 


り 、 ゆっ た り と 伸び や か な シー ン を 形成 し て 


中 ーー 


ビー チ フ ロン ト ガ ー デ ン 。 オー キッ ド プ ブール を 中 心 に レス トラ ン や イン ドア ブー ル 、 スパ が 取り 囲む 


ミ 


ビー チ フ ロン ト エ リア に は 上 記 2 つ の プー 
ル の ほか 、 キッ ズ プ ー ル や イン ドア プー ル な 
ど 計 4 つ の プー ル を 配置 し 、 様々 な ゲス ト の 
ニー ズ に 対応 し て いる 。 中 で も 要 の 位 惜 に あ 
る オー キッ ド プ ー ル は ハレ クラ ニブ ラン ド の 
シン ボル で あり 、 本 プロ ジェ クト に お いて も 
ハワイ の オー キッ ド マ ー ク を 、 ハ ンド カッ ト 
の ガラ スモ ザイ クタ イル に よっ て オリ ジ ナ ル 
を その まま 再現 し て いる 。 


オー キッ ド プー ル と クワ イエ ッ ト プ ー ル 。 クワ イエ ッ ト ブ プール で は プー ル バ ー や ホッ ト タ ブ スパ が 楽し め る 大 人 だ け の 静か な 
空間 と な っ て いる 


ハン ドカ ッ ト の ガラ スモ ザイ クタ イル に より つく られ た オー キッ ド 


エン トラ ンス 


クワ イエ ッ ト プ ー 


オー キッ ドブ ー ル 


クウ イエ ッ ト ブ ー ル 


1 
ビー チ フ ロン トロ ビー か ら 水 盤 や ブー ル を 通し て 海 へ つなが る 軸線 の 断面 計画 
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雄大 に 広がる 海 を 丘 の 上 か ら 一 望 で きる 

エク スク ルー シブ な サン セッ トウ イン グ 

様々 な ミ に より 賑わい 感 の ある ビー ナチ 
フロ ント ウイ ング と は 対照 的 に 、 南北 に 細長 
い 丘 の 上 か ら 西 側 の 雄大 な 景観 を 独り 占め 
で きる と いう 利点 を 最大 限 に 生か すべ く 、 テラ 
ンド スケ ー プ は 緩やか な アン ジュ レー ショ ン 
の ある 芝生 を ペー ス に 近 景 を 形成 し 、 あ えて 
抑制 的 な デザ イン と し て いる 

本 ウイ ング の 中 心 に ある ロビ ー 周 辺 に は 、 
クラ ブラ ウン ジ 、2 つ の スペ シャ リティ レス 
トラ ン が あり 、 それ ら に 職 接 し て イン フィ ニ 
ティ ブー ル ( オ ー シ ャ ン テ ラ ス ブ ー ル ) を 設置 
し 、 海 を 眺め な が ら の お 酒 や ホッ トス パ を 楽 
し むこ と が で きる 、 大 人 だ け か め る 静 護 


な 空間 と な っ て いる 。 


て いる 
右 美しく 刈り 込ま れ た リゾ ー ト の 芝 


標高 18m の 高 さ に ある サン セッ トウ イン グ 。 斜面 の 既存 低木 林 は 保全 し た 


リゾ ー ト の 基盤 と な る 緑 


保安 林 や 5 条 森 林 な ど 既 存 の 植生 を 活か 
し な が ら 、 在 来 の 植物 や リゾ ー ト 感 潜 れる 色 
鮮やか な 植物 な ど 、 計 120 種 、12 万 本 の 植 栽 
に より 60 % 近 い 緑 地 率 を 誇る 緑 豊 か な リ 
ゾー ト と な っ て いる 

また 、 井 水 や 中 水 を 活用 し た 自動 海水 設 
備 を 新規 緑地 の ほとん ど に 設置 し た 他 、 お 
客 さ ま へ の スト レス と な ら な い ロ ボッ ト 芝 刈 
機 の 導入 、 植 管理 の 専属 スタ ッ フ の 
常駐 等 、 交 だ け で な く リ ゾー ト の 基盤 と 
な る 美しく 手入れ され た 緑 を 提供 する た め 
の 工夫 が 


な され て いる 


文 ニ 佐藤 勇 ( 称 日 建設 計 ) 


ハレ クラ ニ 沖 縄 


沖縄 県 国頭 郡 思 納 村 名 間 真 1967-1 
リゾ ー ト ホテ ル 

三井 不動 産山 

建築 ・ ラ ンド スケ ー プ 由 日 建設 計 

土木 帳 日 建設 計 シ ビル 、 費 大 洋 土木 コン サル 
ドス ケー プ 設 計 協 力 幌 未来 風景 舎 


所 在 地 
用 途 
事業 主 
設計 ・ 監 理 


アド バイ ス 
施 エ 
線 当 山 二 木 幅 臣 山 建設 
植 末 帳 治 千 還 工務 所 、 西原 農園 、 販 和樹 
2017 年 5 月 1 日 2019 年 5 月 7 日 

到 地 面積 87.000m、 建 築 面積 13.369m 
延べ 床 面積 42.175m 

舗装 小結 石 錆 装 (大 成 ロ テ ッ ク 費 イン ジェ ク 
ト 工 法 )、 自 然 石 掴 装 (石英 岩 、 花 商 着 )、 カ 
ラー アス ファ ルト 靖 装 (トミ ナガ コー ポレ ーション 
費 ・ ス トリ ー ト ボン ド )、 ブ ー ル RC 構造 の 上 、 
ガラ スモ ザイ クタ イル 貼り ( 総 平田 タイ ル )、 水 
景 、 ス プラ ッシュ バッ ド 自然 石 、 ゴム チッ プ タ イ 
ル 貼 り 、 水 景 設備 ( 旨 ベ ルッ クス )、 擁 壁 花 
歯 岩 、 琉 球 石 灰 岩 割 肌 仕上 

ヤエヤマ ヤシ 、 ガ ジュ マル 、 ホ ルト ノ キ 、 ア カギ 、 
タコ ノ キ 、 ブル メリ ア 、 モン パ ノ キ 、 ハマ ベ ブドウ 、 
ハイ ビス カス 、 ヒ メ ノ カリ ス 、 ハ マ ゴ ウ 、 ア ラマ ン 
ダ 、 ク サト ベラ 、 セ ント オー ガス チン グラ ス 他 


薄 甘 


誠 
規 
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左 。 5 棟 か ら な る ヴィ ラ の 一 つ 。 宿泊 の お 客 
様 だ けが 出入 り で きる 、 特 別 感 の ある 設え と し 


045 


0ZOZ SOAA 3de っ spue1 


uon っ nnsuo つ な sde っ spue] leul 十 5S N ヨ JIN 


ks 
ji zumi+Happo-one Kaihatsu 


Landscape restoreation design in the 


白馬 八方 北尾 根 高 原 ネ イチ ャ ー パ ー ク Kitaone Highland HAKUBA HAPO-ONE 


Hakuba-mura kitaazumi-gun, Naganey 


尾根 開発 


革 生 種 の 回 和 抽 | 
策 拓 2 な と の 


計画 の 概要 


COVID-19 対 策 と の 関連 も あり 、 いわゆる 
尼 け や すい 野外 レク リエ ーション 施設 


され て いる 
ん な 中 で 、 里山 再 利用 や 自然 回 復 事 業 
な ど と 連携 し た 地域 復興 に 、 ス ノー ピー ク と 
の 連携 に よっ て グラ ン ピ ン グ と アメ ニテ ィ 価 
値 の 高い 地元 野生 種 に よる 自然 風 庭 園 造 り 
の 組み 合わ せ に より 、 より 経済 効果 の 高い 持 
続 可 能 な ラン ドス ケー プ デ ザ イン を 提案 て 
きる 可能 性 が 見 えて きた 

本 計画 は 、 八方 尾根 スキ ー 場 の グリ ー ン 
地 環境 の 植 
事業 に 関わ 


シー ズン に お ける 集客 と 山岳 草 
生 回 復 を 組み 合わ せ た 景 観 再 生 ヨ 
る も の で ある 

既存 の 地形 や 植生 を 可能 な 限り 有効 利用 
する 保存 的 開発 を 基本 と し て お り 、 周辺 の 森 
林 と 草原 環境 に も 選択 的 除 伐 や 選択 的 除 半 


フラ クタ ル 植 栽 に より 多種 類 を 組み 合わ せ て 、 周囲 の 景観 に 溶け 込む メド ー ガ ー デ ン を 構成 し て いる (写真 三浦 史 ) 


に よる 整備 を 合わ せ 行 う 


で ロー メン テ ナ 
実現 し て いる 

『 で も 身体 的 
12 度 程度 の 


ンス 化 と フォ トス ポッ ト 人 造 


メイ ン ガ ー デ ン 部 分 は 、 
負担 が 少な く 3 
ゲレンデ 中 部 の 緩 斜面 
、 湿地 、 砂 傘 地 、 蛇 紋 
育 する 多様 な 草本 植物 で 構成 され る 自然 風 
庭園 と 、 が る ブナ 落 の 森林 エ 
リア に 設え られ た 林間 散策 コー ス と を まとめ 
た 回 遊 式 庭 園 と し て 楽し め る 構成 に な っ て 


いる 


せせらぎ 


ゲレンデ 脇 に 以 


ピオ トー プ ガー デン の 手法 に 基づく 

アプ ロー チ と ボイン ト 

人 間 と 野生 生物 の 共存 の 場 と し て 安全 か 
つ 快 適 に せる よう 、 サル や クマ な ど を 呼 
び よ せ に くい 植物 種 を 選定 し て 植 栽 を 構築 
し て いる 。 散策 路 な どの 動 線 は 曲線 で 構成 


織り な す 視 覚 的 変化 を 楽し め る 様 に 配慮 し 
た 。 また 、 多様 な ニッ チ を 提供 する と 同時 に 
ロー メン テ ナ ン ス 化 を 計る 目的 で 、 グ ラン ド 
カバ パー 植物 を 多用 し 、 食 草 を 含む 植 栽 を 多 
層 構 造 を 中 心 に 構成 し て いる 。 

景観 再生 計画 は 以下 の 3 つの ポイ ント に 留 
意 し な が ら 進 め た 


る 


1. 地元 野生 種 だ け か ら な る 自然 風 庭園 作り 

他 地 域 で は 普通 種 で ある に も か か わら ず 、 
八方 尾根 で は グレ ー ジ ング な ど に よっ て 極 
端 に 減少 し て いる 種 や 残存 エリ ア が 極限 き 
れ て し まっ て いる 種 、 ほぼ 分 布 の 北限 に 位置 
する 種 な どの 回 復 拠点 と し て 機能 する 庭園 
と する た め 、 花 が ら 摘 みな どの 園芸 的 作業 を 
き 理 を し て いる 。 また 、 裸 地 化 に 
化 植物 の 浸入 を 抑制 する 日 
ゲ 類 を 刈り 込ん で 芝生 の 代用 
と し た り 伯 箇 性 の 野生 種 で 覆う 他 、 敷地 内 の 
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! 順 を 利用 し た 

ンド スケ ー プ の 

2. フラ クタ ル 植 栽 に よる 
周囲 の 景観 と の 調和 
フラ クタ ル 植 栽 の 技 

の 地形 の 引用 に よる 


湿地 や 岩 征 地 な どの 土壌 お よび 水分 条件 に 合わ せ て 、 地元 野生 種 に よる 群落 構成 を 組み 立て て いる 


月 填 地 植生 も ラ 3. 遺 伝 的 多様 性 の 保全 と プ 機 能 を # : 地 固有 の 
利用 し て いる 生物 多様 性 の 回 復 拠点 と し て の 庭園 持ち 味 を 引き 


ッ チ の 創出 と 独自 設 と スタ ッ フ の 育成 


は 、 地図 か ら え 付 け 、 
導 し 、 地方 


不 規則 な 集積 に よる 近似 、 ば ら ま き : 


近似 を 組 
合い な が ら 現 地 の 表 土 の 有 上 


どの むら に 合わ せ て 植 栽 の 畔 


こ フ ラク タル 状 の 娠 
こぼれ 種 に よ - 
周囲 か ら の 植物 が 入 
タル 性 が 増す 場合 の 両 フ 


デザ イン に 取り 込ん で いる 。 
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生態 的 配慮 と 美 し さ の 融合 点 


構成 し て これ まで 自然 風景 観 を 
胡 中 に 利用 さ きた イン グ 
レル は 、 汎用 性 ? 
を 出し に く か っ - 


生 種 上 と 、 ビ オト 放牧 に より 失わ れつ つ あ る 草地 環境 を 再生 し て いる 


nsJeuleyl Suo-5 


現地 に 自生 し て いる 常緑 性 の スゲ 類 を 刈り 込ん で 芝生 の 代わ り に 利用 し 、 土壌 浸食 と 帰化 植物 の 浸入 を 抑え て いる (写真 堀田 圭子 ) 
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フラ クタ ル 植 栽 の 図面 は 、 その 性 質 上 縮尺 に よっ て 多く の 情報 が 抜け 落ち る も の な の で 、 スタ ッ フ 間 で の 大 ま か な 情 報 共 有 に 使わ れる 


調査 お よび 施工 風景 


地下 水位 や 地質 ご と に 植生 エリ ア を 区 分 庭園 内 の 蛇 紋 岩 惨 頭 は 、 蛇 紋 岩 植生 に よる ロッ ク ガ ー デ ン に コ ド ラ ー ト を 設置 し て 、 居 移 や 土壌 改良 の 効果 を 調査 
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@ 地元 野生 種 に よる 多彩 な グラ ンド カバ ー 


e 多種 類 植 栽 の 利点 と 楽し み 


0cOc SOAA 2de っ spue1 


nsneulel suo-oddeH+iunz| IIuey 


箇 仙 性 の 強い 地元 野生 種 を 組み 合わ せ て グラ ンド カバ ー と し て 利用 し 、 景観 作り と 種 の 多様 性 回 
復 に 役立て て いる 


報 十 に 濡れ る 風情 も 根強い 人 気 が 多種 類 の イネ 科 の 植 末 は バッ タ や コオロギ 類 
の 住み か に も 


旬 


紅葉 も 美しい ヒメ ヘビ イチ ゴ は 、 多湿 な 環境 を 
好む 


@ 遺伝 的 多様 性 の 保存 と 利用 


八方 尾根 お よび 園 周辺 の 蛇 紋 岩 植生 は 多 
く の 固有 種 や 地方 変異 を 育み 、 多彩 で 個性 
豊か で ある 。 

これ まで の 自然 回 復 事業 で 忘れ られ が ち 
遺伝 的 多様 性 保護 の 重要 性 を 視覚 的 
く ア ビー ル す る こと が 出来 、 他 地 域 
に な い 景 観 的 特長 を 持つ 庭園 を 構成 し て い 
く 上 で も 非常 に 重要 な 役割 を 果たし て いる 。 


な い 特 長 を 多く 持つ 


八方 尾根 と その 周辺 の ノコ ン ギク は 、 
変異 が 非常 に 豊富 
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新しい アウ トド ア ・ レ クリ エー ショ ン と 

ラン ドス ケー プ デ ザ イン 

近年 、 大 都市 居住 者 の 増加 と と も に 慌 た 
だ し い ラ イフ ス タイ ル か ら 光 れ 、 休 日 に は 
広々 と し た 自然 環境 へ アクセス する アウ トド 
ア ・ レ クリ エー ショ ン の 人 口 増加 が 著しい 。 
殊 に ライ ト ア ウト ドア 分 野 ( グ ラン ピン グ 、 
ハイ キン グ 、 野外 フ ェ ス 等 ) と 呼ば れる スタ 
イル は アウ トド ア 市 場 の 50 % 以 上 を 占め 、 幅 
広い 年 齢 層 や 冬季 も 含め た シー ズン の 長期 
化 、 楽し み 方 の 多様 化 な ど 需 要 が 簡 雑 化す 
る 傾向 に あり 、 この 現代 的 需要 に 対応 で きる 
アウ トド ア ・ フ ィ ー ル ド の 充実 が 課題 と な っ 
て いる 。 フィ ー ル ド の 核 は 美しい 自 
ある が 、 同時 に この 自然 景観 を 保護 ・ 保 全 し 、 
調和 的 で あり な が ら 人 の 利用 の 背景 と な る 
安全 性 や 利便 性 も 考慮 し た 自然 環境 を 利用 
者 が 堪能 する た め の ラ ンド スケ ー プ デザ イ 
ン が 必定 で ある こと は 言う まで も な い 。 


八方 北尾 根 高原 で も こう し た 審 要 に 対応 
し 、 敷地 計画 は メド ー ガ ー デ ン エ リア と 林間 
散策 コー ス を セッ ト に し た 回 遊 コー ス を 採用 
する こと で 、 遠方 の 絶景 で ある 山岳 景観 を 望 
みな が ら の 自然 散策 を 楽し め る よう に 計画 
が な され て いる 。 コー ス 内 に は モリ アオ ガ エ 
ル 等 の カエ ル 類 や サン ショ ウ ウ オ 類 の 繁殖 
池 も あり 、 コース を 解説 する た め の ガ イド 
ウォ ー ク も 開催 され て いる 。 眼前 の 山岳 景観 
を 見 な が ら の 足湯 は 人 気 施設 の 一 つ で ある 

前 出 の ネイ チャ ー パ ー ク は メド ー ガ ー デ 
ン エ リア の 中 核 と し て 位置 付け られ て いる 
それ まで の スキ ー 場 造成 や 放牧 利用 の た め 
廃し た 土壌 条件 に よっ て 通常 植 栽 が 困 
難 な 立 地 で あっ た が 、 科学 的 な 解析 を 基礎 
と し た ビオ トー プ ガ ー デ ン の 手法 を 用 いて 
お よそ 10 年 の 歳 月 を か け て 修 景 され て いる 。 
立地 に 適合 し た 地域 の 在 来 植物 が 一 堂 に 会 
し た 広大 な 面積 の 自然 回 復 的 修 景 手法 は 、 


周辺 の ダイ ナミ ッ ク な 山岳 景観 と の 見 事 な 
調和 に 成功 し て いる 。 また 、 スキ ー 場 の 緩 傾 
斜 を 生か し た 広い 世代 に 対応 し た 歩き や す 
い 園 路 計画 や 獣 害 対策 を 配っ た 植 
栽 配置 な ど 、 あらゆる 面 で 自然 環境 と 利用 者 
双方 へ の 工夫 が 疑 ら きれ て いる 
八方 北尾 根 高原 は 、 これ まで 短 時 間 の 利 
用 客 が 主 で あっ た が 、 一 昨年 敷地 内 に 併設 
きれ た グラ ン ピ ン グ 施 設 利用 に よっ て 、 幅広 
い 年 齢 層 が 長 時 間 潮 在 し 遠景 の 見 事 な 山岳 
景観 と この 地域 を 特徴 づけ て いる 自 
浴 れ た 草花 景観 を 昼夜 の 経時 変化 を も 含め 
大 自然 に 抱か れ な が ら も 快 
旧 で きる 新しい アウ トド ア ・ レ クリ 
エー ショ ン と 高度 な 植 栽 技術 を 駆使 し た 新 
し い ラ ンド スケ ー プ デザ イン は 新た な アウ ト 
ドア ・ レ クリ エー ショ ン フ ィ ー ル ド の 到来 を 

感じ きせ る 。 
文 = 清水 裕子 ( 閑 林 風 致 計画 研究 所 副 理 事 長 ) 


て いる 


ーーー ーー ee 
牧 欄 を 意識 し た 北尾 根 高原 ネイ チャ ー フ ラ ワ ー バ ー ク 入り 品 


芝生 の よう に 見 える の は 、 この ゲレンデ を 元々 種 っ 


っ ・ 
散策 路 沿い に は 四阿 や 自然 風 ペン チ 、 案内 板 な ど が 配置 され 
て いる 


に 4 クマ 部 け の ベル も 周囲 の 自 け 込み や すい デザ イン | 樹 電 観 察 を 体験 で きる キャ ノビ ー ウ ォ ー ク を 増設 中 
ラン ド マ ー ク と し て も 機能 し て いる 
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ご 来 光 や 雲海 も 堪能 で きる 展望 デッキ は 、 雨上がり の 眺望 も 格別 


と 
ンー の 


mr ペ 


ノッ キ チチ ブフ ジウ ッ ギ 


に 雇 、 2 
Le N \< ムー 


ま ゃ $ 給 イミ 


ヒヨドリ バナ オオ ウパ ユリ 
や _ 


ター ウッ ギ ノ ガ リヤ ス 
1 9 。 に 」 イッ ウ 
0 あの 
7 U 6 


ウッ ボ グ サ 
9 の 
4 か し ャ マシ ョ ウマ _ へ 
SA 和 な } 2 | オヤ マ ポ クチ 全 る 
が C が 3 ハク サン タイ ゲキ きき を = ヤマ ハハ コ 
R ド 者 , | 人 【 短 ” イワ シモ ッ ツケ 5 あら 
放 1 (! トド 』 ぇ ジン 1 リン ドウ マツ ムシ ソウ 
ジ や を ) ドド が 『 ip し シナ ノ ナ デ シコ 


Y 導 NEW SU トト シッ ネッ さ 
- h。 4 - し AU 
ば" ミ < を ュー ue 本 
間 が ミヤ コケ サ リグ 議 キシ コッ ウミ 
ク 


ハッ ポ ウ タ カネ セン ヲリ 


植 栽 断面 : 左 上 "樹木 エリ ア 。 左下 ご 腰 丈 草地 。 右上 胸 丈 草地 。 右 下 プ くる ぶし 丈 草 地 
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科 / 寺 ce wu me 
は 282m 碧 馬 人 方 北尾 根 高原 ネイ チャ ー パ ー ク 


所 企 地 長野 上 北 安 明 導 白村 北城 4487.4 

用 途 ピオ トー プ ガ ー デ ン 

事業 主 。 方 必要 開発 人 

設計 施工 ラン ドス ケー ブ (山岳 理夫 所 (和合 

ys 人 必要 開 発 列 マ ウン テン リゾ ー ト 唐子) 

由 導 上 代 設 作品 人 安 明 野 ガ ー デ ン 

エ 期 計画 ・ 設 計 / 2011 年 7 月 一 2013 年 5 月 、 
施工 2013 年 5 月 2018 年 11 月 (継続 中 ) 

規 模 10.000m 

住 欄 


マコ 【 材 料 】 地元 野生 種 、 蛇 紋 岩 


マコ ヽ は らし すす 4 | 
人 わす こと 美しい 課 の トレ イル 
< で 
を みはら し トレ イル 


キャノピー ウォ ー ク 還 還 還 


プラ イベ ー ト デッキ 


北尾 根 高原 全体 較 
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虹 の 松原 と 玄界灘 を 望む 2 つの イン フィ ニテ ィ ー 水 景 と 
ピー チ 沿 い の テ ラス で 構成 され た シー サイ ドリ ゾー ト の ラン ドス ケー プ 


仏 伊 合作 映画 「 ケ ラン ・ プ ルー」 の モデ ル と 
な っ た 実在 の ダイ バー、 逆 ジ ャ ッ ク ・ マ イ ヨ ー 
ル が 別 年 愛し た 唐津 シー サイ ド ホ テル 。 日 本 三 
大 松原 の 一 つ に 数 えら れる 虹 の 松原 の 深い 緑 
と 、 玄界灘 の 碧 い 海 の 風景 を 享受 で きる 海岸 
線 の 西側 端 部 に 位置 する 、 歴史 ある ホテ ル の 
東館 建て 替え 計画 の リゾ ー ト ラン ドス ケー ブ 。 


全体 計画 

ホテ ル 敷 地 に 直接 面 する 虹 の 松原 と 玄界灘 
の 美しい 自然 風景 を 、 より 魅力 的 な リゾ ー ト 風 
景 と する た め に 、 ホテ ル 棟 を 境 に 2 つの 領域 に 
分 けた 演出 を 行っ た 。1 つ 目 は 、 松原 内 を 走る 
5 km に 及ぶ 県 道 に 接続 する ホテ ル ゲ ー ト 側 を 、 
松原 に 包ま れ た 緑 の 領域 と 位 詩 づけ 、 緩やか 
な カー ブ を 描く 松原 の 景 が 主役 の アプ ロー チ 
か ら は 、 あえ て 海 を 直接 見 せな い 演出 と し た 。 
2 つ 目 は 、 ホテ ル の 海 側 を 支 海港 と 浴 ん た 
織り な す 開 放 的 な 景 の 領域 と 位置 付け 、 
線 に 沿っ た リニア な テラ ス と し 、 松原 と 海岸 
の 両方 を 望む 端 部 に イン フィ ニテ ィ ー の メイ ン 
プー ル を 配置 。 これ ら の 領域 を 、 ホ テル エン ト 
ラン ス に 設け られ た 二 層 吹き 抜け の 大 開口 部 
で 督 ぎ 、 松 原 の 風景 が 玄界灘 の 風景 へ と 一 気 
に 変わ る 印象 的 な 出迎え の 場 と し た 。 


日 本 で 計画 きれ る リゾ ー ト プロ ジェ クト は 、 


四季 折々 の 表情 、 当地 葵 の よう な 特 
別 な 気候 か ら な る 風光 明 災 な 自然 風景 を 有 し 、 


リゾ ー ト 環境 と し て 多様 な ポテ ン シ ャ ル を 持 
つ 。 また 、 交通 網 も 発達 し 利便 性 が 高い リゾ ー 
ト 地 も 多い 。 その 反面 、 市 街 地 に 近く 日 常 の 生 
活 風景 が 視界 に 入る 計画 地 も 少な く は な い 。 
リゾ ー ト を 計画 する 上 で 、 日 常 か ら 非 日 常 へ の 
切り 替え の 演出 が 重要 と な り 、 施 設 に 至る まで 
の 景 も 含め 、 ラ ンド スケ ー プ の 役割 は 大 きい 。 
また 、 敷地 その も の も 十分 な 広 さ が 確保 で き 
な い プ ロジ ェクト も 多く 、 ラ ンド スケ ー プ だ け 
で は な く 、 建築 、 インテリ ア 、 照明 を 含め た 一 
体 的 な 計画 が 必須 と な る 。 


リゾ ー ト 計画 の ポイ ント 1 (観る ・ 観 られ る 
多く の リゾ ー ト プロ ジェ クト で 最も 重要 な 風 

景 要 素 は 、 その 場所 で し か 体感 する こと の で 

き な い 美しい 地域 風景 で あり 、 ランドスケープ 
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は その 風景 を 魅力 的 な リゾ ー ト 風景 と し て 盛 
り 上 げ る た め の 立 ち 位置 側 の 演出 要素 と な る 。 

VIEW ボ イン ト と な る 場所 の 設定 や 、 目 に 
見 える 景色 だ け で は な く 、 気候 や 文化 な ども 
含め 、 特徴 を 活か す 計画 が 必要 と な る 。 一 方 
で 、 メ イン と な る 風景 が 自然 の 場合 、 夜間 は 暗 
導 に な る こと も 多く 、 画 に より プー ル や 
テラ ス な どの ラン ドス ケー ブ 要 素 が 主役 と な 
る こと も 少な く は な い 。 風景 を 観る 場 と し て で 
は な く 、 観 ら れる 対象 と な る こと も 意識 し た 計 
画 が 求め られ る 。 


リゾ ー ト 計画 の ボイン ト 2 (シー クエ ンス ) 

リゾ ー ト に と っ て 、 一 つの 空間 や 風景 の カッ 
ト だ け で な く 、 移動 に よる 構図 や 光線 の 変化 も 
大 き な 和 魅力 と な る 。 日 常 か ら 非 日 常 の 世界 へ 
の 切り 替え や 、 魅力 的 な り ゾ ー ト 風景 を さら に 
堪能 する た め の 演出 手段 と し て も 、 シー クエ ン 
ス が 府 す 効果 は 大 きい 。 


リゾ ー ト 計画 の ボイン ト 3 (内 外 一 体 ) 

対象 と な る メイ ン 風 景 が 一 方 向 と な る 場合 
が 多い 海 や 山 の リ ゾー ト に お いて 、 建築 、 イ ン 
テリ ア 早 明 計画 と の 一 体 的 な 計画 は 重要 で あ 
る 。 本 プロ ジェ クト に お いて は 、 建築 本 体 で 松 
原 と 海 を 隔て て 、 つ な ぐ こ と に より 、 印象 的 な 
リゾ ー ト シー ン を 演出 し て いる 。 海岸 沿い の テ 
ラス は 、 インテリ ア と 素材 を 統一 し 、 開放 的 で 
広々 と し た シー サイ ド の 共有 空間 を 創出 。 イン 
フィ ニテ ィ ー プ ブー ル や テラ ス は 、 照明 演出 が 施 
され 、 魅力 的 な 夜 の シー ン と な っ て いる 。 リ 
ゾー ト 計 画 に お いて は 、 それ ぞ れ の 専門 領域 
の 連携 や 一 体 的 な 計画 が 重要 と な る 。 


リゾ ー ト 計画 の ボイン ト 4 (共有 体験 ) 
発展 途上 の 日 本 の リゾ ー ト 計画 に お いて 、 
異な る 職能 の 計画 担当 者 が 共有 体験 を 重ね る 
こと が 、 新 し い 提案 に 繋が る こと も 多い 。 熱 芝 
気 侯 で は な い 海 沿い の リゾ ー ト 計画 に 際 し 、 
スイ ス の ホテ ル の スパ 事例 を 視察 し 、 そ こ で 
得 た 共有 体験 を も と に 計画 を 進め る こと で 、 
九州 の 新しい リゾ ー ト スタ イル を 提案 する こと 

が 可能 と な っ た 。 

文 佐 藤 宏光 
(テン ・ ラ ンド スケ ー プ アソ シ エ イ ツ ) 


《 観 られ る 対象 と し て の ラン ドス ケー ブ 》 
ライ ティ ング に より 演出 され た 夜間 の リゾ ー ト オブ ジェ クト 


プ ) 自然 風景 を 魅力 的 な リゾ ー ト 風景 


BEST VIEW ポイ ント と し て の リゾ ー ト ラン ドス ケー プ 
唐津 城 を 望む 風景 軸 と 玄 界 洛 を 望む パノラマ 風景 MEW の 視点 ポイ ント に 配置 され た フロ ー テ ィング テラ スポ ) 


1 


*。 。 17 / | ん クン グミ う 


建築 と テン ドス ケー プ が 一 


放 部 を 設け 海 と 松原 を 
空間 的 に 結び 、 イ ン フ ィ ニ 
ティ ー 水 盤 で 印象 的 な 風景 
を 創出 (*) 


個々 の 空間 や オブ ジェ クト だ け で は な く 
シー クエ ンス で 作り 上 げ る リゾ ー ト 風景 


虹 の 松原 か ら 始 まり 、2 


な カー プ に より 進 
宮城 の シル 


に 向かう 視線 の 方 


向 を 中 央 ( 
制 し リゾ ー ト 


ラウ ンジ は 、 虹 の 

- 望 で きる 開い た 角度 で 設置 
され て お り 、 夜間 の リゾ ー ト 演出 の 要 と な る 

文 = 佐 藤 宏光 

(テン ・ ラ ンド スケ ー プ アソ シ エ イ ツ ) 


4 松原 を 望む 先端 部 に 置か れ た リゾ ー ト 演出 の 要 と な る イン フィ ニテ ィ ー ブ プー ル と レス トラ ン ・ テ ラス 等 供用 施設 (*) 
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土地 の 魅力 を 引き 出す 建築 と 

ラン ドス ケー プ の 一 体 的 な 計画 

5 km に お よぶ 松原 の 深緑 の トン ネル か ら 唐 
津 シ ー サ イド ホテ ル の アプ ロー チ は 始ま る 。 
日 本 三 大 松原 の ひと つ で ある 特別 名 勝 ・ 虹 の 
松原 は 、 この 土地 な ら で は の : 


ト の 期待 感 や 高揚 感 を 生み 出す に は 十分 な 非 
日 常 的 景観 を 有 し て いる 。 
松原 の 終 ある 当該 ホテ ル に 到着 す 


と 、 最初 に 玄界灘 に 大 きく 開く 構成 と な っ 
いる 。 蒼い 海 と 緑 の 双 方 
この 稀有 で 風光 明 災 な 景観 の ポテ ン シ ャ ル を 
最大 限 生か し 、 加え て 四季 の 移ろい や 時 の 変 
化 や 、 自 然 が も た ら す 環境 の 変化 に 配慮 し 施 
設計 画 へ 反映 させ て いる 。 ホテ ル は 全 施 設 、 


N 


受 で きる 
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専門 家 の ア ドバイ ス と 海外 事例 施設 の 体験 か ら 生 まれ た 松原 を 望む 屋上 スパ 


と ビュー を 設定 する た め 、 ゲ スト が 最初 に 訪れ 
景観 を 阻害 せ ぬ よう 高き を 。 る ウェ ルカ ムロ ビー は 屋外 の ビ ロ テ ィ ー 空 間 
ニア な 配置 構成 と し て 周辺 の 雄大 な 景 と し 風景 と 一 体感 を 味わえ る 配置 と し た 。 レ 
観 へ の 最大 限 の 配慮 を 行っ た スト ラン 、 スパ は リニア な 敷地 の 中 で 可能 な 
その 土地 な ら で は の 和 魅力 3 限り 眺望 方 向 へ 開き 、 虹 ノ 松原 方 面 か ら 遠方 
当該 リゾ ー ト ボ 内 装 は 自 に トン ボ 山 を 望む 方 向 へ 正 対す る 。 屋上 に は 
然 と 対 剛 する うえ で 不要 と 考え 、 日 中 の 遠景 通年 利用 可能 な ルー フト ッ プ プー ル を 配 還 
に 見 据え る 優雅 な 景観 と 、 ナ イト タイ ム の し 、 海 空 山 に 開く 圧倒 的 な 価値 観 を 生み 出す 
役 と も な る 近 * ス ケー プ に よる = 計 と 共に 、 野 鳥 が 飛来 する レベ ル で まる 
の コン トラ スト が うま く 組 み 合わ さっ た リゾ ー か ぶよ うな 体感 を 得 
ト ホ テ ル と 唐津 シー サイ ド ホテ ル は 人 築 と ラン ドス 


引き 出す た め 、 


っ て 革 


で 空中 


各 施 設 と ラン ドス ケー プ の シー クエ ン シ ャ ケー ブ が 融合 し た タイ ムレ ス な リゾ ー ト ホテ 
ル な つなが り を 形成 する に あたり 、 風景 に も ル と し て 訪れ る ゲス ト に 最高 の 時 間 を 過ごし 


取捨 選択 を 加え 、 優先 順位 を つけ て いる 。 ホ 
テル と し て の セン ス オ プ アラ イ バ ル に ベス ト 


て いた だ く 事 を 』 
文 一 佐藤 盛 信 ( 東 


願っ て いる 


コン サル タン ト ) 


リゾ ー ト 空間 に お ける 照明 と ラン ドス ケー プ 


リゾ ー ト の 夜 の 光 は 温か く 美 し い 夜 の 閣 に 
溶け 込む 光 で あっ て ほし い 。 その 境界 線 の あ 
いま いさ が 解放 え 

到着 時 に 格式 ある スタ イル の 光 溢 れる 大 き 


な エン トラ ンス で 迎え られ 、 


スパ 、 バ ー へ と 案 | つれ 、 賠 明 は 段階 
的 に 色 温 度 ペ ショ ン も 
せ パ ー ソ ナル な 空間 時 間 へ 向け て 色 温度 を 下 


げ ば て いる , 


及 、 ル ー フ トッ プ 、 ラ ンド ス 
ケー プ と 広く スペ ー ス を 割 い て お り 、 施設 を 
め る よう 、 スパ や 外 構 に お いて 
は より ヒー リン グ 効 果 の 高い 色 温 度 2700K を 
採用 し て いる 

また 海 側 の 遊歩 道 と エッ ジレ スプ ー ル 脇 の 
テラ ス に は 、 透明 吹き ガラ ス の LED の 特注 播 
海風 か ら 街 を 


スパ 施設 ! 


ゆっ くり と 


デン ライ ト を 設置 し た 


込め て お り 、LED 光 源 で は ある が 炎 の よう に 
揺 ら めく 自然 の 風 の 動き を 再現 し た 制御 と 
ほ は 秋 の 色 温度 と 同じ 2200K 

の LED を 採用 し て いる 。 
プー ル 内 に 設置 し た が ガ ゼ ボ の ライ ト ア ッ プ 、 
水中 照明 、 フロ アウ ォ ッ シュ ライ ト 、 ヤシ の 木 
の ライ ト ア ッ プ に 、 唐 : 
ガー デン ライ ト を 加え 複合 的 に リゾ ー ト の 夜 

の 風景 を 信 り だ し て いる 。 
文 目 黒 朋美 (トモ ル デ ザイ ン ・ メ グロ ) 


レセ プシ ョ ン ロ ビ ー か ら 高 島 を 見 る 


演出 の アク セン ト と 
な る 風 の 揺らぎ を 再 
現し た LED の 特注 吹 
き ガ ラス 時 明 (*) 


リゾ ー ト ホテ ル に お いて の 

イン テリ ア 空 間 

リゾ ー ト 地 に 訪れ る ゲス ト は 、 海 や 山 の 自然 
に 触れ 、 心身 と も に リフ レッ シュ する 時 間 を 過 
ご す 。 その イン テリ ア 空 間 は 、 原 風景 と ラン ド 
スケ ー プ に より 幾重 に も 重 な 
所 と する た め 


な 作り 込み を 行う 


この ホテ ル の イン テリ ア は 、 据 
湊 い 色合い の マテ リア ル と 、 


を 持つ 空間 や 家具 を 配 し て 、 


また 、 内 外 と の 一 体感 を 常に 意識 し て お り 、 
ダイ ニン グ エ リ ア は その まま 砂浜 に 続く よう な 
スパ エリ ア は 水盤 か ら 海 へ と 繋が る 
ケー ブ か ら 潤 い を 感じ る よう な イメ ー 
は それ ら 全 て を 人 居 路 する 海風 を 感じ 
る よう な 空間 と し た 


文 一 片山 賢 (日 建 スペ ー ス デザ イン ) 


ー ト 風景 の 重要 な 見 せ 場 の ひと つと な る 夜間 の ライ ティ ング 演出 (*) 
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リゾ ー ト 計画 に お ける 共通 体験 の 重要 性 


計 段 階 で は 、 事業 者 、 運営 者 、 施工 者 、 
計 者 、 デ ザイ ナー と と も に 海外 ホテ ル 事 例 
の 視察 を 行っ た 。 実体 験 の 共有 は 、 その 後 の 
意思 貴 通 を 明確 に し 、 決定 に 向け た 議論 に 活 
気 を 与え て くれ る 。 
計画 初期 か ら 参画 いた だ いて いる テル マリ 


ウム 粟井 氏 に 相談 し 、 スパ 発祥 の 土地 に 近く 、 
生活 に スパ リラ ク ゼ ーション が 根付 いて いる 
と ころ か ら 、 スイ ス に て 視 

この 共通 体験 か ら 、 日 本 で は 新しい 試み と 
な る プロ グラ ム 入 浴 法 ロー マン アイ リッ シュ 
スタ イル の 導入 、 施設 の 売り と な る ルー フト ッ 
プ サ ー マ ル バ ス が 生ま れ 、 周辺 環境 を 取り 込 
みな が ら 居 心地 の 良さ を 追求 し た 施設 構成 


や 、 男 女 と も に 
ジ が 生ま れ た 。 
た を 取り 込ん だ シー クエ ン シ ャ ル な 
構成 か ら 、 個性 を 創出 する 手法 は 、 この 土地 
な ら で は の 魅力 を 発見 ・ 体 感 で きる リゾ ー ト の 
創出 へ と つなが っ た 。 

文王 田中 秀 佳 (東急 設計 コン サル タン ト ) 


ご すこ と の で きる スパ ラウ ン 


スケ ッ チ モデ ル に よる 空間 検証 
ー 体 的 な 計画 の た め の 情 報 共 有 


リゾ ー ト 計画 に お いて 、 ラ ンド スケ ー プ は 
対象 と な る 風景 を 力 的 に みせ る 「 観 る 場所 」 
と ラン ドス ケー プ 施 設 そ の も の が 対象 と な る 
[ 観 られ る 場所 」 の 2 つの 役割 が 求め られ る 。 
本 プロ ジェ クト に お いて は 、 エ ント ラン ス の 水 


を 計画 する 上 で 、 云 界 灘 の 海面 と の 関係 性 が 
必要 な 検証 項目 と な っ た た め 、 二 次 元 だ け で 
な く 簡 易 な 3D ソ フト を 用 いて 平面 ・ 立 面 計画 
を 立体 的 に 検証 。 視点 に 
認 し 、 細か な 調整 を 行い な が ら 形 状 を 取り ま 
と め た 。 この よう に 、 計画 段階 で 立体 的 な 検 


証 を 行い な が ら 進 め る こと で 、 設計 デザ イン 

チー ム 内 で の 合意 形成 を 図り や すく 、 各 分 野 

の 検討 に フィ ー ド バッ ク で きた 。 最終 的 に ク 

ライ アン ト に 対す る 計画 説明 の 際 も 、 空間 イ 
メー ジ の 共有 が スム ー ズ に な っ た 。 

文 = 佐 藤 宏光 

(テン ・ ラ ンド スケ ー プ アソ シェ エイ ツ ) 


メイ ンプ ー ル と テラ ス を 中 心 と し た 供用 部 全体 の 関係 性 が 確認 で きる 検証 


資料 と し て 、 建築 設計 - イ ン テ リ アデ ザイ ン ・ ラ イ テ ィ ング デザ イナ ー と 共有 


ラン ドス ケー プ 施 設 自体 の イン テリ アサ イド か ら の 見 え 方 を 検証 
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ラン ドス ケー ブ プ の 各 施 設 同士 や 海面 と の 関係 性 を 検証 


所 属 が 異な る ゼネ コン ・ 設 計 事務 所 ・ ラ ンド スケ ー プ ・ イ ン テ リ ア ・ 
照明 デザ イナ ー に よる 新しい スタ イル の デザ イン チー ム 編 成 の 試み 


本 プロ ジェ クト は 当初 、 で ネコ ン に よる 設計 
施工 アロ ポー ザル 案件 で あっ た が 、 リ ゾー ト 
ホテ ル と いう 非 日 常 空間 を 提案 する に あたり 、 
競合 他社 に 打ち 勝つ た め 、 その 道 に 長 
計 事 務 所 と の 協 働 を 実現 し た こと が 全て の 発 
端 と な っ て いる 。 

設計 の キッ クオ フ 会 議 で 、 そ の 後 濃 密 な 時 
間 を 過ごす こと に な る 設計 - デ ザイ ナー メン 
バー と 顔合わせ し た と き の 、 何と も いえ な い 高 
揚 感 を 今 も 忘れ られ な い 。 

直後 の 現地 視察 で は 、 日 本 三 大 松原 の 一 つ 
「 虹 の 松原 」 と 目 の 前 が 「 去 界 灘 ] と いう 、 圧倒 
的 な 自然 の 享受 が ある 計画 地 の 高い ポテ ン 
シャ ル を 皆 が 肌 で 感じ 、 「 唯 


ホテ ル を 創る 」 と いう 目標 が 明確 に た なっ た こと 
で 一 気 に チ ー ム が 団結 し 、 プレ ゼン テー ショ ン 
の 成功 に 結び 付い た 。 

受注 後 の 基 で は 、 配 棟 計 画 、 施設 構 
成 、 客 室 プ ラン 等 、 プー ンプ ラン ニン グ か ら 詳 
細 設 計 に 至る 各 過 程 に お いて 、 クラ イア ント 、 
施工 者 と と も に ター ゲッ ト と する 国内 外 の 事 
例 を 多数 視察 する こと で 感覚 を 共有 し た 。 

例え ば 、 屋上 の ルー フト ッ プ バス (温泉 水 
ブー ル ) は 、 チ ュー リッ ヒ の B2 Boudiquc Hotel 
で の 体験 が ペー ス に な っ て いる が 、 最上 階 に 
プー ル を 配置 する こと で の 建築 構造 へ の 負担 
や 、 ラ ン ニ ング コス ト の こと を 考え る と 合理 性 
を 欠く よう に も 捉え られ る 。 し か し 、 計画 地 の 


立地 特性 を 理解 し 、 感覚 が 共有 で き て いた た 
め 、 は る か に 重要 な こと に 気づき 、 実現 に 向け 
て 大 きく 能 を 切る こと に な っ た 。 

この 感覚 の 共 
質 が ある 。 本 プロ ジェ クト に お いて は クラ イア 
ント 、 施工 者 も 一 緒 に 共有 し な が ら 計 画 を 進 
め て きた 。 解決 し な く て は な ら な い 課題 が いく 
つも あっ た が 、 チ ー ム と し て 常に 同じ 目標 に 向 
か うこ と で 、 立 場 や 役割 の 違う メン バー が 一 
体感 を 持っ て 協 働 す る こと が 可能 と な っ た 。 
その 結果 と し て 、 目標 で あっ た トー タル パッ 
ケー ジ と し て の 空間 構成 が 実現 し 、 建築 ・ ラ ン 
ドス ケー プ ・ イ ン テ リア ・ ラ イ テ ィ ング 全て が 一 
体 と な っ た 、 他 に 類 を 見 な い リ ゾー ト ホ テル が 
完成 し た 。 


文 = 西本 勲 生 ( 五 洋 建設 ) 


所 在 地 
事業 主 


設 計 


佐藤 衣 桜 ) 


商 溢 当 店 放 
剖 薄 日 日 


高林] の : 


唐津 シー サイ ド ホ テル 新 東館 
佐賀 県 唐津 市 東 唐津 4 丁目 182 番 

会 社 ディ ー エ イチ シー 
主要 用 途 ホテ ル (レス トラ ン 、 ブラ イダ ル 施 設 、 スパ ・ 温 浴 施設 ) 
【 建 築 設計 】 五 洋 建設 株 式 会 社 本 社 一 級 建 穫 士 事務 所 (西本 勲 生 、 岡本 光正 、 
田村 大 典 、 林 大 地 、 阪口 暁 洋 、 小林 良平 、 久保 圭吾 、 小池 武徳 、 村山 弘人 ) 、 
東急 設計 コン サル タン ト (佐藤 盛 信 、 泉 澤 隆 、 小柳 誠司 、 田中 秀 佳 、 早瀬 明日 香 ) 
【 ラ ンド スケ ー プ 】 テン : ラ ンド スケ ー プ アソ シ エ イ ツ (佐藤 宏光 、 藤野 真也 、 木 内 健二 、 


【 照 明 計画 】 ト モル デザ イン ・ メ グロ (目黒 朋美) 

インテリ ア 】 日 建 スペ ー ス デザ イン (片山 買 、 十 九 優子 、 中 井 真樹 、 宮尾 仙 里 ) 
五 洋 建 設 株 式 会 社 九州 支店 (吉村 恭 三 、 久 保 隆之 、 関根 秀 弥 、 鈴木 浩太 朗 ) 
植 栽 工事 内 山 緑 地 設 株 式 会 社 (佐藤 睦 彦 、 井 上 帝 、 石田 宗一郎 ) 

アウ トド アフ ァ ニ チャ (ニチ エス ) 、 
2019 年 9 月 (開業 2019 年 12 月 1 日 ) 

敷地 面積 38.325.06 mi 

慎 穫 面積 8.016.02mz (※ 既 存 館 含む ) 東館 客室 数 95 室 

ニア 、 クロ マツ 、[ 低 木 地 被 ] ハ イ ビ ャ クシ ン 類 、 フィ リフ ェ ラオ ー レ ア 、 
ヒメ コウ ライ シバ など 


オー ニン グ 付 ガ ゼ ボ (タカ ノ ) 
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Landscape Works 2020 
STGK 


066 


JR 横浜 タワ ー 

神奈 川 県 横浜 市 

ラン ドス ケー プー STGK Inc 

写真 = 邊 村 浩司 (forward Stroke Inc )、 横 浜 駅 西口 仮 団 い 久 集 室 
菅原 康太 、 平 野 愛 物 


うみ そら デッキ 全 早 。 横浜 駅 
周辺 を 見 渡す こと の で きる 
新た な 視点 場 と な っ て いる 


LAND5CAPE DES5IGN 


JR YOKOHAMA TOWER 


Yokohama-shi, Kanagawa 


Landscape design by STGK Inc 
Photos by Koji Okumura (Forward Stroke Inc), 
Yokohama station Construction Fence Editing 
Team, Kota Sugawara, Aichi Hirano, 


landscape Works 再 頭 
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コー リア ン の プレ ー ト が 様々 な 居 場 
所 を つく る 屋上 庭園 。 プ レー ト は 、 
会 議 や デス クワ ー ク な どの 様々 な 用 
途 に 使わ れ て いる 


デザ イン を 担当 し まし た 。 横浜 駅 は 、 複数 の の メイ ン 動 線 で も ある アト リウ ム は 、 高 き 
大 な 駅 だ か ら こ そ 、 多 く 55m に も な る ゲー ト 状 の 4 層 吹 き 抜 け 空間 
JR 横浜 タワ ー は 、 横浜 駅 西口 駅 ビル の 建 と っ て 「 便 利 」 な 場所 で す 。 し か し 、 で 、 杉 の 天然 木 に よっ て 作ら れ た 船底 状 の デ 
それ と 同時 に 、 横 人 々 が その 利便 性 を 享受 し 、 駅 を 利用 する ザイ ン が 特徴 で す 。 この 場所 は 、 単なる 吹き 

に 横浜 駅 周辺 の まち づ その 一 方 で 、 横浜 駅 を 自分 の 居場所 と し て 抜け 空間 と し て で は な く 「Yokohama Live 
くり 計画 「[ エ キサ イト よこ は ま 22] の リー ディ 感じ られ る 人 は 少な い の で は な いか と 感じ Station]」 と いう コン セプト の 下 、 様 々 な 「 コ ト ]」 
ング プロ ジェ クト と し て 、 横浜 駅 西口 の シン ます 。 今回 の デザ イン を する に あ が 起こ る 場所 と し て 、 ステージ や 展示 スペ ー 
ボ 延 床 面積 は 約 10 万 本 、 は 横浜 駅 と いう 場所 に 愛着 を 持ち 、 自 分 の ス 、 ラウ ンジ スペース な ど 多様 な 場 が 用 


JR 横浜 タワ ー に お ける STGK の 役割 


な る 施設 で 


高き は 約 132m、 商業 施設 - オ フィ ス ・ 映 画 館 居場所 を 見 つけ て も らい た い 。 駅 と の 関わ れ ま し た 。 また 、 こ うい っ た 「 コ ト 」 の 積み 重 
か ら な る 複合 施設 と し て 計画 され まし た り を 新た に 見 直し た い 。 そ な りこ そ が 、 今 の 横 』 E り 上 げ て き て いる 

2014 年 、 指名 コン ペ で 選ば れ た 我々 は 、 外 。 て ブロ ジェ クト ! まし た ご を 、 この 場所 の 未来 を 作る こと を 示 
部 通路 や アト リウ ム 、 屋上 庭園 な どの 環境 タワ ー の エン トラ ンス で も あり JR 横浜 駅 ' す た め に 「 横 浜 ア ー カ イプ ] と いう デザ イン コ ユ 
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| 還 に ーー デビ ーー ビー 


ン モ セプト を 掲げ 、 各 階 の ファ ニチ ャ ー や 壁面 
に シェ ルフ を 設け 、 横浜 の 記憶 を 若 積 する 場 
と な る こと を 目指 し て いま す 。 横浜 駅 の 中 心 
の ゲー ト と な る アト リウ ム 空 間 に 、 横浜 の 記 
憶 が 蓄積 きれ る こと は 横浜 駅 を 利用 する 多く 
の 人 に と っ て 、 駅 が 自分 の 街 を 知る 場所 と な た 。 平日 は 、 ここ で 働く 人 た ち が ラ ンチ を 食 
る こと に つなが る の で は な いか と 考え て いま べた 『【 
す 。 その た め に アト リウ ム 空 間 に は 横浜 の 観 ク を し た り と 、 自 分 た ちの オフ ィ ス の : 
光 案 内 所 も オー プン し まし た 。 この 観光 案内 間 と し て 活用 で き 、 休日 は 、 横浜 
所 の 内 装 や 展示 の デザ イン 、 制服 の デザ イン 来 た 人 々 が この 場所 の 眺望 
な ども 含め て トー タル に 関わ ら せ て も ら っ た 休憩 で きる よう な 場所 と し て 位置 付け られ 


こと で 、 より コン セプト を 明確 に 伝え る こと て いま す 。 子供 を 連れ た 母親 が ゆっ くり と 


が で き て いる の で は な いか と 考え て いま す 
JR 横浜 タワ ー 12 階 に ある 「 う みそ ら デ ッ 
キ 」 は 、 タ ワー の 商業 機能 と オフ ィ ス 機能 の 


り 、 そ の どちら と 


を も 
1 


つ パ プリ ックス ペー ス と し て 計画 され ま 


ー デ ィング を し た り 。 デス タワ ー 


パ 


休め る 場所 、 働く 人 と 遊ぶ 人 が 同居 
で きる 場所 を 目指 し て デザ イン し て いま す 。 
STGK Inc. 代表 熊谷 玄 ) 


ガラ ス フ ェ ン ス 側 に 設け られ た テー ブル か ら は 、 海 を 望め る 
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様々 な 利用 シー ン を 想定 し て 計画 され た う 
みそ ら デ ッ キ 。 中 央 に ある YOKOHAMA の 
モニ ュ メ ント は 、 定 点 観測 カメ ラ と 連動 し て 
この 場所 を アビ ー ル する ツー ル と な っ て いる 


LANDSCAPE DESI5BN 


プレ ー ト を 活か し た 屋上 デザ イン 


「 う みそ ら デ ッ キ 」 は 、 デ ッ キ 全体 が 、 例 
えば 何 か の パー ティ ー 会 場 と し て 、 ま た 季 
節 の いい 時 に は ビア ガー デン と し て 使え る 
と いう 一 体感 や 視認 性 の 良さ 、 オ ペレ ー 
ショ ン の し や すさ と いっ た イベ ント 開催 時 
に お ける 機能 性 と 同時 に 、 そ れ ら が 行わ れ 
て いな い 平 常時 に は 「 全 て の 人 が この 場所 
を 思い 思い に 使う こと が で きる 」 と いう 居 
場所 性 の 高き を 生み 出す と いう 二 つ の 要素 
を バラ ンス よく 併せ 持つ こと が 求め られ 、 
それ ら の 実現 を 目標 に デザ イン ・ 設 計 を 考 
えて いま す 。 誰 も が 思い 思い に 使え る 場所 
を 生み 出す た め に は 、 デ ッ キ 全体 に 居場所 
を 分 散 し て 配置 する こと と 同時 に 、 そ う 


や っ て 意図 的 に 計画 され る 居場所 だ け で な 
く 、 使い 手 に よっ て 「 発 見 され る 居場所 」 が 
必要 な の で は な いか と 考え まし た 。 

そこ で 、 緩やか に アン ジュ レー ショ ン す 
る 芝生 と 分 散 配置 きれ る 大 小 様々 な デッキ 
スペ ー ス と いう 場 に 対し て 、 人 々 の 行動 を 
促す 様々 な 高き を も っ た 細長 い プ レー ト 
を 、 場 の 構成 と 切り 離し 、 縦横 無尽 に 空間 
を 横断 し な が ら 配置 する こと と し まし た 。 
配置 され た プレ ー ト は テー ブル に な っ た り 
ベン チ に な っ た り 、 カ ウン ター に な っ た り 
と 、 それぞれ の 場 と の 関係 性 で あり 方 が 変 
わり 、 人 々 の 居場所 や 活動 の きっ か け を も 
た らし ます 。 また 場所 に よっ て は 、 椅 子 で 
も テー ブル で も な い 、 も し く は その どちら 
で も ある よう な 中 間 的 な も の と し て プレ ー 


ト が 存在 し て いて 、 そ うい っ た 場 は 使う 人 
に よっ て 実に 様々 な 使わ れ 方 を し ます 。 そ 
れ は まさ に 「 発 見 され る 場所 ] に な っ て いる 
よう に 思い ます 。 
プレ ー ト に は 、 こ の 場所 を 活用 する た め 
の 電源 な ど が 埋め 込ま れ て いて 、 デ スク 
ワー ク や ちょ っ と し た 会 議 、 休憩 し な が ら 
の 充電 な どの ニー ズ に 対応 で きる よう に 
な っ て いた り 、 横 浜 の 夜景 を 眺め な が ら 佐 
め る よう な 場所 に な っ た りす る な ど 、 時 と 
場合 に よっ て 多様 な 使い 方 が で きる 場 に な 
る よう 計画 し て いま す 。 横浜 駅 と いう 巨大 
な 駅 に お いて 、 自 分 の お 気に入り の 場所 を 
見 つけ られ る よう な 空間 に な る こと を 目指 
し て いま す 。 
( 話 =STGK Inc. 代表 熊谷 玄 ) 
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MARIN に 


工事 中 の 仮 囲い か ら 始 まっ た ブロ ジェ クト 


横浜 駅 の 駅 ビル 「 横 浜 CIAL」 が 新 駅 ビル 
造成 の た め 2011 年 に 閉店 する と 、 横浜 駅 丁 
口 は シャ ッ タ ー や 仮 囲い パネ ル に 覆 わ れ 、 
人 だ けが 通路 を 忙し く 行き 交 っ て いま し 
た 。 か つて シ ァ ル 下 と 呼ば れ 横浜 駅 の 待ち 
合わ せ の メッ カ と し て 利用 され て きた 場所 
だ け に 、 工 事 中 と は いえ この 無機 質 な 風景 
が 5 年 も 続く こと に 危 恨 を 覚え た 我々 は 、 
この 仮 囲い の 状況 を “ 仮 " だ か ら こ そ 創 る こ 
と の で きる 風景 と し て 捉え 直し 、 仮 時 い を 
活用 し た 「 横 浜 ] の 「 横 浜 ] に よる 「 横 浜 ] の 
た め の 社 会 的 メデ ィ ア 「have a Yokohama]」 
プロ ジェ クト を 立ち 上 げ ま し た 。 

約 70m と いう 長大 な 壁面 を 活用 し 、 年 4 


oopwitt 


ZOU-Ni 


MARIN E CO04AN pr 議 還 


で 
ーー し 1 


回 [have a Yokohama] な ら で は の 視点 で 切 
り 取 っ た 横浜 を 、 横浜 を 拠点 と し て 活躍 す 
る クリ エイ ター と コラ ボレー ショ ン し な が 
ら 作 り 上 げ 、 圧倒 的 な グラ フィ ッ ク と と も 
に 発信 する この プロ ジェ クト 。 その 実現 に 
は 「 屋 外 広告 物 条 例 ] と いう 大 き な ハ ー ド ル 
が あり まし た 。 この ハー ドル を 乗り 越え る 
た め に 、 横浜 市 の 都市 デザイ ン 室 と 議論 を 
重ね 、 ま ち づ く り ・ デ ザイ ン の 観点 で 見 識 
の ある 有識者 に アド バイ ザー と し て 加わ っ 
て も らい 、 行 政 と と も に 企画 や デザ イン を 
審査 、 議論 する 「 編 集会 議 ] を 開く こと で 、 
壁面 の 何 % と いう 定量 的 な 判断 で は な く 、 
その グラ フィ ッ ク や 情報 発信 が 、 横浜 駅 の 
風景 と し て ふさ わし いか ? と いう 「 デ ザイ 
ン の 質 ] に よっ て 判断 する 規制 緩和 措置 を 


特例 で 認め て も らい まし た 。 この 編集 会 議 
は 1 号 に つき 2 回 、 商工 まで の 全 15 号 で 約 30 
回 程度 行わ れ 、 毎回 の デザ イン の 良し 悪し 
は も ちろ ん 、 横 浜 駅 の 景観 に つい て 多く の 
議論 が 交わ され て いき まし た 。 また 、 これ 
ら に 関わ っ て くれ た クリ エイ ター の 力 、 企 
画 を 支え て くれ た 企業 の 協力 な ど 多く の 
人 々 が 関わ る こと で 「have a Yokohamal」 は 
作ら れ て いき まし た 。 
ここ で 生ま れ た 繋が り は 今後 、 横浜 駅 で 
新た に 立ち 上 が っ た 「YOKOHAMA Station 
City (YSC)」 と いう タウ ンマ ネジ メン ト 組 
織 に 引き 継が れ 、 横浜 らし い 、 横浜 だ か ら 
で きた 風景 を 創る プラ ッ ト フ ォ ー ム と し て 
続い て いき ます 。 
( 話 王 STGK Inc. 代表 熊谷 玄 ) 
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JR 横浜 タワ ー の 着工 か ら 竣工 まで の 全 15 号 で 、 毎号 違う テー マ を 設 
け 、 横浜 の 豊富 な コン テン ツ と クリ エイ ティ ブ の 力 を 発信 し て きた 

1 Vol.13 YOKOHAMA HOZONHOZON [横浜 の 、 後世 に の こ 
し た い 99 の ヒト モノ コト ] クリ エイ ター: 吉 水車 2.3 だ vol1 GOOD 
MORNING YOKOHAMAI [お 気 に 入り の 朝 ] クリ エイ ター 
427FOTO 4 vol15 BRAND-NEW YOKOHAMA [横浜 を 塗り 
替え る ] クリエイター: 中 川 憲 造 下 【 左 vo.4 YOKOHAMA BLUE 
[ヨコ ハマ ブル ー] 【 右 】 vo.5 YOKOHAMA RED [ヨコ ハマ レッド] 
クリ エイ ター: 相 澤 事務 所 


YOkOHAMA 
NORTH BREAKWATER 


LIGHT. 
KANAGAWA 
PREFECTURAL 


で GOVERNMENT テー 


詳 


"5 


を 


深 


全 


2 間 科 


am 。 


WOR 長 


51S 


0Z0Z SHOMW adeospug 


5 ャ コ 
ャ ー の サイ ズ や 座 


り 方 を 変化 させ て い : 


アト リウ ム 空 間 の ファ ニチ ャ 
アニ チ . 
る 


各階 で フ 


have an-Yokohama 
LR = し 提 半 ・・ らら - ュ sam 
生 痢 - 還 - 目 : 目 ボ ー ま モ 間 韻 屋 。 ョ 
旧 還 Erpxr 記し 着 半 As 
三 _ すす ェ =* 


ソフ ァ や ペン チ だ け で な く 、 シェ ルフ や 
内 装 な ど ト ー タ ル で デザ 
体感 を 作り 出し て いる 


JR 横浜 タワ ー 


所 在 地 神奈 川 県 横浜 市 西区 南幸 1-1-1 
主要 用 途 商業 事務 所 ・ 映 画 館 
事業 主 東日本 旅客 鉄道 旭 
ラン ドス ケー プ STGK Inc 
緑化 施 エ 
照明 計画 
アト リウ ム フ ァ ニ チャ STGK Inc.、 費 コト ナ 
よう び 、 昌 sixinch 


東日本 旅客 鉄道 線 、 線 東日本 建築 設 


うみ そら デッキ の 夜景 。 海 側 だ を 輸 竹 中 工務 店 
な く 陸 側 も 見 通す こと が で き 、 約 8,700mi ( 廷 床 面 積 約 98.000m) 


の 新しい 夜景 スガ 


ルト と な っ 2020 年 3 月 
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生れ 4 チリ, 
G > 生か 4 
9 っ 4 」 


VIVERO de GRANTS 
VIVERO de GRANTS Yokohama-Gty Kanagawa 


神奈 川 県 横浜 市 


Landscape design by GRANTS inc 
ditorial desk, GRANTS inc* 


ラン ドス ケー プ デ ザ イン 限 会 社 グ ラン ツ 
写真 = 編集 部 、 有 限 会 社 グ ラン ツ * 


「VIVERO de GRANTS」] は 個々 が も っ て いる 可能 性 や 発想 を 実現 で きる 場 で ある 。 
想像 する だ け で な く 、 そこ で 何 か ア クシ ョ ン を 起こ せ ば 新しい こと が きっ と 実現 で きる は ず 。 
まず は や っ て みる 。 その 先 の こと は 立ち 止ま っ て 考え る こと も ある か も し れ な い 。 

昨今 、 コロ ナ の 影響 で 行動 が 制限 され て し まっ て いる 

人 間 の 想像 力 は 無限 大 な の だ か ら 、 何 が 
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| 偶然 見 つか っ た 場所 


弊社 の 作業 場 は 横浜 市 の 川 和 町 に ある 
ある 時 、 植木 を 買い 取っ て ほし いと いう 話 
が 舞い 込ん で きた 

詳し く 話 を お 開 当地 で 作 
業 場 を 構 3 ん で いた が 、 引退 す 
る と の 事 で そこ に ある 植木 等 を 手放し た い 
と 思っ て いる と の 事 。 以前 より 生 の 自 
山林 や 竹林 と 人 が どの 相 し て いく か 
を 体感 し た いと 、 山林 、 竹林 を 探し て 
、 そ こ で 作 庭 に お ける 工法 や 植物 の 育 


昨年 の 12 月 、 現地 を 確認 し に 行く と 、 竹 
林 に 囲ま れ て お り 思 い 描 いて いた こと 
て は まる 良い 環境 で あっ た 。 その 場 で 植木 


と 作業 場 を 引き 受け る こと と な っ た 


当地 を 使い や すい えて いか な けれ 


ば と 思っ て いた 矢先 、 新型 コロ ナウ イル ス 
き て 、 仕事 が 減っ て し まっ た 
の 場所 を 本 格 的 に 改修 する 事 に し た 
ナ が こ な け れ ば 川 和 町 の 作業 場 の 延長 に 


な っ て いた か も し れ な い 


そこ で こ 


コロ 


改装 前 


何で も 試す 実験 の 場 


当地 は 川 和 町 の 作業 場 の 植 栽 畑 の 呼び 名 
「VIVERO de GRANTS] を その まま 使う こ 
と に し た 。VIVERO は スペ イン 語 で 「 首 
床 」、 少 し 芽 


くる と いう こと 


て いる 状態 、 つ まり 基盤 を 
* あ る 。 

VIVERO dc GRANTS は 造園 も 含め 、 ジ ャ 
ン ル を 問わ ず に 、 皆 が 何で も 試す 実験 の 場 
に し よう と 思っ た 。 知ら な いう ち 
り 切 り 捨 し まっ て いた こと を まず は 全 
部 や っ て みる と いう 環境 の 場 が 必要 だ と 感 
じ て い た 
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ョ 
人 
回 
る 
る 
全 
加 
品 
に 1 


証言 記 」 7/ 


SNNNW/ 6 ルン ンク ク 


土台 を つく る * 


割っ た 煙 瓦 を 張っ て いく キ 
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に に 
植 栽 畑 に ひい て いた 廃材 上) を 再 利用 し た ウッ ド デ ッ キ 。 下 部 
に は H 鋼 を 組み 合わ せ た ( 下 ) (2 点 と も *) 


ド 3 
使っ て いな か 


ERO de G 同 
事 で 使 


ゃ 


アン 売 セ ー ク と 素材 へ の こだわ り - 再 利用 


の 植物 や 家具 、 小 物 た ち 。 
4 の 素材 や 廃材 な ど を 加工 * 再 利用 し で いる 。 
彫 や 南部 鉄器 な どの ユニ ー ク な 小物 が 並ぶ 。 


南部 鉄器 の 小物 


足 に は HH 鎖 が 使わ れ て いる ( 左 は *) 


LD136 FEBRUARY 2021 


079 


8 
や 
回 
ミ 
に 1 
応 
S 
財 
ら 


想像 力 を 実現 する 場 づく り 


仕事 帰り の 話 か ら 始 まっ た 
イベ ント 企画 
話 池 田 大 朗 さ ん (池田 GO-GO 人 造園) 


この 企画 は 子ども の た め の お 祭り を や ろう と いう 事 
か ら ス ター ト し まし た 。 家 の 子ども が 「 今 年 の 夏 は お 
祭り が な く て 寂し いね ] と 言っ て いた ん で す 。 子ども 
は 素直 な の で 率直 な 意見 が 出る ん で す よ ね 。 僕 も 
御 神 典 を 担い だ りす る の が 好き な の で 、 その 話 を 仕 
事 帰り の 車 中 で 高松 さん に し た と ころ 「VIVERO de 
GRANTS] で イベ ント を する こと に な り ま し た 。 

造園 仲間 が 結集 し て 創り 上 げた イベ ント は 、 気付 

隈 し て いた より も 大 掛か り に な っ て いま し た 。 
この よう な 形 で 実現 出来 た こと に 感動 し て いま す 。 


手づくり の 太鼓 を た : 
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水 風船 釣り キ 


イベ ント の 様子 


プロ の レゲエ バン ド 「ONEGRAM] の ライ ブ 


環境 づく りか ら 考え る 仕事 


VIVERO dc GRANTS は 活動 範囲 を 広げ 
る た め に 新た な 倉庫 を 加え 、 シ ェ ア の て 
る 場 と し て 考え て いる 


来年 1 月 か ら 改 修 予 


定 と な っ て お り 、 既 に 利用 希望 者 が いる 
仕事 で は クラ イア ント に 対し て 、 自 分 な 
使い や すさ だ 


ら で は の 発想 が 必要 に な る 


で 
な い 。 作業 に お いて も 仕事 場 の 環境 づく り 
や 、 や り た い 事 に つい て じっくり と 話し 
あっ て か ら 利 用 し て も らい た い 
ケー プ は 環境 を つく る 仕事 な の だ か ら そ う 
いう 姿勢 で 取り 組み 、 人 の 心 を 動か すこ と 
が 大 切 で は な い だ ろ うか 

メイ ン と し て 屋根 の 上 ! 
ペー ス を 計画 中 で ある 。 そこ か ら 
は また ここ と は 異な る 趣 が ある だ 

VIVERO dc GRANTS は 想い を 行動 に 移 
し 、 形 に する 。 未来 に 叔 げ て より 良い 環境 


ラン ドス 


大 な デッキ ス 
了 臨む 風景 


ら う 


を つく っ て いく 


を 伐採 する 。 下 竹 を 粉砕 機 で 粉砕 し 、 粉砕 
た チッ プ を 現場 で 利用 


イベ ント に て 。 手作り の チョ コパ ナナ を 売る 


植 栽 置き 場 の 奥 に 見 える 青い 屋根 の 倉庫 が 来年 改装 予定 の 
場所 。 屋根 の 右上 に 見 える 樹 は シン 』 リー に な る 


VIVERO de GRANTS 


神奈 川 県 横浜 市 青葉 区 鉄 町 1891 
多目的 スペ ー ス 、 園 場 、 植 物 生産 地 他 
設計 ・ 施 工 ( グ ラン ツ 


エ 期 2020 年 2 月 10 月 (継続 中 ) 
規 模 500m 
仕 欄 耐火 瓦 (各種 )、 大 谷 石 、 鉄 平石 、 根 府川 石 


他 、 ハ ー ド ウッ ド 、 枕 木 、 ケ ヤキ 他 、H 銅 、 単 和 
パイ プ 、 廃 材 等 


イベ ント 協賛 【 出 演 】 上 野 雄 次 、 東 郷 さ や か 、 ト モ サ イズ 、 
funnyguys、ONEGRAM、ET、 鎌 倉 の 盆 q ダ ン 
サー ズ 、【 設 営 * 出 店 】( 入 グラ ン ツ 、 池 田 GO-GO 
造園 、 空 良 社 、greendia、Bot4nico8、 合 同 
会 社 コバ 造 、_park_、jnk design、 庭 の ひょう 
げ 屋 、 坂 本 造園 、 時 期 造 園 、 マ メシ バ 道 園 、 
grand K、marmelo、【 替 納 】FUJIWARA NURSERY、 
2 階 の ブウ さん 、 庭 事 時 和 


高松 智明 [Tomoaki Takamatsul 

ラン ドス ケー プ デ ザ イナ ー 

有限 会 社 グ ラン ツ 代 表 

1969 年 神 奈川 県 生ま れ 。 株 式 会 社 東光 園 、 現 : 株 式 会 社 グ 
リー ン ・ ワ イズ を 経て 、 2005 年 に 有限 会 社 グ ラン ツ を 設立 。 
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Landscape Works 2020 
sola associates 


KYOTO YURA HOTEL & M-GALLERY 


ゆら 
京都 悠 導 ホテ ル M ギャ ラリ ーー Kyoto-city, Kyoto pref. 


京都 府 京都 市 LANDSCAPE Design by sola associates 


Text by Hisakazu Fujta [sola associates] 
ラン ドス ケー プ ニ ソ ラ ・ ア ソシエ イツ Photograph by sola assodiates* 
文 藤 田 久 数 (ソラ ・ ア ソシエ イツ ) 
写真 デ ソ ラ ・ ア ソシエ イツ キネ 


に アー トディ レク ター、 プ ロジ ェクト マネ ー れ 家 へ と 誘い | 日 本 の 美意識 の 源 」 を 体験 し 、 

ジャ ー、 建築 設計 者 、 インテリ アデ ザイ ナー、 文化 の 交差 し た 時 代 へ の タイ ム ト ラ ベル を 成 

IM ギャ ラリ ー は フラ ンス ・ パ リ を 拠点 と し 世 照明 デザ イナ ー 共 に 以下 の 内 容 を 共有 し 空間 立 さ せる こと で あっ た 。 その 想い は 「 悠 洛 ( ゆ 

界 110 ヵ国 に 5000 を 超え る ホテ ル や ヤリ ゾー ト 。 と する こと が 課題 で あっ た 。 それ は 、『 ゲ スト で も 表現 され て いる 。 果て し 

を 展開 する 世界 最大 級 の アコ ー プ レミ アム ホ は 日 本 の 近代 歴史 上 重要 な 2 つの [時代 の 変 ~ な く 永く 続い て いる 様 を 表す 「 悠 」 と 京都 ・ 都 を 
テル の プラ ンド で ある 。M ギ ャ ラリ ー と し て わっ た 場所 」 で 日 本 を 体験 する こと 。 東 海道 表す 「 洛 ] に 込め て いる 。 

日 本 初 上 陸 悠 洛 ( ゆ ら ) ホ テル 五 十 三次 の 西 の 終 点 か つ 京 都 の 玄関 口 で 

M ギ ャ ラリ ー」 が 三条 と 二条 に 誕生 し た 。 ホ テ あっ た 三条 、 も う ひ と つ は 徳川 幕府 約 260 年 

ル を 構築 する 物語 は プロ ジェ クト チー ム の 全 の 始ま り と 城 に 寄り 添う 

メン バー に 共有 し 具体 化 を 行い 「 記 憶 に 残る 立地 に 佐 む 敷 を 想起 きせ る 別邸 を つく 


京都 悠 沼 ホ テル M ギャ ラリ ー 


瞬間 ] を 明確 に する こと で 実現 する も の と し 、 る こと 」』 で あっ た 

多く の 協議 を 経て 共有 する こと で 竣工 を 迎え シグ ネイ チャ ー と し て 位置 付け られ る この 

る こと と な っ た 。 ホテ ル は 空間 の 持つ 美的 な 世界 観 と スタ イ 
ル 、 デザ イン を 融合 させ 、 クリエイティブ で 個 


オー ナー の プロ ジェ クト に 対す る 指針 は 明 性 の 光る 特徴 が 随所 に 反映 きれ る こと が 裸 ま 
確 で あり 、 それ を 形 に する 上 で 事業 主 と と も れ た 。 そ し て ゲス ト を 日 本 の 


京都 人 洛 ホテ ル M ギ ャ ラリ ー と 
テリ アス な 隙 二条 城 別邸 M ギ ャ ラリ ー 位 置 較 


田 京 都 邊 楽 ホテ ル M ギ ャ ラリ ー 


の 中 で も 繊細 な キン ジョ ウ ギ ョ クチ ク を 採用 の 紋様 が 一 致す る こと か ら こ の 市 松 を 大 
し 、 多層 の 透かし 効果 を 意図 し た 。 周囲 を 喘 温 へ 導く ペー ス と し た 。 本 磨き と 水 磨 き と し 、 
し 込む こと 、 人 の 動き に よる 視線 に 変化 を 与 不 規則 で 流動 的 な 張り 分 け を 行い 伝統 的 な デ 
上 え ミ ステ リア ス な 世界 へ と 引き 込む 表現 が 出 "ザイン に 新た な 表現 を 落と し 込ん だ 。 イン テ 
あっ た 。 現在 も 京都 - の 本 来 な いか と 考え た 。 池 に 見 立て た 床 の 黒 い 石 "リア デザ イン と 融合 し 、 大 人 の 隠れ 家 と し て 
と 三条 か ら ほ ど 三条 大 橋 で 鴨川 渡っ た 鏡 は 、 歌 舞 伎 役者 の 一 松 の 羽織 の 紋様 と 西洋 の 雅 な 世界 観 へ 誘う 庭 と し て いる 。 
すぐ 先 と いう 京都 観光 に お いて 最適 な 環境 に 
この ホテ ル は 立地 する 。 

具体 的 な 課題 は 、 “京都 が 歴史 的 に 培っ 
て 来 た 神社 仏閣 や 天皇 の 古都 と し て の ミス テ 
リア ス な 空気 と 季節 表現 、 色彩 に 加え 裏 と 表 
の 二 面 性 を より モダ ン で 色気 を 纏っ た ホテ ル 
と し て 表現 する こと 、 そ し て 抑制 され た 外観 
と は 裏腹 に 一 歩 入 る と アー ティ ステ ッ ク に 伝 
わっ て 来る 「 雅 」 な 世界 を 創造 し 、 ミ ステ リア 
ス な 「 大 人 の 隠れ 家 ] と する こと 

この 課題 を 踏ま え 、 中 庭 は 地下 1 階 か ら 地 
上 1 階 の アト リウ ム 空 間 に 周 囲 イ ン テ リ ア と 
体 に な る こと で 池 泉 回 遊 式 庭園 の プー ニン グ 
と 一 致 きせ 、 中 心 と な る この 中 庭 空間 を 鳥 ・ 池 
と し て 見 立て る こと と し た 。 また 空間 作法 と し 

て 典 行 き を 「 重 ね 」 の 手法 で 構成 し て お り 、 竹 京 テル M ギ ャ ラリ ー の エン トラ ンス ロビ ピー 


: 汎 


現代 か ら 近 代 へ 
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0c0Z SOA sdeospue1 


アト リウ ム 中 庭 。 自然 光 と 補助 照明 色 温度 5000K に よる 昼 景 


【 左 】 B1F 回 廊 か ら 中 庭 へ の シー クエ ンス 
【 右 】 一 松 模様 を 構成 する 伊達 完 石 の 表 
情 。 自然 肌 の 表層 を スラ イス し 素材 の 持 
つ 豊 か さ を 抽 出 
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還 京 都 季 楽 ホテ ル 二条 拒 別 


邸 M ギ ャ ラリ ー 


sola associates 


と と 誠 
借景 


イン ジ と 融合 する 
二条 城 を 


グ さ れ た 苑 。 
と し 、 順 光 の 景色 が ラウ ンジ の テー ブル の 石 


鏡 に 映し 出さ れる 。 


に ンク 


建築 、 イ ン テ リア 
簡潔 に フレ ニ 


眺め る 。 重厚 な 石 の テー ブ 
の 景色 の 変化 を 映す 。 両 サ 

外 を 貫く こと で 庭 と 
を シー ムレ ス に し て いる , 


TLL 


二条 城 の 石垣 を キモ チーフ と し た 乱 張 り 石 の 池 底 。 
間 石 と し て 江戸 時 代 の 年 号 (慶長 一 慶応 ) の 数 36 石 が 組み 込ま れる 


京都 悠 洛 ホテ ル 

二条 城 別邸 M ギャ ラリ ー 
時 代 を 結ぶ 「 水 の 現象 」 

- 条 城 別 恥 は 歴史 的 名 所 二条 城 の 南 外堀 

の 対岸 、 京 都 の 街並み に 佐 む 低層 の 武家 屋敷 
を 思わ せる 重厚 な ホテ ル で ある 。 隣地 に は 神 
泉 苑 が あり 、 平 安 時 代 に 広大 な 池 を 保有 し 
条 城 まで その 領域 を 拡大 し て いた と され る 。 

- 条 城 は も と も と は 還 
泊 用 に 作っ た 武家 屋敷 で あり 、 その 後 、 天 皇 
の 時 代 に な り 明 け 渡 し 「 見 宮 ] と 呼ば れ た 。 

課題 は 、『 こ の ホテ ル で の 宿泊 体験 は 「 時 
代 の 新旧 ] を 感じ る タイ ム ト ラ ベル で ある こと 。 
つま り 、 日 本 の ミス テリ アス な 隠れ 家 へ と 誘う 
こと 、 侍 の 時 代 が 終 駐 を 告げ る 時 代 を 映し 日 
本 が 近代 へ と 向かう 時 代 に お いて 、 尚 、 際 立 
つ 「 日 本 の 美意識 の 源 ] を 体験 する こと で ある 。 
京都 の 町 に 、 建築 に 、 人 に 、 文化 に 、 今 沿 生 き 
続け る 「 日 本 の 美意識 の 源 ] と は 造形 的 な 意匠 
を 断片 的 に 編集 し 付け 替え た だ け で は 継承 出 
来 な い 、 時 を 超え た 思想 で ある 。 その 根底 に あ 
る の は 「 自 然 ] と 「 人 」 の 向き 合い 方 。 私 た ち が 
目指 し た の は 、 その 無形 の 価値 を 世界 中 の ゲ 
スト に 体験 し 持ち 帰っ て 頂く こと 

Ma 無形 で 流動 的 で あ 

、 時 代 を 結び 得る 気配 感 を 持つ 「 水 の 現象 ] 
が 当て られ た 。 加え る な ら ば 、 広大 な 
水源 を 保有 し た 隣接 する 神泉 苑 の 大 内 里 の 


時 代 も 見 過ごす 訳 に は いか な か っ た こと も 
「 水 の 現象 ] に フォ ー カ ス す る こと に 繋が っ た 
と 言え る 。 
「 山 紫水 明 の 苑 」 

京都 で 清らか な 水 を 「 山 紫水 明 」 と 表現 す 
る 。 「 水 鏡 ] は 建築 の 北側 に 配置 され 、 その 殆 
運 に 恵まれ た 。 つま 
* 期 待 出来 る こと で 
いて は 直射 光 は 
近づく に 連れ 次 


【 色 を 喘 す 用 
冬至 か ら 春 


あっ た 。 
入ら な い が 、 その 後 、 
第 に 水面 に 到達 する 

反射 光 が 新 緑 の 樹 々 と 石積 み に 


夏至 


ら ぎ を 与 
えて ゆく 。 自然 光 の 検証 と 水 の 了 臨界 角度 、 屈 
折 、 ラ ウン ジ か ら の 視線 シュ ミレ ーション か ら 
「 水 鏡 ] と 呼ば れる 池 の 大 き さ を 確定 し て い 
る 。 この [「 山 紫水 明 の 苑 」 は 、 建築 
ア 、 照明 と 連携 し そこ に 映し 出す され る も の 
は 深遠 で あり 、 静寂 に 動き を 与え る こと を 追 
求 し た 。 その た め に は 、 「 季 節 ・ 気 修 」 や 「 時 間 」 
に よる 変化 を 与え る こと 、 そし て 「 光 と 陰 」、 
E] に よる この 地 で こそ 成立 する 「 現 代 と 
江戸 時 代 へ の タイ ム ト ラ ベル 」 を 体現 する こと 
で あっ た 。 

地形 は 二条 城 方 向 に 11 度 の 勾配 を 取り 借 
景 と する こと で 、 前 面 の 景色 を 生け 捕る こと 
と し た 。 「 水 ] の 存在 感 は 更 な る 時 代 を 遡り 、 
平安 京 の 玄武 に あたる 北 の 水源 を 引き 込む 
こと で 「 山 水 ] を 表わす 客室 の 前 庭 と し た 。 玄 


、 イン テリ 


PT 


ポ 
北 か ら の 「 山 水 ] を 表現 する 客室 の 前 庭 


武 か ら の 山水 と 大 内 里 の 時 代 の 神泉 苑 の 湖 
水 で 姿 を 現す の は ラウ ンジ 前 の 「 水 鏡 」 と し 、 
この 地 の 遠 い 歴史 を 物語 り 、 帰着 させ な が ら 
江戸 時 代 の 幕開け か ら 大 政 泰 還 べ へ と 誘う 許 
の シナ リオ を 描い た 。 

「 時 代 の タイ ム ト ラ ベル の 景 」 

事業 主 、 ア ー ト デイ レク ター、 プロ ジェ クト 
マネ ー ジ ャ ー、 建築 家 、 イ ン テ リ アデ ザイ 
ナー、 照明 デザ イナ ー、 それ ぞ れ の 立ち 位置 
が あり な が ら 共 に 難解 で ユニ ー ク な 課題 
く 時 間 、 そ し て 庭師 と 施工 者 と 共 
た 形 貌 は と て も シン プル で ある 。 し か し 、 つく 
り 手 の ひと り と し て の 立ち 位置 を リセット し て 
も 、 此処 に 儲 ん で いる と 濃密 で あり な が ら 自 
然 と ニュ ー ト ラル に 結び つく 心地 よさ が ある 。 
この 状況 を 目論み な が ら デ ザイ ン を し て 来 た 
が 、 そ れ を 超え る 自己 不在 な 拡がり の ある 美 
し い 状 況 を 体感 し た 。 

普 の 庭園 を 模 僚 し て つく る の で は 無く 、 今 
の 時 代 の デザ イン と DS2a と に きじ 
現象 を 呼び 込み 、 先 人 た ち 
こと で よう や く 私 た ちの 居る 現在 と 歴史 を 結 
ぶ 状 況 に 相応 し い 庭 と な り 得る の で は な いか 
と いう こと 。 そん な こと を 自覚 し た 。 

「 山 紫水 明 の 苑 ] は 、 静寂 の 中 で 季節 ・ 時 間 ・ 
気 師 の 状況 変化 と 共に 現象 に 引き 込ま れ て 行 
く 時 代 の タイ ム ト ラ ベル の 庭 と な っ た 。 
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IM 
il 


MM 科 
| 上 


ラダ ケ と 竹垣 。 モ の 竹垣 は 和 釘 に より 固定 


1F 客 室 の 前 庭 客室 の 天井 と 床 は ブラ ッ ク ミ ラー を 施し 前 面 の 景色 を 取り 込む 。 
「 山 紫水 明 の 苑 」 と 二条 城 を 借景 に 、 すべ て の 客室 は 時 代 を 隠 距 し た 景色 を 映し 出し て いる 


4 キオ 2 
| im し に 1 京都 悠 洛 ホテ ル M ギ ャ ラリ ー 
所 在 地 京都 府 京都 市 東山 区 三条 通 大 橋 東 入 大 橋 町 84 
タイ ル 億 衝 事業 主 )) ウェルス: マネ ジメント 
信 : 御 昌和.W 主要 用 途 ホテ ル 


( 全 昌 8) 
ーー 設 計  [ 理 筑 ] 設 計 邊 理 / 東 洋 設計 事務 所 
[イン テリ アデ ザイ ン ] 久米 設計 
[ラン ドス ケー プ デ ザ イン ] ソラ ・ ア ソシエ イツ (藤田 久 数 、 石井 麻美 ) 


5 施工  [ 嘩 負 日 村 設 
上 [ 衝 ] 西 直 造 園 (石材 加工 工事 ) 補 塚 工業 大蔵 山 スタ ジオ 、 ジー ク 
依 : 人 半生 ] 竣 工 2019 年 4 月 
0 規 模 敷地 面積 1.557.65m 

植 赤 [中 底 ] キ ンジ ョ ウ ギョ クチ ク 、 ハ イ ゴ ケ [ 南 庭 ] アラ カシ 、 テン ダイ ウ ヤク 、 ツ 

バキ 、 ベニ バナ トキ ワ マ ン サ ク 、 イロ ハモ ミ ジ 

] 中 2 
ノ に 京都 悠 洛 ホ テル 二条 城 別邸 M ギ ャ ラリ ー 


所 在 地 京都 府 京都 市 中 京 区 大 宮 通 御池 上 る 市 之 町 1801 
事業 主 )” ウェル スマ ネジ メン ト 
主要 用 途 ホテ ル 


プロ ジェ クト ea 
で ネジ ルト 目下 ピ ビーエム 


設 計  [ 音 築 基本 設計 - デ ザイ ン 監 修 … 光 井 純 アン ド アソ シ エ ー ツ 刈 筑 設計 事務 所 
[イン テリ アデ ザイ ン ] 基本 設計 - デ ザイ ン 監 修 橋本 夕紀 夫 デザ イン スタ ジオ 
[ライ ティ ング デザ イン ] 基本 設計 : デ ザイ ン 監 修 内 原 智史 デザ イン 事務 所 
[ラン ドス ケー プ デ ザ イン ] 基本 設計 - デ ザイ ン 監 修 ソラ ・ ア ソシエ イツ (藤田 


ュ 和 数 青木 時) 
(Cr ゴケ スナ ゴク 5 * [ 尋 - 外 本 実施 設計 - 設 計 監理 大成 建 設 
| gr し ミッ ヶ 施 工  [ 叶 委 外 構 ] 大 成 設 
義人 全 [ 了 園 西寺 四 坂 文 河原 康 雄 、 北 中 洋 平 、 梅田 和 生 、 渡辺 利 所 ) 
| (石材 加工 工事 ) みつ づき 石材 商 、 拉 工業 、 大 吉 山 スタ ジオ 、 GA 
し 一 積み: 全 二 (水景 工 事 ) ベル ックス (アート) 鐵 近 (村木) 市 野人 
の 2020 年 11 月 


数 地面 積 。 1.124.31 mm 
中庭 ] 中 高木 イロハ モミジ 、 ヤマ モミ ジ 、 リョ ウブ 、 ヤマ ボウ シ 、 シラ カシ 、 
一 紋 / ズ を アラ カ ア シ 、 モッ コク 、 モチ ノ キ 、 マダ ケ 、 アラ カシ 生垣 、 リキ ュ ウ バイ 低木 
地 被 ご ハイ ゴケ 、 スナ ゴケ 、 シノ ブ ゴケ 、 セキ ショ ウ 、 ノシ ラン 、 オオ バジ ャ ノ ヒ 
ニニ ーーーー ゲ 、 ベー シダ 、 ヒサ カキ 、 アプ ロー チー ベニ シダ レ 、 ナリ ヒラ ダケ 低木 地 被 

に ロ コグ マ ザ サ 、 タマ リュ ウ 


/ \ いこ 上 キシ ョ ッ - オ キバ ジャ ノ ヒ デ 


凍 洛 湯 
疾 薄 日 
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に 


NE 孤 は 2020 年 、 灯 し い 場所 に 市 民 の 期待 待 を 育 負 っ て 
ニブ プラ じ た 講 これ まで 才 う て きた 急性 期 医療 や 政策 的 医療 に 対す る 
ィ 災害 拠点 病院 と し て の 役割 


を 担い 境地 域 と 共 ee スター ト を きっ だ 。 

市 民 病 院 は みどり に 包ま れ 沢 公園 に 隣接 し 、gJR 横 浜 駅 か ら バ ス 

で 10 分 程度 と 利便 性 も 良く 請 理想 的 な 環境 に 位置 し て いる 。 これ ら の 
条件 を 大 い に 活 用 し 病院 機能 だ け で な く 語 人 々 が 交流 する 開か れ た 請 議 
施設 を 目指 し た 。 < 二 


@ 八重桜 と 香り の 丘 
ー 仁 環境 と の 調和 


092 LAND5SCAPE DESI5N 


「Park Hospital」 


地域 や 公園 と 共に 豊か な 市 民 社 会 を 作る た 
め 、 市 民 に 開か れ た 空間 と 施設 を 提供 する 市 
民 病院 の ラン ドス ケー プ デ ザ イン を 計画 し た 。 
市 民 病院 は 以前 より 三ツ沢 公園 に 隣接 し て い 
た が 、 野 球場 跡地 に 移転 し 、 バ ス の 便 も 改善 
され て 大 い に 利便 性 が 向上 し 、 最新 設備 を 備 
えた 大 規模 病院 と し て 生ま れ 変 わっ た 。 
沢 の 地形 は 、 谷戸 の 入り 込ん だ 丘 
陵 地 で あり 、 空 か ら 見 る と 樹木 が 核 を 広げ た 
よう な 形 が 見 て 取れ る 。 運動 施設 が 主体 の 三 
ツ 沢 公園 は 高低 差 を 活か し て 配置 され 、 至る 
所 に 自然 地形 の 名 残り が 見 られ る 。 公園 の 樹 
木 は 大 きく 育ち 、 存 在 感 の ある 「 み どり の 空間 」 
を つく り 上 げ 、 公園 利用 者 の みな ら ず 地域 の 
環境 保全 、 生 物 多様 性 に 大 きく 寄与 し て いる 。 


この 環境 を 活か し た 市 民 病 院 は 、 訪れ た 利 
用 者 に 無言 の いや し を 提供 し 、 心 の より どこ ろ 
と し て 存在 する 施設 を 目指 し た 。 ラン ドス ケー 
プ デ ザ イン は 病院 の 建築 と 公園 を 結び つけ 、 
診療 だ け で な く 、 そ の 前 後 を 「 い や し の 時 間 」 と 
し て 過ごす こと の で きる 落ち 着い た 空間 づく り 
を 目指 し た 。 

そこ で 建築 周囲 に 広がる 4 つの 空間 を 各々 
の 機能 に 合わ せ た 、 特色 ある ラン ドス ケー プ 
デザ イン を 展開 し た 。 
木漏れ日 の 丘 
一 公園 と の 一 体感 : 谷 戸 の 名 残り 一 
@ 稚 木 の ゲー ト 
一 公園 か ら の ゲー ト ・ 公 園 へ の いざ な い 一 
由季 彩 の 通り 抜け 
ー 横 浜 港 へ の 眺 塵 と 四季 の 彩り 一 
八重 桜 と 香り の 丘 
ー 住 環境 と の 調和 一 


未 洞 れ 日 の 丘 
ご 公園 と の 一 体感 ・ 谷 戸 の 名 残り 


木漏れ日 の 丘 の 段々 デッキ 


木漏れ日 の 丘 の 小径 ケヤキ ひろ ば 下 の ロ ング ベン チ 


木漏れ日 の 丘 

て 公園 と の 一 体感 ・ 谷 戸 の 名 残り こ 
公園 エン トラ ンス か ら の アブ ロー チ と し て 季節 感 の ある 雑木 林 
の 丘 を 形成 (谷戸 地形 の 名 残り を 活用 ) 
@ 球 技 場 入口 側 の ケヤキ の 広場 は 保存 し 、 公 園 と 一 帯 利 用 し て イベ 
ント に も 対応 
@ 雑 木 林 の 丘 に は 木漏れ日 の 下 に 思い 思い に 過ごせ る デッキ 空間 
を 配置 


Oc0Z SOAN 2de2spue1 


anIuDIV 9 edsPue] EDO1 IHSO 人 


木漏れ日 の 丘 平面 図 (上 ) と 立 面 図 ( 右 ) 


既存 ケヤキ の 緑 険 あ ふれ る ケヤキ ひろ ば 


階段 下 か ら 段 々 デッキ を 望む 思い 思い に 過ごす こと が で きる 段々 デッキ 


三ツ沢 公園 と 病院 ロー タリ ー を 結ぶ 階段 (夜景 ) 


094 LANDSCAPE DESIGN 


@ 雑 木 の ゲー ト 
て 公園 か ら の ゲー ト ・ 公 園 へ の いさ ざさ ない 
公園 入口 の 大 ケヤキ の 並木 と 一 体 と な っ て 利用 者 を 迎え 入れ る 公園 
と 病院 の ゲー ト を 創出 
自ずと 病院 へ 誘わ れる よう な 軽やか な デザ イン と 植 栽 を 展開 
公園 入口 か ら の 病院 ロー タリ ー の 見 通し を 確保 し た 植 栽 配置 
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病院 エン トラ ンス へ の アプ ロー チ 空 間 


沢 公園 と の 調和 に 配慮 し た 緑地 


病院 へ と 請う アプ ロー チ 空 間 


る に に KK 


3 mn 
Ne 計 
0 
9 
が 
* | 
い に 1 ル 
LA | ] る 5 
1 | < 
: -. 1 NN 志す 30: 25ycos の 
Wir ! ここ 6 hy ば KS | プ ミ ( ダグ い "| 


WM 人 、*1 
和 さい し 2 
ボ NASU EAA 3 5 
| 本 


6 に 
SA 「。 ル 放 


ル 敵 訂 : 


四季 彩 の 通り 抜け 
横浜 港 へ の 眺望 と 四季 の 彩り 
ヒル サイ ド の 挑 望 を 活か し た 散策 路 を 創出 
@ 植 栽 の 配置 を 工夫 し 、 道 路 と 病院 内 の 相互 の 視線 や 陽射し を 緩和 する スク リー ン と な る 計画 
@ 四 季 を 通じ て 花 や 実 ・ 紅 葉 な ど が 楽し め る 植 栽 計画 


中 日 
ンジ)】 


標準 断面 較 


建築 沿い に 休憩 スペ ー ス を 配置 


⑨ 八 重 桜 と 香り の 丘 
^ 住 環境 と の 調和 < 
@ 住 宅地 に 近い 角地 に 周辺 住民 の 憩い の 場 と な る 香り と 彩り の 楽し め る ほっ と スポ ッ ト を 整備 
穏やか な 起伏 の ある 丘 を 回 遊 する 園 路 を 設け 、 リ ハビ リ に も 寄与 
@ 公 開 空地 と 病院 バッ ク ヤ ー ド 境界 に は 高生 垣 等 を 設置 し て 病院 建物 の ボリ ュー ム 感 を 軽減 


@ 四 季 彩 の 通り 抜け か ら 香 り の 丘 に か け て 、 花期 の 異な る 八重 桜 を 多 品種 植 栽 し 、 3 月 中 旬 か ら 
5 月 初旬 まで 桜 を 楽し め る 場 づ くり 
(地域 に 江戸 の 頃 あ っ た と いわ れる 八重 桜の 名 所 へ の オマ ー ジ ュ ) 


横浜 市 立 市 民 病 院 
所 在 地 神奈川 県 横浜 市 神奈 川 区 三ツ沢 西町 
事業 主 横浜 市 
主要 用 途 病院 
設 計 (株) 佐藤 総合 計画 (吉田 一 情 、 植木 康 剛 、 西 旬 和 世 ) 
ラン ドス ケー ブー (株 ) 戸田 芳樹 風 虹 計 画 (戸田 芳樹 古賀 健 一 、 池田 葵 ) 
アー ル - グ レイ 建築 研究 室 ( 帝 松 良 夫 ) 
施工 監理 (株 ) 佐藤 総合 計画 (吉田 一 博 、 植木 康 剛 、 西 旬 和 世 ) 
ラン ドス ケー ブー (株 戸田 芳樹 風景 計画 (古賀 健 一) 
エエ 戸田 松尾 : 馬 淵 建設 共同 企業 体 
外 構 西武 和 財 (株 )、 日 本 道路 (株 
様 自然 石 講 装 、 レ ン ガ 、 イ ンタ ー ロ ッ キ ング ブロ ッ ク 、 再生 木 デ ッ キ 、 スチ ー ル 


エッ ジ 、 フト ンカ ゴ 、 人 千石 研ぎ 出し 仕上 、 モザ イク タイ ル 等 

2020 年 3 月 (開院 2020 年 5 月 1 日) 

敷地 面積 29.260.76 mi 

[既存 樹 ] ク ス ノ キ 、 ス ダ ジ イ 、 イチ ョ ウ 、 ケヤキ 、 ソメイヨシノ 等 [ 新 植樹 ] ウ 


商 活 光 庄 辻 
半 薄 日 


ンダ イア ケ ボ ノ 、 ヒメ シャ ラ 、 ヤマ ザク ラ 、 ヤマ ボウ シ 、 ヨコ ハマ ヒザ クラ 等 
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プラ ウド シテ ィ 武 蔵 野 三鷹 


東京 都 直 蔵 野市 


ラン ドス ケー プー 株 式 会 社長 谷 エ コー ポレ ーション 


文王 湾 意 敷 健 (株 式 会 社長 谷 エ コー ポレ ーション ) 
株 式 会 社長 谷 工 コ ー ポ レー ショ ン 、 新 自 太 * 


_ PROUD CITY MUSASHINO MITAKA 


Musashino-city, Tokyo 


LANDSCAPE Desion by HASEKO て orporation 
Text by Takeshi Tokashiki IHASEKO Corporationl 
Photograph by HASEKO Corporation, Ryota Atarashi* 


自主 管理 公園 ゲー ト の 向 


還 
由 
円 
員 
天 
に ) 
の 
き 
8 
人 


ーー 
に 木々 に 囲ま れ た 広場 が 広がる (*) ーー。 


< 


100 


武蔵 野 緑 の 回 廊 
て 地域 を つなぎ 、 季節 を 巡る 風景 の 路 こ 


武蔵 野中 町 。 三鷹 駅 周辺 の 繁華 街 を 抜け 
: 宅 地 が 広がる 。 駅 周辺 の 商業 施設 や 
まる 徒歩 了 n 内 で ある こ えれ ば 岩 
や か な エリ ア を 想像 する が 、 計画 地 の 周辺 は 
閑静 な 住宅 地 と な っ て いる 

「 林 と 野 と が か くも よく 入り 乱れ て 、 生活 
と 自然 と が この や うに 密接 し て いる 処 カ 
に ある か 」 と 国 木田 独歩 が 随筆 [武蔵野 」 に 描 
いた 風景 は 、 今 は 昔 と な り 雑 木 林 も 野原 も 多 
く を 屋 が る 街 へ と 変貌 し て い 
、 野川 や 国分 寺 崖 線 な どの 武蔵 
野 の 2 し な が ら 、 官 有 地 の 公園 や 道 
治 い の 並木 や 民間 企業 や 住宅 地 の 緑地 な ど 
が 、 街 の そこ か し こ に スト ッ ク さ れ た 
の 緑 の 豊 か さ は 、 住宅 地 と し て 良質 で 恵 ま 
れ た 環境 を 有 し て いる 


る 。 


は 、「 オ ー モ ン 
ほ デ ザイ ン を 展開 


プラ ウド シテ ィ 武 蔵 野 三 
ティ ッ ク か つ 先 進 的 ] な 建築 
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し な が ら 、 ラ ンド スケ ー プ で は これ 
な 緑 で 包み 込み 、 地域 と つ な ! 
蔵 野 緑 の 回 廊 ] を コン セプト と し て いる 
プロ ジェ クト は 、 敷地 の 外周 四面 が 道路 に 
接し て いる 恵まれ た 立地 に あり 、 街 の 景観 形 
成 シャ ル を 活か す た め に 、 緑 の 
路 ( 歩 ) を 周囲 に 計画 し て いる 。 この 
縁 の 路 は 、 住ま い の コ ミュ ニテ ィ ー 形 成 の 核 
と な る 共用 棟 と る 自 ト 園 、 敷 地 
角 の それ ぞ れ の 街角 広場 、 北側 の 生物 多様 
性 保全 の 庭 等 と を つなげ る プロ ジェ クト の 
た め の 緑 の 回 廊 で ある が 、 それ 以上 に 、 地域 
の 拠点 と の ネッ トワ ー ク を 形成 す 


5 回 廊 」 と し て の 役割 を 担っ て 


「 緑 の 回 廊 」 
私 た ち は 武 蔵 野 の 


の つ な 
に 、 踏み 出す 先 の 末 


街 を 思い 描い て みた い 


自主 管理 公園 備 過 住 棟 の 間 、 緑 に 内 包 され た 広場 


玉 自 主管 理 公園 


と つなが る 自 


管理 公園 は 、 
東西 を 貫く 通路 で あり な が ら 、 や わら 
域 を ゲー ト の 先 に お お ら か な 空 
が っ て いる 。 広場 は 段 状 の ベン チ 、 大 : 
と 石組み 、 そびえ 立つ 既存 樹 の と マラ ヤス ギ 
ゝ つ で も 人 が いる 地域 の コ 
な っ て いる 。 また 、 共用 棟 
は 、 武蔵 野 の 湧 水 を モチ ー フ 
に 、 噴 水 と 水面 や 流れ 出る 小川 に 面 し て 小さ 
な テラ ス が あり 、 落 着い た 静か な 時 間 を 過 ご 
せる 場所 で ある 
画 生 物 多様 性 保全 の 取り 組み 
武蔵 野 に 相応 し い 在 来 種 に よる 植 栽 計画 、 
雨水 が 浸透 する レイ ン ガ ー デ ン 、 昆 虫 の 住処 
と な る 落ち 葉 溜り 、 野 鳥 や 暴 を 誘致 する 植物 
な ど 、 生 物 多様 性 保全 の 観 』 間 創出 の 取 
り 組み が 評価 され 、 本 計画 は 環境 認証 制度 で 
ある ABINC (いき も の 共 所 ) と ]HEP 
(ハビ タッ ト 評 価 認証 制度 ) と いう 二 つ の 認証 
を 取得 し て いる 。 


ミュ ニテ ィ ー 空 間 に な 


= 治っ た エリ ア 


WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 較 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


「。 
が 
ロー トコ 
ビュ 
に 
名 


フロ ント コー ト エ ント ラン ス 落葉樹 主体 に 日 々 季節 感 を 感じ る アプ ロー チ 


ol ie ーー 


共用 施設 様 エン トラ ンス 二 居 吹き 抜け と 車 寄せ に か か る 大 底 を 大 き な 緑 で 包み 込む 
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緑 の 連 な り は 住宅 の 潤い と し て も 、 いき も の の 移動 空間 と し て も 機能 する 


デー 
ッ ン 8 


季節 ご と に 違っ た 趣 を みせ る 辻 広場 秋 は 紅葉 や スス キ が 彩る 
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木々 に 囲ま れ た 落ち 着い た 小 空間 の 連なり 


う 


武蔵 野 の 清水 が テラ ス に 水 音 を 届け る 


ス 自主 管理 公園 の ゲー| し っ と り と し た 趣 武蔵 野 風情 
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在 来 種 の 草地 や 空 石 の 多孔 質 空 間 、 落ち 葉 貯 め 等 の 仕掛 け を 内 包 す る いき も の の 庭 (写真 3 吉 ) 


自主 管理 公園 夜 の 景 (写真 左 と 右 ) 


プラ ウド シテ ィ 武 蔵 野 三鷹 
所 在 地 
事業 主 野村 不動 産 株 式 会 社 

主要 用 途 分 譲 マン ショ ン 

設計 監理 長谷 エコ ー ポ レー ショ ン エ ンジ ニア リン グ 事 業 部 


間 洋 滞 
尋 竣 日 


東京 者 武蔵 野市 中 町 三 丁 目 8 番 1 


[ラン ドス ケー プ デ ザ イン ] 渡嘉敷 健 、 山本 富雄 ( 元 社員 ) 

[建築 ] 田丸 淳一 [建築 共用 デザ イン ] フォ ワー ド デ ザイ ン 

[構造 ] 吉田 元 [電気 ] 大 塚 博之 [設備 久保 勝之 [監理 ] 原 地 之 
長谷 エコ ー ポ レー ショ ン 建 設 部 門 (所 長 : 淀 保 貴 、 次 席 : 國 分 大 介 ) 

[ 外 構 工事 ] 東亜 道路 工業 [ 植 革 工事 ] 日比谷 アメ ニス 

[景観 資材 ] サカ エ [石工 事 ] 宮田 組 石工 

2018 年 1 月 

敷地 面積 13,156.23 mf 地上 7 階 総 戸 数 334 戸 

【 既 存 樹 】 ヒマ ラ ヤ スギ 、 ソメイヨシノ な ど 【 高 木 】 サカ キ 、 シラ カシ 、 ソ 
ヨゴ 、 マテ バシ イ ウグイ スカ グラ 、 エゴ ノ キ 、 エノキ 、 ケ ヤキ 、 コナ ラ 、 コ 
ブン 、 ヤマ ザク ラ 、 ヤマ ボウ シ な ど 【 低 木 ] アセ ビ 、 ガク アジ サイ 、 ガマ 
ズミ 、 シモ ッ ケ 、 ムラ サキ シキ ブ 、 ヤマ プ ブ キ 、 ヤブ コウ ジュ キヤ ナギ 、 な ど 
[ 地 被 】 オカ トラ ノ オ 、 スス キ 、 ワレ モコ ウ 、 ヤブ ソテツ 、 ヤブ ラン な ど 
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ハレ クラ ニ 沖 縄 (メイ ン ゲ ー ト の ガジュマル ) 


ii 2 さ ュ いこ 寺 園 所 

naji き # 稲 追 造園 工 猛 j 
創る 、 育 む 、 守 る 。 私 た ち は 地 球 の 未来 を 真剣 に 考え て いま す 。 
代表 取 給 役 社長 稲 治 和 彦 


am mw mm 


ー ト を 創造 る 、 保 守る 、 接 点 る 。 


【 本 社 】 大 阪 市 北 区 西天満 3 丁目 1 番 6 号 06-6365-9211 会 中 形 物 の 企画 /3DCAD に よる 計 / デザ イン / 作 / 雅人 / メン テ ナ ン ス / 商 営 
【 本 店 】 大 阪 府 箕面 市 新 邊 2 丁目 3 番 2 号 072-723-0003 

【 東 京 支 社 】 東京 都 渋谷 区 恵比寿 南 2 丁目 3 番 13 号 03-5734-1701 な 多 借 1 

上 愉 BeFactory ae" 連 才 叫 

一 本 FAXO3.5539.2648 plAse 


/www.inajijp 株 式 会 社 ビ ピー ファク トリ ー Tpe7 ム wwbectoyne PRE azzo 


フィ ックス は 


水 を 地球 に 選 居 3 評 間 HHMYtE 


材 ブ ラン トド KE の 吾 録 


雨水 を 地 中 に 浸透 させ 、 
| 水たまり が で きず 、 
水害 を 減ら し 、 

植物 ・ 地 中 生態 を 改善 し ます 。 


砂利 千 装 材 


| 日 殿上 用 GRAvEL Fix 


【 グ ラベ ルフ ィ ッ クス 】 


| | 環境 へ の 配慮 に 共 う 
| | 感 い た だ いた 寺社 P 


仏閣 、 墓 地 、 S 了 bp 
施設 、 公 園 に 事例 


多数 


株 式 会 社 ヤマ チコ ー ボ レー ショ ン 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 堀 留 町 1 丁目 5-7 YOU ビ ル 8F 
Tel : 03-5652-3681 
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識 」 を 基本 理念 と し 、 

願 客 及び 地域 社会 か ら 高い 
評価 と 信頼 が 得 ら れる 建設 
を 提供 いた し ます 


< や 鍵 國 場 組 
本 社 


〒900-8505 沖縄 県 那 形 市 久茂地 3-21-1 ( 國 場 ビル ) 
http://www.kokubagumi.cojp 


本 社 〒904.0414 沖 紀和 村 字 前 兼 久 23-1 
TEL. 098-964-3421 FAX. 098-964-4173 

F 事 部 TEL/FAX. 098-965-7003 
E-Mail. touyama-doboku@kktd.cojjp 


末 来 か ら 信 類 き れる 建設 会 社 へ 。 顧 前 田 建設 


http://www.maeda.cOo-jp 
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大 成 ロ テッ ク 株 式 会 社 
沖縄 工事 事務 所 


〒901-2221 
沖縄 県 宜 野 湾 市 伊佐 3-1 1-1 


株 式 会 社 武 山 建 設 、。 

~〒901:1101 各 
沖縄 県 島 尻 郡 南風原 町 字 大 名 231-10 て 
TEL098-888-1516 FAX.098-888-1678. に で 


創業 50 年 の 歴 
地域 の 発展 に 頁 


更 、 伝 統 文化 を 重んじ 、 1 
か 水 と 音 と 光 新しい 空間 を 


| 内 


釣 合 建 設 業 
< 斑 寺 下 設 株 式 会 社 


ー 否 業 生日 っ 本 社 沖縄 県 うる ま 市 与 那 城 錠 辺 192 番 地 の 3 


3 TEL.098-978-8296 FAX.098-978-8665 ー Ul1 】 へ 、 区 いり 
| 北中城 支店 沖縄 県 北中城 村 学 美崎 16 番 地 102 号 (ベー 一 株 式 会 社 ベル ノ クス 
ES っ TEL.098-935-5018 FAX.098-935-5019 三 語 へ 号 
- 事 - 
時 要 189 和 〒154-0016 東京 都 世 田谷 区 弦巻 3 丁目 13 番 18 号 


し 生 工事 | 1889 TEL.03-5450-2231 FAX.03-5450-2232 


https://www.ryukoukensetsu.com/ URL http/bellrx.coJjp/ 


TEL.098-85 
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アプ 鈴 穫 
「 ス トリ ー ド ヲリ ジ ト 」 1 


アス ファ ルト 舗装 を ペー ス に 
表面 を 石 営 や レン ガ 敷 き の 様 に 美しく 加工 する 景観 工法 で す 」 


NM 2 
Ni 用 


タイ ル が 、 空 間 に イ ノ ベ バー ション を プラ ス 。 


回 スト リー ト プ リ ント 男 ス トリ ー ト ボン ド 
ド 回 スタ ンプ コン クリ ー ト 
スタ ンプ ウォ ー ル 


PT @HRAIATLE 


〒550-0011 大 阪 市 西区 阿波 座 1-1-10 TELO6-6532-1231 FAXO6-6532-0923 


Sunclay 


AOUAPiA 


本 社 〒816-0851 
福岡 県 春日 市 昇 町 7 丁目 87 番地 罰 東 款 営業 所 

TEL.092-589-4878 〒164-0012 東京 都 中 野 区 本 町 1-32-2 ハー モニ ー タ ワー18F 

FAX.092-589-4915 //Wwwtominagarcorp.tom TEL 03-5308-1130 FAX03-5308-1131 wwwrhiratatile.co.jp 


環境 緑化 


株 式 会 社 紅 樹 


PEOPLE ENVIRONMENT IN BALANCE 


よみ た ん ふれ あい の 里 (2019 年 7 月 20 日) 


島 ⑳ 謝 尺 療 個 


本 社 : 〒 903-0804 沖縄 県 那覇 市 首 里 石 容 町 4 丁目 135-1 
TEL. 098-886-3071 ( 代 ) FAX. 098-886-3107 
支店 (西原 事業 本 部 ): 〒 903-0124 沖縄 県 中 頭 郡 西原 町 呉屋 94-2 事業 本 部 
TEL. 098-945-5231 ( 代 ) FAX.098-945-4661 ーー 


了 6 恒 BOT0872 当 県 計 市 字 北 波平 397T 
ebYNNHD//WWWnayio0e/ 旧 EW098'992-4844 FAX.098-995-1786 


目 mail kouki@ruby.ocn.ne.jp Web : https://Www.KoukiskinawgieGm/。 
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有限 会 社 グラ ン ツ 東京 者 目黒 区 大 文人 5-19-17 B001 :05768.9501 
スタ ジオ グラ ン ツ (作業 場 ) 神奈 川上 都筑 区 | 利 町 24881 
ビ ベ ロ デ グ ラン ツ (アト リエ ) 神奈 川 県 横浜 市 青葉 区 鉄 町 1891-7 57 mds 


一 毅 建 設 業 ( 造 男 工 事業 ) 東京 者 知事 許可 ( 般 -24) 第 138230 号 古物 商 許可 東京 者 公安 委員 会 第 303301209053 号 。 


内 に ー * テール ェ イ ベント フロ タク 2 こ タ ュ Bto: 計 『 て 
ラン ドス ケー プ の 新た な 取り 組み を は じ め て いま す -。 


Relo: steb,ddenw 


N 。 前 木 コン サル 


ee coosuluant 


の rk 上 し た 4 コン サル ダッ ッ を し て Nr 載 
地域 社会 イン フラ 各 備 に 邊 する 


写真 』iJR 横浜 タワ ー 屋上 庭園 うみ そ 
当社 に て 緑 他 施 玉 を 実施 ・ 植 栽 維持 管理 を 実施 中 


お 問合せ 先 : 建 築 計画 ・ 緑 事業 部 
. JH 東日本 コン サル タン ツ 株 式 会 社 本 社 : 〒141-0033 東京 都 品川 区 西 品川 丁目 1 番号 大 崎 ガ ー デ ンタ ワー 14 階 
、 所 EeetOonSUterte COm TEL : 03-6683.3269 FAX : 03-5435-7651 
http://www.jrc.jregroup.ne.jp/ 
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座 暮 ち し の 空間 に 喜び を 


ei 


を PLEASURE GARDEN&LIVING 
on プレ ジャ ー ガ ー デ ン & る リビン グ 株 式 会 社 


www.pgarden.com 


有限 会 社 松本 家具 製作 所 
〒299-4613 ー 今 


千葉 県 いす み 市 岬 町 三門 1840 番 地 56 
TEL.0470-87-5114 www.m-kagu.coJjp 1-KAGU 


徐 .@ る きき 


美しく 建ち 並ぶ 街並み に 、 

いつ も さり げ な く 仔 お ゆとり の 空間 。 

そこ に は いつ じ か 人 が 集い 、 街 は 音楽 を 奏で る よう に 。 
生き 生き と 輝き は じ め ま は す 。 

「 心 が か よい は じ め る 場所 」 

てん な 出会い が 生ま れる 空間 づく り を 、 


私 た ち は 目 指し ます 。 
プラ ウド シテ ィ 想 吉野 三 大 (東京 者 武 半 市 ゲート) 
公園 を は じ め と し た ラン ドス ケー プ に 関わ る 製品 企画 会員 


Mg 本 社 - 席 市 新川 47-19 … = TEL 0422-47-5981 
グ 】 株 式 会 社 サ カエ 仙台 支店 〒981-3133 宮城 県 仙台 市 泉 区 泉 中 央 3-9.8 リト ル マ ー メ イド 2F - - TEL 022-776-6051 
fps://www. saKae-kk.com 西日本 支店 〒533-0033 大 阪 府 大 阪 市 東 淫 川 区 東 中 島 1-6-14 新 大 阪 第 2 日 大 ビル 901 ーー TEL 06-6325-2288 
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アク ロス 福岡 (福岡 県 


伸 内 山 緑 地 旬 設 株 式 会 社 


【 九 州 支店 】 〒 839-1214 福岡 県 久留 米 市 田主丸 町 地 徳 2252-2 
TEL.0943-72-2108 FAX.0943-72-1340 
【 福 岡 営業 所 】 〒 812-0016 福岡 県 福岡 市 博多 区 博多 駅 前 南 3-1-1 
博多 南 マ ー ク ビル 5 階 A 
TEL.092-483-2329 FAX.092-483-2330 


Jo of 〇 ufdoor Living 


間 肖 博 コ 


NICHIESU nikhi 


www.nichiesu.com 
ニチ エス 株 式 会 社 


【 大 阪 ショ ー ル ー ム 】 
〒 550-0003 大 阪 市 西区 京町 堀 1-4-16 セン チュ リー ビル 1 階 TEL06-7711-1213 
【 東 京 シ ョ ー ル ー ム 】 
〒 151-0051 東京 都 渋谷 区 千駄ヶ谷 3-50-11 明星 ピル 1 階 TEL03-5413-3341 
還 OPEN 月 曜日 日 曜日 (祝祭 日 休み ) 11:00-17:00 

@nichiesu (Instagram) 
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ー GRAFILM 青木 聖 也 
唐津 シー サイ ド ホ テル 新 東館 アウ トド アブ ー ル オー ニン グ 工 事 


る | ち カ ノ 株 式 会 社 8 
E 診 還 タカ / オー ニン グ | 0120-85-3091 


httpwww takano-netcoJp/exterio 受付 時 間 9:00 一 17:0O ( 土 ・ 日 ・ 祝 祭日 を 除く ) 


エク ステ リア 工場 〒399-4117 長野 県 胸 ヶ 根 市 赤 衝 14- 353 
TEL0265-81-1575 FAX.0265-81-1576 

東京 営業 所 〒101-0041 東京 都 千 代田 区 神田 須田 町 1-13-1 タカ ノビ ル 
TEL03-3253-4667 FAX.03-5298-6350 

大 阪 営業 所 〒531-0072 大 阪 市 北 区 豊崎 3-19-3 ピア スタ ワー10 階 1004 号 室 
TEL.06-6374-8130 FAX.06-6374-6131 

福岡 事務 所 〒812-0012 福岡 県 福岡 市 博多 区 博多 駅 前 中 央 街 8-1 JRJP 博 多 ビ ピル 3 階 
TEL.092-686-8496 FAX.092-686-8761 ] 


tglover 


2019 横浜 ハン マー ヘッ ド サイ ン 工 事 
2019 唐 府 シー サイ ド ホ テル 新 杯 捧 サイ ン 計 画 ・ 工 事 
2020 お か わ ハ ウス サイ ン 計 画 ・ 工 事 


株 式 会 社 テイ ・ グ ラバ ー 141・0022 東 放 品川 区 東 五 反田 1-25-11 五反田 一 了 目 イー スト ビル 6 世 


Phone 03-5449-4131 Fax 03-5449-4132 info@tglover.cojp nHp2/www.Lglover.COjp 


14 人 の スペ シャ リス ト が 次 代 の まち づく り を 担う 若者 に 贈る 


新しい まち づく り の 必読 書 
パー クマ ネジ メン ト が ひら く 
まち e く り の 未来 林 ま ゆみ + 人 金子 忠一 + 西 山 秀 俊 プ 編集 


本 書 は これ か ら 公 園 の 管理 運営 に 携わる ろう と する 人 、 これ まで も それ ら の 仕事 に 従事 する 


志 を 持つ 人 に 新た な 展望 や 哲学 を 伝え 、 制度 や 仕組 み づ く り に 参画 で きる よう な 人 材 育成 ま パ 
を 目的 と する 。 ま た 、 昨 今 の みどり を 用 いた まち づく り に お ける キー ワー ド や トレ ンド を い う 4 
取り 込み な が ら 、 新た な 「 バ ー ク マネ ジメント 」 を 展望 する 。 く マ 
り ネ 
第 1 章 パー クマ ネジ メン ト と は の ジ 
パー クマ ネジ メン ト の 過去 ・ 現 在 ・ 未 来 金 子 忠 一 ・ 林 まゆ み ま シ 
@ パー クマ ネジ メン ト を 通じ た 地域 課題 の 解決 赤澤 宏樹 ト 
@ パー クマ ネジ メン ト の 構造 小野 隆 が 
グリ ー ン イン フラ 計画 と 実装 に 向け た 公園 の 多面 的 機能 性 と 連結 性 / 入 江 彰 昭 ひ 
第 2 章 パー クマ ネジ メン ト の 手法 く 
e 公園 の 管理 運営 計画 は 設置 者 と 市 民 と の 契約 / 林 まゆ み 新しい 
e 公園 の 管理 運営 と 評価 西山 秀俊 ココ 
e 公園 か ら の 健康 づく り 竹田 和 真 まち づく り の 必読 書 
e 地域 振興 に 寄与 する 公園 マネ ジメント 平松 玲 治 
第 3 章 パー クマ ネジ メン ト の これ か ら 判 型 : A5 版 
@ 都市 に 変化 を 起こ す プ レイ ス メ イ キン グ 福 岡 地 則 本 文 : 216 頁 


@ 新た な 社会 シス テム と ライ フス タイ ル の 創造 / 池 起こ の み 
e 地域 コミ ュ ニ ティ と パー クマ ネジ メン ト 藤 本 真里 


価格 
e パー クコ ー デ ィ ネ ー タ ー が つなぐ 公園 と まち の 未来 (佐藤 留美 
e 環境 教育 を 通し た パー クマ ネジ メン ト ご 中村 忠 昌 2.530 円 (税込 ・ 送 料 別 ) 


@ 地方 創 生 と パー クマ ネジ メン ト 富山 大 学 : 金岡 省吾 舟橋 村 (吉田 昭博 ・ 廣 瀬 美歩 ・ 中 井 明日 香 ) 


お 申し 込み 方 法 : 下記 の 欄 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、FAX で マル モ 出 版 ま で お 申し 込み 下さ い 。 そ の 後 商品 と 払込 取扱 票 を お 送り し ます 。 
銀行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 上 記 人 金額 に 送料 170 円 (1 冊 ) を 加え た 全額 を 下記 1 の 口座 に お 振込 下さ い 。 税込 価格 5,000 円 以上 ご 注文 の 場合 は 送料 無料 で す 。 
郵便 貯金 口座 を ご 利用 の 方 は 、 届 きま し た 払込 取扱 票 を 用 いて 下記 2 の 口座 に お 振込 下さ い 。 
お 振込 先 : 1. 三菱 東京 UF 銀行 渋谷 中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マル モ 出 版 
2. 郵便 貯金 口座 口座 番号 : 00170-4-70822 株 式 会 社 マル モ 出 版 ※※ 振 込み 手数 料 は ご 負担 下さ い 。 


お 問合せ 先 : ご 不明 点 ・ ご 要望 等 ご ざい まし た ら お 気軽 に ご 連絡 下さ い 。 
( 称 マ ル モ 出 版 〒154-0017 東京 都 世 田谷 区 世田谷 1-48-10 GranDuo 世田谷 102 号 
TEL. 03-6432-6026 FAX. 03-6432-6045 E-mail : maru@marumo-Dp.cOo.jp 


ご 注文 日 年 日 


会 社名 ・ お 名 前 ご 連絡 先 (TEU) 
て 一 
文 = 


ーー 
明治 神宮 1920 十 100 <mem> 


④ 過 去 か ら の 継承 、 未来 へ の 展望 


文 ・ 画 像 提供 寺田 徹 (東京 大 学 准 教授 )、 田 中 伸彦 (東海 大 学 教授 )、 
竹内 智子 (千葉 大 学 准 教授 ) 


本 特集 で は これ まで の 計 3 回 の 連載 を 通じ 、 明治 神宮 内 苑 の 的 に は 、 過 去 か ら 現 在 へ か け て 何 が 継承 され て きた の か 、 未 
設計 思想 や 造成 時 の 地形 ・ 植 栽 の 取り 扱い 、 樹 木管 理 や 人 来 に 向け て どの よう な 視点 を 持っ て お くべ きか に つい て 「 森 厳 
の 利用 の 実際 、 そ し て 内 苑 ・ 外 苑 の 一 体 的 な 整備 構想 を 紹 性 の 演出 ] 「 ラ ンド スケ ー プ 経営 」「 人 材 育成 ・ 緑 地 ネッ トワ ー 
介し て きま し た 。 最終 回 で ある 今回 は 、 明 治 神宮 を めぐ る 過 。 ク ] の 3 つの 観点 か ら 説明 し 、 特 集 を 締め くく り ま す 。 

去 ・ 現 在 ・ 未 来 の 時 間 軸 を 意識 し な が ら 話 を 進め ます 。 具体 


1. 森 誠 性 の 演出 今回 は 、「 森 の 奥 へ 行く に つれ て 森 央 性 を 高 
の 境内 の 区 着 り め る 区 着 り の 工夫 」 を 紹介 し ます 。「 林 人 計画 


100 年 前 の 造営 時 、 明 治 神宮 内 苑 の 森 で 書 』 の 著者 で ある 本 導 高 徳 は 、『 社 寺 の 林 苑 」 
は 、 森 茂 T の 設 
われ まし た 。 これ ま て 触れ て きた 例 で ぎ 境 内 
言え ば 、 極 相 の 樹林 へ の 遷移 を 促す の 区 割り の モデ ル が 紹介 され て お り ( 図 1)、 境 
よう な 植 栽 木 の 3 御社 殿 周 り の 風致 を 演出 内 を 前 域 、 心 域 、 外 囲 否 の 四 つ に 分 け 
き 二 軸 図 1 : 社寺 の 林 苑 ] 
する た め の ア カマ ツ 壮 齢 木 の 保 存 な ど で す . る こと が 望ま し いと きれ て いま す 。 神社 の 中 枢 で に お ける 境内 の 域 別 
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ある じ 城 、 そこ に 至る まで の 前 庭 と し て の 前 域 
心 域 を 背 化 か ら 囲み 
部 か ら の 環境 
する た め の 外 困 帯 と いっ た 
域 が 役割 を も っ て いま す 。 


$ 前 域 と 心 域 

ここ で は 前 域 と 心 域 に 注目 し て み ま す 。 明 治 
神宮 内 苑 は 、7 つ の 事業 区 に 分 けら れ て 造 
れ ま し た が ( 図 2) 、 心 域 は 言う まで も な く 御 社殿 


部 分 (第 1 区 ) で す 


方 、 


苑 計 画 書 ] に 


えて 基 


内 の 前 域 と し て 中 央 部 に } 分 明る き 気分 あ 
らし むる た め 、 計画 樹種 以外 に 落葉 開 葉 樹 、 こ 
と に 、 け や き ・ か え で 等 を 群 状 に 混 漂 せしめ た る 
も の あり 」 と 書か れ て いま す 


が お 守る > や Yet 


図 2 baiwut 昔 
事業 区 の 区 割り (グレ ー 部 NN 
分 が 株 区 計画 の 対象 区 ) 


これ を 踏ま えて 南 と 、 確 か に 
シラ カシ や クスノキ の よう な 常緑 樹 ば か り で な く 、 
それ ら の 間 に 、 ケ ヤキ の 大 木 が 何 本 も み ら れ る こ 
と が 分 か り ます (写真 1) 。 また 、 南 参道 の 中 ほど 
に は 、 神 橋 と 呼ば れる 石橋 が か けら れ て いま す 
この 橋 の 下 に は 渋谷 川 に つなが る 流れ が ある の 
で す が 、 は カエ デ 類 な どの 鑑賞 木 や 景 石 
も み ら れ 、 的 な 設え と な っ て いま す 。 薄暗い 
ま 道 の 中 に お いて 、 少 し ば か り 明る い 雰 囲 気 を 
も っ た この 場所 で は 、 多 く の 参拝 者 が 立ち 止ま 


〇 100 年 を 経て 


愉し む 様 子 が み ら れ ます (2 


設計 意図 どおり の 効果 は み ら れ る が か? 


神社 の 中 枢 で ある 心 域 


立た せる た め 


に 、 其 葉 樹 な ど を 用 いて 明る い 要 素 が 取り 込ま 


れ た 前 域 。「 社 
前 域 に 
主体 と すべ き 処 で 、 し か も 、 


つれ て 森 厳 性 の 高まり を 


る の で し ょ うか ? 
関連 し た 研究 を 紹介 し ます 


つい て 「 境 内 中 最も 明る 


の 林 人 苑 』 に お いて 、 本郷 は 、 


き 気分 の 風致 を 


瀧 の 研究 で は 、 


写真 1 : 冬 の 南 参 道 (2020 年 2 月 ) 


写真 2 : 神橋 で 立ち 止ま り 風景 を 愉し お 参 振 者 (2020 年 2 月 ) 


20 代 の 被験 
殿 ま で 歩い た 喘 像 を 大 画面 モ 
や 音 か ら ど の よう な 印象 を 抱い た か に つい 
3 に 示す よう に 境内 を 6 つの 区 間 に 分 け て 評価 を 
行い まし た 。 な お この 研究 で は 、 人 の 多き に よる 
心理 へ の 影響 
の 少な い 早朝 の 映像 が 用 いら れ て いま す . 
図 4 は 被験 者 が 抱い た 「 緊 張 度 」 の 変化 ( 平 
均 値 ) を 示し て いま す 。 森 厳 と は 身 の 引 き 締まる 
g 張 感 を 伴う も の で す 。 
する 区 間 2 お よび 区 間 
、 そ の 後 、 御 社殿 へ 向 か 
高まっ て いる こと が 分 か り ま 
す 。 また 図 5 は 各区 間 で どの よう な 印象 を 抱い た 
の か を 16 の 形 ] か ら 選 ん で も ら っ た 結果 で 、 


LD136 FEBRUARY 2021 


115 


森 厳 や 清浄 を 表す 形容 詞 4 つ に つい て 、 そ れ 
ら が 選ば れ た 割合 を し て いま す 。 特徴 的 な の 
は 前 域 の 区 間 2 と 心 域 の 区 間 6 で す 。 区 間 2 で 
は 「 立 派 な ]「 重 々 し い ] と いっ た 礎 厳 に 関連 
する 形容 詞 が あま り 選 ば れ て いな い の に 対し 
て 、 区 間 6 は 逆 の 傾向 に な っ て いま す 。 区 間 6 
で は 「 自 然 な み ] の 割合 が 著しく 低く な っ て いる の 
で 、 ここ で は 森 (自然 環境 ) で は な く 、 御 社殿 
な どの 人 工 建造 物 か ら 森 厳 な 印象 を 抱い た と 


予想 され ます 。 
これ ら の 結果 か ら 、 前 域 の 存在 に より 、 心 域 
で の が 対比 的 ・ 効 果 的 に 演出 きれ て お 


ユー ジア スム も 完成 し 、 時 代 の 要求 に 合 
の 整備 が 進め られ て いま す 。 こ うし 
た 現代 的 要求 へ の 対応 と 、100 年 前 か ら 一 貫 
し て 追求 きれ て きた 森 厳 性 と が 相反 する も の に 
な ら な いよ う 、 未 来 に 向け て も 、 よ り 一 層 の 配 上 
が 必要 で す 。 


2.「 ラ ンド スケ ー プ 経営 」 の 
フロ ント ラン ナー 

内 苑 か ら 外 苑 に 着目 し 、 経 営 の 観点 か ら 明 
治 神宮 を 見 て み ま し ょ う 。 国土 交通 省 の 公園 緑 
地 予 算 は 1995 年 か ら 2015 年 の 20 年 間 で 1 
兆 円 も 減り 、 約 3000 億 円 に な り ま し た 。 ラ ンド ス 
ケー プ の 管理 コス ト は 、 も う 税 金 だ け に 頼れ ませ 
ん 。 民間 企業 張り に 採算 の 取れ る 経営 モン ス が 
求め られ る の で す 。 そ の 点 で 、 明治 神宮 は と て 
も 参考 に な り ます 。 明治 神宮 は 100 年 に わた っ て 
「 ラ ンド スケ ー プ 経営 ] の フロ ント ラン ナー と し て 走 
り 続け て きた 歴史 を 持つ か ら で す 。 


〇 「 観 光 」 と 「 ラ ンド スケ ー プ 経営 」 

「 観 光 」 と は 「 国 の 光 を 観る ] と いう 「 易 経 ] 
の 言葉 に 由来 し ます 。「 国 の 光 」 を 「 園 」 と 呼 
べ ば 、 和 魅力 ある 観光 地 を つく る の は 「 造 園 」、 
ディ テー ル を 磨き 上 げ る 技術 ( 芸 ) が 「 園 芸 ]、 
光 あ る 園 へ 旅 に 行く 手伝い を する の が 「 旅 行 ] 
と な り ま す 。 要する に 「 観 光 ] は 、 ラン ドス ケー 
プア ー キ テク ト や ガー デ ナ ー が 「 造 園 」「 園 芸 ] 
を 担い 、「 旅 行 」 業者 が そこ に 人 を 誘っ て 初め 
て 完成 し ます 。 こ れ ま で の 日 本 の 観光 施策 は 
「 旅 行 」 に 偏っ て 進め られ 、「 造 園 」「 園 芸 ] と 
の 接点 が 希薄 で し た 。 し か し 明治 神宮 は 「 造 
園 」「 園 芸 」 と 「 旅 行 」 と の パラ ンス を 巧み に 
取り な が ら 「 ラ ンド スケ ー プ 経営 ]」 を すでに 100 
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(区 間 0 は 原宿 駅 か ら 神宮 橋 ま で の 区 間 で 、 境 外地 ) 


図 3 : 印象 評価 実験 の 評価 区 間 


年 間 行 っ て きま し た 。 

多様 な 来訪 目的 を 受け 止め 、 園 を つり 、 旅 に 
誠 い 、 その 上 採算 が 取れ る ビジ ネス モデ ル 。 そ 
の 様 な 観点 か ら 明治 神宮 を 捉え な お す と 、 日 本 
の 公園 緑地 の 将来 へ の ヒン ト が 見 えて きま す 。 


〇 ラン ドス ケー プ 経 営 を 見 据え た 観光 

レジ ャ ー 空 間 づく り の 先駆 者 で ある 明治 神宮 

人 が 訪れ た く な る 目的 地 を 管理 する 行為 を 
「 デ ステ ィ ネ ーション ・ マ ネジ メン ト 」 と 呼び ます 。 
明治 神宮 の デス ティ ネー ショ ン ・ マ ネジ メン ト は 常 
に 先駆 的 で 合理 的 で し た 。 明 治 神宮 の 来訪 日 
的 に 多様 性 を 持た せ 、 来 訪 者 の 支出 で 緑 を 維 
持 する 経営 を 実践 し て きま し た 。 

明治 神宮 へ の 来訪 目的 は 、 「 初 語 (写真 3)」 
「 結 婚 式 ( 写 真 4))」「 ス ポー ツ ]」「 絵 画 鑑賞 ]「 桂 
リ イ ベ ント 」「 散 歩 や 飲食 ]「 森 林 浴 」 な ど 
多様 で す 。 アリ スト テレ ス の レジ ャ ー の 3 要素 、① 
アナ パウ シス (休息 )、 ⑨ パ イデ ィ ア ( 娯 楽 )、 ③ ス 
コレ ー( 自 己 啓発 )、 全 て が 確認 で きま す 。 各 活 
動 に は 、 お 奏 銭 や 祈 待 料 、 婚 礼 費用 や 披露 宴 、 
ポー ツ 施 設 利用 料 、 イベ ント 料 な ど が 発生 し 、 
戦前 か ら 企業 的 経営 が 実践 きれ て きま し た 。 

例え ば 、 ス ポー ツ で は 、 当 初 設計 案 に は 無 
か っ た 野球 場 を 計画 変更 し て 取り 込む 一 方 で 
( 図 6) 、 戦 後に 陸上 競技 場 を 直接 管理 か ら 切 
り 離 し まし た 。 陸上 競技 場 は 採算 性 が 乏しく 、 野 
球場 は ドル 箱 で す 。2019 年 、 国立 競技 場 は 国 


生生 
o ー po o ゃ の g っ 


図 4 : 被験 者 25 名 の 緊張 度 評価 の 平均 値 (エラ ー 
パー は 標準 偏差 )。 評 価 は 7 件 法 (1. 非常 に リラ ッ ク 
ス す る 7. 非常 に 緊張 する ) に よる も の 


30 
語 一 
ロ 
20 ャ ーー 
き に 3 
⑲) * 上 の 
0 = コ 
ロ ョ ーーーー“ 
に 
由 < 
内 と シー テー ょ 。 
9 1 は 3 4 5 @ 
攻 間 


半生 < 硬く し い で 清らか な 自生 な 


図 5 : 被験 者 25 名 に よる 「 森 厳 ]「 清 浄 ] に 関わ る 
形容 詞 の 選択 割合 


の 予算 で 建て 替え られ まし た が (写真 5) 、 明 
治 神宮 の 自 の まま で は 、 採算 資 任 を 背 
負う の は 困難 だ っ た で し ょ う 。 

プラ イダ ル ゃ 、 手 堅い 明治 神宮 の 経営 戦略 の 
。 神前 式 と いう 挙式 スタ イル は 、1900 
和 ほ の 皇 太子 殿下 (大 正 天皇 ) 御 成婚 が 
最初 と いわ れ 、1947 年 に : た 「 明 治 記念 
館 ] は 、 戦 後 流行 し た 総合 結婚 式場 の モデ ル 
的 し て 知ら れ て いま す 。 プライ ダル 業 と 明 
治 神宮 は 縁 が 深い の で す 。「 予 定 日 に 必ず 且 
催 ] され 、 「 結構 前 か ら 予 約 が 確定 」 し 、 「 必 
ず 決 まっ た 人 数 ] が 来 て 、「 値 切ら れ な い ( 高 
単価 な も の を 選ぶ 傾向 きえ 強い ) 」 プラ イダ ルビ 
ジネス を 、 明 治 神宮 は 、 高 収益 な 鉄板 ビジ ネス 
と し て いち は や く 取 り 込 ん で いた の で す 。 


〇 残さ れ た 課題 

し か し 、 明 治 神宮 の 採算 性 と 空間 経営 と の 
間 に は 課題 も 残り ます 。 

野球 で 言え ば 、 外苑 の 芝生 野球 場 は 、 本 来 
鑑賞 型 の ドイ ツ ッ 式 芝生 苑 で す 。「 中 央 は 薄い 
緑 、 周 辺 に 濃い 緑 を 配置 し て 、 西 洋風 で ある 
が 深遠 な 空間 を 維持 する ] と いう 外苑 当初 の 理 
念 に 沿っ て いま せん 。 さ ら に 言え ば 「 イ ベン ト な 


ど 騒 々 し いも の は 行っ て ほし く な い 」| と いう 明治 "の 一 つ で す 。 高齢 化 社会 の 進行 等 に 伴う ユニ 
神宮 奉賛 会 の 意向 に も 沿っ て いま せん 。 設 営 当 パー サル デザ イン も その 一 つ で し ょ う 。 現在 、 内 苑 


初 と 違う 現実 が いく つか 見 られ ます 。 の 参道 に は 左右 に パリ アフ リー の た め の 舗 装 が 施 
加え て 、 「 設 営 当初 は 想定 し て いな か っ た 事 され まし た ( 扉 の 写真 (P144))。 
象 ] も 起き まし た 。 「 外 国人 観光 客 の 増加 ] が そ 


図 6 : 神宮 外苑 の 配置 設計 の 変化 明治 神宮 外苑 志 」 より 
(左上 が 陸上 競技 場 (当初 は 神宮 の 敷地 内 に つく られ 、 戦 

後 国 に 移管 )、 左 下 に は 当初 の 計画 に は な か っ た 野球 場 が 写真 3 : 初 語 の 人 た ち ( 昭 和 37 年 ) 写真 4 : 明治 神宮 記念 館 に お ける 挙式 風景 (昭和 
加え られ て いる こと が わか る ) 「 代 々 木 表紙 に 見 る 明治 神宮 写真 集 ] より 36 年 ) 「 代 々 木 表 紙 に 見 る 明治 神宮 写真 集 」 より 


写真 5 : 竣工 日 当日 の 新 国立 競技 場 ( 右 ) と 明治 神宮 外苑 ( 左 ) (2019 年 11 月 0 日) 
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3. 人 材 育 成 と 緑地 の ネッ トワ ー ク 

明治 神宮 の 造営 は 、 経営 の みな ら ず 、 将 来 
の 全国 の 人 材 育成 も 考え られ て いま し た 。 内 苑 
に 使用 きれ た 樹木 12 万 本 の うち 、 約 80% の 約 9 
万 5000 本 が 全国 か ら 寄 付き され た 献 木 で し た 
(写真 6)。 これ だ け の 樹木 の 受け 入れ 現場 は 、 
まる で 戦場 の よう で あっ た と 言わ れ て いま す 。 現 
在 は 植生 の 直 移 が 進み 、 献 木 の 特定 は 難し い 
名 で す が 、 後 年 に な っ て 子 係 が 訪ね て き て 特 
定 され た も の も ある と いい ます 。 一 本 一 本 が 全国 
の 献 木 し た 人 と 繋が っ て いる の で す 。 

明治 神宮 の 造営 は 全国 の 青年 団 の 協力 に 
よっ て 行わ れ ま し た 。 大 正 8(1919) 年 、 静岡 県 
安倍 郡 の 青年 団 50 名 に 端 を 発し 、 全 国 か ら 18 
ー25 歳 の 青年 が 毛布 や コメ を 持参 し 、10 一 15 
日 間 の 奉仕 を 行い まし た 。 参加 し た 青年 団 は 、 
内 外苑 合わ せ て 、 208 団 体 、 延べ 人 員 102793 
人 で 、 各 担当 場所 、 工 種 、 団 の 名 前 や 写真 
の 了 穫 が 残っ て いま す (写真 7)。 人 で 六 


1920 征 
年 団 神 大 会 が 開催 きれ 、 当 時 の 
子 殿 下 (昭和 天皇 ) か ら 「 国 家 の 発展 は 
の 修 人 差 に あり ] と の お 言葉 ( 令 旨 (れい し ) ) を 
賜っ た こと を 契機 に 、 青 年 の 修 差 道場 と し て 外 
苑 内 に 日 本 青年 館 が 建設 され まし た 。 土 地 は 奉 
笛 会 か ら 無償 貸与 、 全国 の 青年 団 か ら の 獣 金 
で すべ て の 建設 資金 を まかない まし た 。 大 正 14 
(1925) 年 竣工 し た 日 本 青年 館 (写真 8) は 、 
1964 年 の オリ ン ピ ッ ク 時 に 二 代 目 に 、 今 回 オリ ン 
ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク に 向け て 三代 還 に 建て 替え 
られ 、 現 在 に 至っ て いま す 。100 年 の 森 の 造営 
は 、 全 国 の 若者 の 心 を 繋ぎ 、 そ の 後 の 人 材 を 
育成 する 場 づく り の 役割 も 担い 、 現 在 に も 繋 が っ 
て いる の で す 。 


eeyhaers 誠 
前 回 登場 し た 折 下 吉 延 (お り し も よし の ぶ ) 
人 
苑 」 の 「 苑 」、 ein 
明治 41(1908) 年 か ら 明 治 45(1912) 年 、 宮 
の 技師 と し て 新宿 御苑 に 勤務 し 、 2 
花壇 の 造成 手 入 に 従事 し て いま し た 。 の ち に 明 
治 神宮 内 苑 と な る 、 南 豊島 御料 地 の 管理 も 行っ 
て お り 、 そ の 一 部 の 空地 を 苗 園 に し て 、 将 来 使 
う 樹木 の 育成 を し て いま し た 。 
千 描 種 、 プ ラ タ ナス を 約 3 千本 挿 木 、 


ユリ ノ キ 
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写真 6 : 献 木 を 運ぶ 明治 神宮 造営 奉仕 の 若者 た ち (明治 神宮 提供 ) 


写真 7: 措 水 工事 事業 を 行う 愛 緩 上 人 郡 青 年 団 


「 明 治 神宮 御 写真 四 際 御 造 営 記録 」 よ り 舞 訂 


写真 8 : 外苑 内 に 敵 全 に よっ て 建て られ た 
初代 の 日 本 青年 館 (日 本 青年 館 提供 ) 


約 2 千 播 種 し た 、 と いう 記録 が あり ます 。 外 苑 の 
イチ ョ ウ は 、 この 折 下 が 自ら 描い て 育て た も の で 、 
描い て か ら 6 年 経っ た も の を 、 大 正 12(1923) 年 に 
並木 と し て 植樹 し た も の で し た (写真 9)。 内 外 
苑 の 連絡 道路 の イチ ョ ウ も 同じ 由来 の 苗木 で す 。 
「 大 規模 な 造園 工事 を 実施 する に あたっ て は ま 
づ も っ て 首 周 を 設定 し て 苗木 、 若木 の 育成 を 第 
ーー に すべ し 」 と いう の が 彼 の 考え で し た 。 

折 下 は その 後 、 復 興 局 公園 課長 と し て 、 帝 
都 復興 公園 (隅田 公園 、 浜町 公園 、 江東 公 
園 ) の 三 大 公園 を 整備 。 皇居 か ら 東 京 駅 正面 
に 通じ る 行幸 通り を イチ ョ ウ の 並木 に する と 決め 
た の も 折 下 で し た 。 復興 街路 樹 用 に 東京 天文 

吾 構内 や 、 千 葉 の 園芸 学校 (現在 の 千葉 大 学 
園芸 学部 ) 付近 に 苗 彫 を 経営 し て 育成 に つと め 
た の は 、 神 宮 造 営 時 代 に 大 規模 に 苗 財 を 経営 
し た 経験 か ら 、 若 木 か ら 思い 通り の 形 の 樹木 を 
育て る こと 、 苗 園 経営 を 通じ て 造園 を 志す 若い 
人 々 を 教育 し よう と いう 考え に よる も の で し た 。 森 づ 
くり の ノウ ハウ は 、 東京 の 並木 道 の 育成 や 、 次 世 
代 の 技術 者 育成 に も 引き 継が れ て いる の で す 。 


写真 9 : 明治 神宮 外苑 の イチ ョ ウ 並 木 
(1935 年 ( 公 時 ) 東 京都 公園 協会 所 蔵 ) 


〇 明治 神宮 内 外苑 か ら 、 

縁 の ネッ トワ ー ク ・ 都 市 経営 を 考え る 

折 下 は 、 明 治 神宮 造営 中 の 大 正 8 一 9 (1919 
ー1920) 年 、8 か 月 の 欧州 ・ 米 国 視察 に 行っ て 
いま す 。「 都 会 の 住民 が 衛生 欠く 可 ら 
ぎる も の で あり ます 。 欧 米 諸国 が 都市 計画 に 当 
り 、 公 園 に 最も 意 を 注い で いる 。」 と 帰国 後 、 公 
衆 衛生 を 主 と し 、 公園 を 重視 し た 、 衛 生 、 経済 、 
交通 の 社会 問題 を 解決 し 、 都 市 の 死亡 率 を 減じ 
る 都市 計画 の 重要 性 に つい て 述べ て いま す 。 当 
時 公園 の 多く は 、 明 治 初 年 の 神社 仏 問 の 地 を 中 
心 と し て お り 、 そ れ ぞ れ が 無関係 に 分 散 し て い 
て 、 住民 と の 繋が り も な いこ と を 指摘 し て いま す 。 

折 下 が 所 蔵 し て いた と いう 、 大 正 5(1916) 年 
時 点 の 一 万 分 の 一 の 実測 図 に 、 緑色 で 彩色 し 
が あり ます (写真 10・11)。 当 時 の 社寺 
の 緑 、 新 た に 指定 きれ た 公園 が 緑色 に 塗ら れ て 
いま す 。 イチ ョ ウ を 種 か ら 栽培 し て いた 折 下 で す 
が 、 一 本 の 木 を 育て な が ら ゃ 、 都市 スケ ー ル で 、 
緑 の ネ ットワーク を 発想 し て いた こと が 伺え ます 。 

明治 神宮 人 造営 か ら 100 年 が 経ち 、 緑 を ネッ ト 
ワー ク す る こと が 、 東京 都 の 計画 や 各自 冶 体 の 


写真 10 : 折 下 吉 延 が 所 有 し て いた 図面 
手書き で 着色 され て いる (個人 所 蔵 ) 


六 6 


写真 11: 大 正 5 年 (1916 年 ) の 地図 に 

折 下 が 可 色 で 汗 和 し た と 時 われ る 。 明 

治 宮内 2 と 外苑 、 そ れ ら を つなぐ 道 i 
明治 記念 通 の ほか 、 日 本 最初 

公園 で ある 芝 公 園 、 富 岡 八幡宮 、 上 WW 

野 有 央 公園 、 浅 公園 、 当 時 すでに 衣 

あっ た 清水 公園 比 谷 公園 や 神 

な ど が 緑色 に 塗ら れ て いる (個人 所 蔵 ) 4 


計画 に 位 な り まし た 。2 度 目 の 
東京 五輪 を 契機 に 、 100 年 の 森 の 周辺 開発 が 
進み 、 隣 接する ビル に は 、 そ れ ら の 森 を 眺め 、 
風景 の 一 部 と する よう な 人 々 が 起 う 場所 が し つ 
ら え られ て いま す 

2020 年 11 月 1 日 に 明治 神宮 内 苑 は 造営 100 
迎え まし た 。 趣 向 を 凝ら し た 最新 の ライ ティ 


づけ られ る よう に な 


(写真 12) 


年 


ング が な され 、 和 夜間 こ は 多 く の 人 が 訪れ て 
いま し た (写真 13)。 コ ロナ 掲 で も 100 年 の 礎 
は 人 々 きつ ける 魅力 が あり ます 。 それ は 100 


年 間 様々 な 形 で 引き 継が れ て 
か も し れ ま せん 
新型 コロ ナウ ィ ル ス 感 本 症 が 全 世 界 の 都市 
で 拡大 し 、 改めて 緑地 の 持つ 、 
康 、 癒 し 、 ティ の 形成 
直さ きれ て いま す 。 
これ まで の 100 年 で 積み 重ね て きた 、 森 を つく 


て きた 「 戦 略 」 な の 


コミ ュ . 


写真 12: 2020 年 6 月 に 
オー プン し た WITH 原 宿 
内 苑 の 森 が 借 早 と な っ て いる 


写真 13:2020 年 11 月 1 日 
明治 神宮 針 座 百年 奈 奉 祝 、 
夜間 特別 参拝 の ライ ト アッ プ 


それ 


り 、 育て 、 する 知識 ・ 技 術 ・ ノ ソウ ハウ 
は 森 厳 な 人 工 の 森 を 物理 的 に つく る だ ! 


怒 党 


する 人 材 を 全国 レベ ル で 育て る ノウ ハウ で も あり ま 
し た 。 明治 神宮 の 森 が 100 年 間 歩 ん で きた 道 の 


り は 、 今 後 の 都市 経営 へ の ヒン ト に な る こと で し ょ う 


【 参 考 文献 等 】 

・ 本 竹 高 徳 (1929) 「 社 寺 の 林 苑 | (雄山 閣 ) 
' 漠 彩 (2020)「 明 治 神宮 内 苑 の シー クエ ンス 景観 
が 与え る 印象 の 分 析 ] (東京 大 学 大 学院 新 領 域 創 
成 研究 科 自 然 環境 学 専攻 令 和 元 年 度 修士 論文) 
・ 明 治 神宮 外苑 七 十 年 誌 編入 委員 会 (1998) 
「 明 治 神宮 外苑 七 十 年 誌 ] 

・ 折 下 先生 記念 事業 会 (1967) 「 折 下 吉 延 先 
生業 績 禄 」 


本 連載 を 担当 し た 著者 ら に よる 本 
明治 神宮 造営 百年 を 記念 し 出版 ! 


100 年 前 の 造園 技術 者 
達 が 書き 残し た 「 林 苑 計 
画 書 ]」。 そ の パト ン を 受け 
継い だ 12 名 の 現代 の 研 
究 者 た ち が 、 森 づく り の あ , 
まり 知ら れ て いな か っ た 側 
面 を 紹介 し ます 。 持 ち 運 
び し や すい サイ ズ で 、 写 真 
に QR コー ド が つい た み ど 
ころ マッ プ も あり 、 森 の 散 
歩 が 楽し な る 1 冊 で す 。 


上 林 苑 計画 書 」 か ら 
読み 解く 明治 神宮 
ーーOO 年 の 礎 
明治 神宮 と ラン ドス 
ケー プ 研 究 会 。 著 

( 公 財 ) 東 京都 公園 
協会 / 発 行 
明治 神宮 国際 神道 文 
化 研究 所 "出版 且 成 
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序章 森林 と 人 を 結ぶ 数 式 
試論 森林 共生 住宅 の すす め 
人 の 健康 寿命 を 延ばす 共生 デザ イン の 方 程 束 Pefn(n=ー1) 


1 章 森林 ウェ ルビ ー イ ング の 先駆 者 た ち 

アー ユル ヴェ ー ダ の 試み Part] 環境 と 健康 、 そ し て 幸福 
ヴェ ー ダ の 試み Fatt2 アー ユル ヴェ ー ダ 的 建 3 
ラン ド 森 の レイ ヤー の 教え 生態 系 に 

・ げ ンタ 】 rpt faipabrCor 

稲本 正 の 今 電子 と 伝統 の 森 か ら 
ンタ 】 人 6 


2 章 タイ ム マ シン を 生み 出す 森 

サウ ナ の 源泉 を 探る 森 と 人 を 野 ぐ で タイム カプ セル 
・『 イ ンタ ピュ ー】 sj Wet 

東京 里山 秘話 [鎌田 鳥山 


・ 記 山 二 人 天 村 の 信 


3 章 熟 帯 雨林 の 環境 リア リティ ー 
Iakisenanayake AandForestPat1 

森 に 住む と いう 理想 

森 の リズ ム と 共生 し て 住ま う 

If ジ タ ビュ ー】 は my 


“すべ て は 森 か ら 
住ま いと ウェ ルビ ー イ ング の 新 ・ 基 準 


すべ て は 森 か ら 


甘 合 修 旬 


ki Senanayakg ArandForestPart2 
熱帯 雨林 が 生み 出す 本 物 の アー ト 
ラン カ の 森 が 育ん だ 建築 と アー ト の 大 合 


aklsenanayake ArtandForest Pat ヨ 


育 と 緑 の ラ ゲー ン ふた つの リズ ム の 協奏 曲 
人 体 と 神話 万 藤 の リズ ム 

Jukisene 6 

人 束 に 仁 ま 92 
南 和 三 x 分 析 x 著 合 人 


な 4 章 木材 に 投影 され る 森 の 力 


月 鈴 伐 採 と 構 原 正三 の 一 味 (いち み ・ ひ と あけ ) 


拓 野 衝 キ 原 き 
える 極地 建築 
井 通 


住ま い に 家 具 の 森 を 


| 】 相田 原 健 


デザ イン の 力 で 森 を 時 ら せ る 一 一 ) 田 司 引 の 雪 中 
PS 

終章 神 の 棲む 森 の 控 

ウイ ルス と 森 の 呪文 【 尋 | 表 衝 の 時 代 へ へ 徐 下 吾 > 落 人 


を 記 に 必要 事項 を ご 
さい 。 代金 引 紛 反 


お 名 前 


入 い た だ 
け ま す 。 小村 


も た だ 
直接 の ご 注文 の 際 は 、 下 記 URL より お 申込 みく ださい,。 


https://www.kskpub.com 


お 問合せ 先 衝 箇 次 出版 部 
池袋 210.76F 〒171-0014 


ご 送付 先住 所 


ライ ティ ング コー ディ ネー ター 資格 認定 講座 TLIXIL エク ステ リア コン テス ト 2020] 


202 1 年 2 月 に 東京 ・ 大 阪 で 開催 


同 資格 は 、 一 般 社団 法人 日 本 ライ ティ ング コー ディ 
ネー ト 協 会 の み が 認定 、 授 与 で きる 経済 産業 省 が 認 
可 す る 資格 で ある 。 オ フィ ス や 住宅 の 照明 設計 は も 


と より 、 商 業 施設 や 店 舗 建築 、 外 構 ・ ラ ンド スケ ー プ 上 


な ど 光 が 生み 出す 空間 は 多岐 に わた る 。 あ ら ゆ る 場 
面 で 、 設 計 ・ デ ザイ ン ・ 施 工 な どの 職種 に 従事 し 、 そ 
の 幅広 い 知 識 を 活か し て 活躍 する こと が で きる 資格 
で ある 。 資 格 取得 は 、 協 会 が 指定 する 講座 を 受講 し 、 
その 修了 試験 に 合格 し た 者 に 授与 され る 。 そ の 資格 
認定 講座 (集中 講座 ) が 、 東 京 と 大 阪 で 開催 され る 。 
(通信 教育 講座 は 毎月 開講 ( 全 6 回 /6 か 月 ) ) 

玉 大 阪 会 場 2021 年 2 月 6 日 ( 土 )・7 日 (日 ) 

エル ・ お お さか (天満 橋 ) 定員 20 名 

申込 受付 : 2021 年 1 月 22 日 ( 金 ) ま で 
玉 東 京 会 場 ご 2021 年 2 月 6 日 ( 土 )・17 日 (日 ) 

厚生 会 館 (麹町 ) 定員 25 名 

申込 静 付 : 2021 年 2 月 2 日 ( 火 ) ま で 

※ 開 催 要項 ・ 受 講 資 格 要件 等 は 下記 URL 参照 
田 時 間 10:00 一 17:00 (9:30 受 付 開始 ) 

※2 日 間 共 通 ・ 両 会 場 共通 
罰 受 講 料 -45.000 円 (税別 ) 

(教材 費 、 受 講 料 、 認 定 登録 料 ) 

※ 資 格 取 得 後に 年 会 費 (5.000 円 (税別 )) が 別途 必要 
罰 申 込 方 法 下記 協会 Wep サ イト より (URL 参照 
玉 問 合せ (一 社 ) 日 本 ライ ティ ング コー ディ ネー ト 協 会 

東京 都 千 代田 区 二 番 町 11-3 相互 番 町 ビル ディ ング 別 錠 

TEL : 03-6261-4762 (平日 9:00 一 15:00) 
URL-http://www.jIlCa.orJjp 


オン ライ ン セ ミナ ー 開 催 の お 知ら せ > 
SDGs 時 代 の ソー シャ ルリ ー ダ ー シ ッ プ 
研修 プロ グラ ム - 社 会 課題 の リア ル に 飛び 込む 


(公社 ) 日 本 フィ ラン ソロ ピー 協会 (会長: 浅野 史 郎 、 
理事 長 : 高 橋 陽子 ) は 2021 年 1 月 末 よ り 、 以下 の 要領 
で SDGs 実 現に 向け た オン ライ ン セ ミナ ー を 開催 する 。 
SDGs に 関わ る 現場 の 最前 線 に 立つ 人 々 の 視点 か ら 社 
会 課題 に 航 れ な が ら 課題 の 本 質 に 迫る 5 回 シリ ー ズ の 
セミ ナー で あり 、 リ アル な 社会 課題 を 知る こと を 通じ て 参 
加 者 自身 が どの よう に 関わ っ て いく か 考え る よう に 促す こ 
と を 趣旨 と し て いる 。 (参加 費 5.000 円 / 全 5 回 、 申 込 方 
法 お よび 各 講義 の 講師 等 の 詳細 は 下記 URL 参照 ) 

画 会 場 Zoom に よる オン ライ ン 開 催 
玉 開 催 日 時 2021 年 1 月 30 日 、2 月 6 日 、13 日 、 20 日 、 
3 月 13 日 ※ 全 日 程 とも 土曜 10:00 一 12:00 開催 
玉 内 容 .“ 社 会 課題 の ケー スス タデ ィ 、 ワ ー ク ショ ッ ズ . オプ 
ショ ン (当事者 へ の イン タビ ュー や ボラ ンティア 体験 等) 
画 問 合せ (日 本 フィ ラン ソロ ビー 協会) 
TEL: 03-5205-7580 FAX:03-5205-7585 
Email :jpa-info@philanthropy.orjp 
一 URL https://www philanthropy.orjp/ 


大 賞 を 含む 入賞 作品 340 作 品 が 決定 


スガ ー デ ン ヒ ルズ 抱 ) 


息 LIXIL は 「LIXIL エク ステ リア コン テス ト 2020] に 
お いて 、2020 年 6 月 1 日 一 7 月 31 日 の 期間 に 応募 の 


あっ た 6553 作品 の 中 か ら 、 大 賞 を 含む 入賞 作品 | 


340 作 品 を 決定 し た 。 同 コン テス ト は 今年 で 43 回 目 
の 開催 と な り 、LIXIL の エク ステ リア 商品 を 使用 し 
た 全国 の プロ ユー ザー か ら 施 工 写真 を 募集 し 、 特 に 
優れ た 作品 に 対し て 表彰 する も の で ある 。 最高 賞 で 
ある 「 大 賞 」 に は 、「 フ ァ サ ー ド 部 門 ] 「 ガ ー デ ン 部 門 ] 
「 ま ちな み 部 門 ] 「 エ クス テリ アリ フォ ー ム 部 門 ] そ 


れ ぞ れ の 金賞 作品 の 内 、 分 譲 住宅 で あり な が ら 一 棟 


ご と に デザ イン の バリ エー ショ ン に 変化 が あり 、 ま 
ちな み と し て の 統一 感 が 感じ られ る 点 も 高 評価 され 
た ポラ スガ ー デ ン ヒ ルズ 帳 (まち な み 部 門 ) の 作品 
が 選出 され た 。 そ の 他 、 各 賞 受賞 作品 が Web サイ 
ト (下記 URL 参照 ) で 紹介 され て いる 。 

圏 URL https://www.lixil.CO.jp/ 


元町 ショ ッ ピ ング スト リー ト (神奈 川 県 横浜 市 ) 
光 の 演出 に よる エリ ア 連 携 プ ロジ ェクト を 実施 


協同 組合 元町 SS 会 (理事 長 原 幸雄 ) は 現在 、 隣 接する 
横浜 中 華 街 ( 横 浜中 華 街 発展 会 ) と の 共同 事業 と し て 、 
街 の 相互 回 遊 促 進 と ナイ ト エ コノ ミー の 充実 を 目的 と し 


た 連携 プロ ジェ クト を 実施 し て いる 。 前 者 は 中 村橋 ( 堀 | 


| 川 ・ 左 写真 ) で 、 後 者 は 「 模 浜中 華 街 2021 春 節電 花 光 の 


ブリ ッ ジ ] と 題し て 、 市 場 通り 橋 で イル ミネ ーション 装飾 
( 右 写真 ) を それ ぞ れ 実施 。「 食 ] の 中 華 街 と [ショッピング] 
の 元町 が 手 を 結ぶ こと で 、 互 い の 回 遊 を 施し つつ 、 横 浜 


の 夜 時 間 帯 で の 経済 活動 を 促進 し て いく も の で ある 。 期 
間 中 は Instagram を 利用 し た 特別 な キャ ン ペ ー ン も 実施 


し 、 エ リア を 暑い で 横浜 市 の 経済 発 展 を 目指 し て いる 。 
代官 橋 イル ミネ ーション & 光 の ブリ ッ ジ は 、 令 和 2 年 
度 横浜 クリ エー ショ ンス クラ ム 助 成 事業 採択 事業 で す 。 
罰 実 施 期 間 /2021 年 2 月 28 日 (日 ) ま で 

圏 URL https://www.motomachi.or.jp/ 


第 24 回 木材 活用 コン クー ル 作品 募集 中 
※ ラ ンド スケ ー ブ プ 作 品 も 応募 可 


本 コン クー ル は 、 木 の ぬく も り と や すら ぎ を 未来 に 届 
ける た め 、「 木 の 良さ ] を 活か し た 作品 を 多彩 な 分 野 か 
ら 募 集 し 、 木 材 の 新しい 用 途 で の 普及 と 利用 拡大 に 
貢献 する 優秀 な 作品 を 表彰 する も の で ある 。 募集 ジャ 
ン ル は 4 部 門 。 こ の うち 第 4 部 門 で は ラン ドス ケー ブ 
作品 も 募集 対象 と を っ て お り 、 現 在 応募 作品 を 募集 
し て いる 。 (応募 方 法 は 下記 URL 参照 
玉 募 集 部 門 1. 木 造 及び 混 構造 建築 (構造 物 300m 超 え ) 
2. 木造 及び 混 構 造 建築 (構造 物 300mi 以 下 ) 3. 木質 空 間 
(イン テリ ア ・ エ クス テリ ア の 木質 化 ) 4. ク リエ イ テ ィ ブユ ー 
ス (1 一 3 部 門 以外 の 創造 的 木材 活用 事例 ※ ラ ンド スケ ー 
プ ・ イ ンス タレ ーション ・ 家 具 ・ 木 製品 な ど ) 
玉 応 募 条 件 第 1 一 3 部 門 : 建設. 設置 地域 は 国内 と し 、 
平成 29 年 1 月 1 日 か ら 令 和 2 年 末 ま で に 完成 し た も の 。 
第 4 部 門 : 令 和 2 年 末 ま で に ユー ザー が 購入 また は 利 
用 で きる も の 
画 応 募 資格 応募 物件 の 設計 者 、 施 工 者 、 建 築 主 、 
また それ ら の 合同 。 及 び 応 幕 作品 の デザ イン 事業 者 、 
生産 者 、 販 売 者 。 た だ し 相互 に 了解 を 得 て いる こと 。 
※ 連 名 で の 応募 も 可能 
画 募 集 期間 2021 年 1 月 15 日 ( 金 ) ま で 

※ 当 日 送信 まで 有効 
玉 表 彰 最 優秀 質 2 作品 ) : 農林 水産 大 臣 賞 、 国 土 交 
通 大 臣 賞 優秀 損 5 作品 ) : 林野 庁 長 官 賞 、( 公 財 ) 日 本 
住宅 ・ 森 材 技術 セン ター 理事 長 賞 、( 一 社 ) 全 国 木材 組 
合 連合 会 会 長 賞 、( 一 社 ) 日 本 イン テリ アプ ラン ナー 協会 
賞 、 日 本 木材 青 壮年 団体 連合 会 会 長 賞 ほか 各 賞 
玉 主 催 ・ 問 合せ 日 本 木材 青 壮年 団体 連合 会 

TEL : 03-5620-4806 FAX : 03-5620-4809 

Mail : mkc@mokusei.net (担当 : 砂田) 
一 URL https://mokusei.net/mkc/ 


る セミ ナー レポート > ( 公 財 ) 都 市 緑化 機構 街 ナカ 
みどり 都市 の オア シス 」 ガ ー デ ン ツ アー2020 


( 公 財 ) 都市 緑化 機構 の 主催 に より 、 東 京 日 本 橋 の ! 都 
市 の オア シス ] を 視察 する ガー デン ツア ー が 開催 され た 。 
感染 症 対策 を 徹底 し つつ 、 福 徳 の 森 ." 福 徳 神社 と 日 
本 橋 三 越 本 店 日 本 橋 庭 園 の 2 ヶ所 を 散策 。 緑地 の 維 
持 管理 を 担う イビデン グリ ー ン テッ ク 質 や 、 日 本 橋 庭 
園 の 設計 を 担当 し た 平賀 達也 氏 ( 則 ラン ドス ケー プ ・ プ 
ラス ) が 招 か れ 、 植 栽 や ヤギ ザイ ン に つい て の 詳細 な 解説 
が な され た 。 文 同 ツア ー に つい て は 引 マ ル モ 出 版 発行 
マイ ガー デン No97(12 月 16 日 発売 ) で 紹介 し て いま す 。 
玉 実 施 日 -2020 年 11 月 12 日 ( 木 ) 
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TOdUCtS 
プロ タダ クト 


バネ ル タ イ プ で スピ ー デ ィ ー に 施工 で きる デッキ 材 
置く だ け デ ッ キ 


@⑯ サ イズ 300 


公共 空間 を 中 心 に 多彩 な デッキ 材 を 展開 する ハン ディ テク ノ が 提案 する 
「 置 くだ け デ ッ キ 」 は 、 専 門 的 な 知識 や 技術 等 を 必要 と せ ず に 誰 で も 簡単 
に 設置 で きる 工法 で ある 。 手早く 施工 で きる 一 方 で 、 仕 上 が り は 本 格 的 。 
質感 ・ カ ラー の 異な る も の を 組み 合わ せれ ば 、 同 社 の 再生 木材 な ら で は 
の ナチ ュ ラ ル な 雰囲気 を 表現 し つつ 、 デ ザイ ン の 幅 も 大 きく 広がる こと で 
あろ う 。 従来 の バネ ル 式 デッキ 材 と 比べ 、 取 り 外 し も 簡単 だ 。 ま た 、 状 況 
に 応じ て カッ ト や 穴あけ な どの 加工 が 可能 な た め 、 デ ッ キ を 敷く 際 に 気 に 
な る 排水 口 周り や 避難 器具 周り 、 変 形 部 分 な ども スッ キリ と 美しく 納まる 。 


ハン ディ テク ノ 株 式 会 社 
Tel.03-5784-3913 Fax.03-5784-3973 
https://Www.handy-wood.Com/ 


身 い の し な い 水洗 式 バイ オト イレ シス テム 
BOX 型 水洗 パイ オト イレ 「 ク リナ ーI] 


微生物 の 力 で し 尿 を 分 解 し リサ イク ル 水 を 生み 出す こと で 、 水 道 ・ 下 水 
道 が な く て も 快適 に 使用 で きる バイ オト イレ ユニ ッ ト 。 身障 者 や 子供 連れ 
の 方 に も 優し い 多 目的 トイ レ 2 つ と 、 洗 浄水 を 提供 する シス テム スペ ー 
ス と で 構成 され る 。 浄 化 槽 の 設置 が 難し い 山岳 域 や 離島 な ど は も ちろ ん 、 
近年 で は 地震 や 台風 等 の 被災 地 で も 仮設 トイ レ と し て 活躍 し て いる 。 環 
境 省 ETV に より 実証 され た 無臭 性 と 循環 型 シ ステ ム を 備え 、 移 動 が 簡単 
で 組み 立て も 容易 で ある 一 方 、 衛 生 面 で も 非常 に 優秀 。 公 園 ・ 広 場 等 で 
の 大 規模 な イベ ント 時 に も 役立て られ る こと で あろ う 。 


有限 会 社 M フ ァ イ ン 技 術 サ ービス 
Tel078-940-6888 Mailinfo@mfine-service.com 
http://www.m-fine.net/ 
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石 の 質感 を リア ル に 再現 する コー ティ ング 剤 
ADD STONE 


台 発 の 装飾 塗料 メー カー (日 本 - ベ トナ ム ・ タ イ ・ カ ン ボ ジア に 拠点 あり ) 
が 提案 する 、 特 殊 な 水性 塗料 。 金 属 、 木 材 、 石 宮 ボ ー ド 、 ボ リ 塩 化 ビニ 
ル な ど 様 々 な 場所 で 使用 で き 、 塗 る だ け で まる で 本 物 の 石 の よう な 質感 
を 再現 で きる 。 自 然 石 の 調達 ・ 施 工 に は どう し て も 多大 な コス ト が つき 
も の で ある が 、 本 製品 を 用 いれ ば 簡単 に 本 格 的 な 石造 り の 風合い を 生み 
出せ る 。 現 在 は 屋内 外 を 問わ ず 、 商 業 ビ ル 、 住 宅 や 別荘 、 公 共 建 造物 な 
ど で 幅 広く 使用 され て いる 。 街 中 の 公園 や オー プン スペ ー ス 等 で も 活 曜 
が 期待 され る だ ろう 。 (施工 方 法 や カタ ログ 等 は 下記 URL 参照 ) 


Aberdeen Decoration Co..Ltd 
Tel0584-43-5974 Mailaddjp@aberdeco.Com 
https://Wwww.aberdeco.Com/jp/ 


フッ トバ ルプ 式 手洗 い 各 / ハ 
PLAVO (プラ ヴォ ) 


WAA-O011 

ソー プ デ ィ ス ペン サー 付き 
@ サ イズ 。 
W1020xD575xH740 

人 @ 重 量 57kg 

交 他 に ソー プ デ ィ ス ペン サー 
無し の 通常 タイ ブ (WAA-0010) が ある 。 


サカ エ は 衛生 面 に 配慮 し て 手 を 使わ ず に 水 が 出せ る 「 フ ッ ト バ ルプ 式 」 
を 採用 し た 手洗 い 器 fPLAVO (ブラ ヴォ )」 を 開発 し た 。 厚 生 労働 省 か ら 「 新 
し い 生 活 様式 の 実践 例 ] と し て 身体 的 距離 の 確保 や マス ク の 着用 と 共に 
「 手 洗い ] が 、 そ し て 国士 交通 省 か ら も 「 身 近 な 公園 利用 の 4 つの ボイン 
ト 」 の 一 つと し て 「 こ まめ に 手洗 い を する 」 と いう 項目 が 掲げ られ て いる 。 
し か し 公園 (屋外 ) で は 手軽 に 手洗 い が で きる 場所 が 意外 と 少な く 、 今後 
公園 に お ける 手洗 い 場 の 充実 が 課題 に な る こと が 考え られ る 。 サ カエ は 
PLAVO に より 「 公 園 で の 手洗 い 習 慣 ] が 新しい 生活 様式 と し て 定着 し 、 
感染 症 の 予防 に つなが る こと を 期待 し て いる 。 


株 式 会 社 サ カエ 
Tel.0422-47-5981 (本 社 ) 
https://www.sakae-Kk.Com 


OOks 
ブッ ク 
38 億 年 の 生命 史 に 学ぶ 生存 戦略 


稲垣 栄 洋 著 PHP エディ ター ズ ・ グ ルー プ 発行 
四 六 判 ・240 真 定価:1.500 円 (税別 ) 


私 達 の 経済 や ビジ ネス は 、 一 般 に "自然 " と は 相対 する も の と し て 位置 づけ られ が ち だ 。 し か し 、 人 
間 を 自然 界 に 生き る 生物 の 一 種 に 過ぎ な いと する な ら ば 、 そ の た っ た 一 種類 の 生物 に よる 営み が 、 
人 間 以 外 の 生物 の それ と 似通っ て いる と いう の は 決し て 不 自然 な こと で は な い 。 本 書 は 人 間 以 外 の 
生物 が 繰り 広げ る 多種 多様 な 生存 戦略 か ら 、 私 た ち 人 間 の ビジ ネス 戦略 の ヒン ト を 見 出す こと を 試 
みた 1 冊 で ある 。 日 々 我々 が 目 に する 野 の 草花 (雑草 呼ば わり され る も の も 含む お ) や 昆虫 、 鳥 な ど 
は 、 例え 東京 都心 部 の よう な 街中 で あっ て も 常に 「 生 き 残 り ] を か けた 戦い に さら され て いる 。 時 に 
椅子 取り ゲー ム の ご と く 生 息 環境 を 奪い 合っ た り 、 あ る い は カブ トム シ と クワ ガタ 等 が 例 に 挙げ られ る 
が 、 時 間 帯 や 場所 を 少し 「 ず ら す 」 こと で 共存 し た り …… 生 物 た ちの 生き 残り 戦略 は 極め て 多彩 で 
興味 深い 。 そ し て 、 憩 小 な 静 者 が 必ず し も 減 び 行く わけ で は な いと ころ も 見 逃 せな い 。 本 書 で 取り 扱 
われ て いる 生物 種 は 多岐 に わた る が 、 そ の 中 に は ビジ ネス に 繋が る ヒン ト が 何かしら 存在 する は ず だ 。 


昭和 レト ロ 間 取り 探訪 大 大 阪 時 代 の 洋風 住宅 デザ イン 


橋爪 紳 也 著 青 幻 舎 発行 
B6 判 ・248 頁 定価 :2.300 円 (税別 ) 


建築 史家 橋爪 紳 也 氏 が 大 大 阪 時 代 (大 正 時 代 一 昭和 戦前 期 ) に 開発 され た 関西 郊外 の 鉄道 
沿線 の 住宅 案内 広告 より 、 洋 風 モ ダン な 家屋 の 「 間 取り ] を 約 180 点 厳選 紹介 する 1 冊 。 こ 
こ で 採り 上 げ ら れ て いる 洋風 モダ ン と は 、 純 粋 な 欧米 式 の 建築 で は な く 、 明治 時 代 以降 に 欧米 か 
ら 取 り 入れ られ た 椅子 と テー ブル を 用 いる 生活 と 従来 の 崇 に 座る 和 式 の 生活 を 融合 させ た 、 日 本 な 
ら で は の 和洋 折 表 型 の ライ フス タイ ル を 指す 。 掲載 内 容 は 平面 図 と 側面 図 を 軸 と し た 図面 が 大 半 
を 占め る が 、 そ の スタ イル は 現代 と 比較 し て も 有色 な い ほ ど に 多様 性 に 満 る て お り 、 全 体 を 通し て 
みる と 当時 の 生活 文化 が 見 えて くる 一 方 、 家 主 個々 の 異な る 暮らし ぶり や 生活 に 置い て 重視 し て 
いた 点 な ども 垣間見 えて くる 。 異 国文 化 を 柔軟 に 取り 入れ つつ 自国 流 に アレ ンジ する こと は 多 方 面 
に お いて 日 本 な ら で は の 手法 で ある が 、 そ れ が 家屋 に お いて も 同様 で ある こと 、 そ し て 形 や 機能 こ 
そ 更 新 さ れ て いる も の の 、 現 代 に も また その スタ ンス は 引き 継が れ て いる こと を 実感 する 。 


現象 の デザ イン 自然 美 が 出現 する 庭 を つく る 


壇 生 外 章 著 彰 文 社 発生 人 
A5 判 ・222 頁 定価 :2200 円 (税別 の 


本 書 著 者 は 長年 富山 県 職員 と し て 公共 空間 の 公園 ・ 広 場 づく り に 携わっ た 後 、 現 在 は アー ト プ ロ 
デュ ー サ ー や 絵画 ・ イ ンス タレ ーション (現象 造 景 ) の 制作 等 に 取組 ん で いる 。 同氏 は 本 著 に お 
いて 、 自 然 美 を 如何 に し て 庭 空間 に 取組 むか を 追究 し 、 人 と 自然 と の 関わ り 方 を 、 庭 ひい て は 外 
空間 の プロ の 視点 か ら 考察 し て いる 。 そ も そ も 庭 の 目的 と は 人 の 暮らし に 最も 身近 な 生活 環境 の 
外 空間 に 自然 を 導入 する こと と 言え る が 、 まず 人 の 手 に より 形 が 作ら れ 、 自然 の 力 に より 植物 等 が 
育つ こと で 構成 され て いく の が 基本 だ 。 し か し な が ら 自宅 と 職場 を 往復 する か 、 あ る い は テレ ワー ク 
で 自宅 か ら な か な か 動か な い 昨 今 の 日 常に お いて は 、 自 然 と は 如何 な る も の か を 知る 機会 すら 乏 し 
い 。 本 書 で は 庭 に 自然 を 招き 入れ た 公園 や 庭 の 事例 を 解説 する こと は も ちろ ん 、 や や 暮らし か ら か 
け 離 れ た 感 の ある 日 本 元 来 の 自然 現象 その も の に つい て も 詳し く 綴 ら れ て いる 。 
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LANDS5CAPE 
DEG51IG IN バッ ク ナ ン バー の ご 案内 


屋 刺 識 No1-4 No6-8 No20 No23-24 No.41 48 No60-61 no64-65 No71 No75-76 No79 noB1 No83-84 no86 No88 No 91-92 nc94 No97 na99 nc.102 no106 No108 


No82 [2012 年 2 月 呈 ] No83 [2012 年 4 月 No84 [2012 年 6 月 号 No85 「2012 年 8 月 号 Nog6 「2012 年 10 月 呈 ] No87 [2012 年 12 月 号 ] 
ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2011 特別 養 衣 老 人 ホー ム の 緑 と オー プン スペ ー ス の 価 価 東京 スカ イツ リー タウ ン * と 本 の 風 が ふき ぬけ る 団地 再生 と シテ ィ スケ ー プ ・ 
「 新 し い 風景 」 を 求め て ( 売 ) 街 づ くり 美しい 東京 の 公園 へ デザ イン 
(完売) (発売) 


中 


No.88 |2013 年 2 月 号 ] No.89 「2013 年 4 月 号 No90 |2013 年 6 月 号 No91 2013 年 8 月 号 
ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2012. 第 29 回 全国 都市 緑化 フェ ア 何 を リノ ペー ショ ン する 公園 を も っ と 楽し く 
(発売) TOKYO REPORT 


No92 「2013 年 10 月 号 ] No93 |2013 年 12 月 号 | 
遊び 環境 を 考え る 今 、 欧 米 で 話 | 
(発売) 環境 先進 都市 


人 


No94 「2014 年 2 月 号 ] No95 「2014 年 4 月 号 ] No96 「2014 年 6 月 号 No97 「2014 年 8 月 号 ] No98 「2014 年 10 月 号 ] No99 [2014 年 12 月 号 ] 


ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2013 大 阪 に セン トラ ル パ ー ク を ! 州 ラン ドス ケー ブ の 人 と 痢 市 を 虹 ぐ 地域 に 職 か れ た コン パク トシ ティ と まち づく り 
(人 売 ) こ ニュー ウェ ー ブ 緑 の ラ ンド スケ ー プ キャ ン パ スラ ンド スケ ー プ 信和 


( 便 ) 


LANDSCAP LANDSCAPE LANDSCAPE 
DESIGN jm DESIGN ws DESIGN 


モモ =- = モ = === 


No.100 |2015 年 2 月 号 ] No101 |2015 年 4 月 号 No.102 [2015 年 6 月 号 No.103 |2015 年 8 月 号 ] No104「2015 年 0 月 号 ] 
ラン ドス ケー プ デ ザ イン シル クロ ー ド 注 漫 土木 か ら 見 た ラン ドス ケー プ 駅 前 再開 発 と まち つく り まち を 人 快適 に する 


No.105 [2015 年 12 月 号 | 
ンド スケ ー プ ・ ア ー バ ニズム 


20 年 の 変遷 (人 売 ) 緑化 マネ ジメント 
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Ne.106 [2016 年 2 月 号 ] 
ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2015 
定価 2.032 円 (| 
特集 楼 上 水 ドス ケー ブ - 
プラ ス 、 生 長 の 守 赤 坂 / 屋 守 いのち の 
千林 フィー ルド フォー デ ザイ ン オ フィ スキ 
清水 人 設計 本 部 . プラ ウド シテ ィ 新 阪 
軸 コ ン サル タン ト 環 境 デ ザイ ン 研究 所 
TOYOSU22 グリ ー ン クロ スプ ロジ ェクト 
日 本 設計 上 オン サイ ト 計 画 計 事務 所 他 
IMORE 自 人 か 5 学ぶ 一 和 川浦 和 き ん の 大 づ 
の 9 


LAND5CAPE 
DESIGN -ww 
いる 


| パブリ クス ペー ス の 


No.109 [2016 年 8 月 号 

都市 が いき る 

「 パ プリ ックス ペー ス 」 の 活用 
定価 2.032 円 

性 [対談] 都市 に 多く [パプ リッ クス ペー スズ] 
と は 事 特 村 メ 誠 場 正 尊 、 水 者 大阪 の 取 
組み 、 木 当選 歩道 空 間 束 人 事業 他 和 石 
東部 地区 津波 和 点 束 人 事業 フロ トブ 
ロジ ェクト 1 Woris 深江 京 憎 台 プロ ジェ 
ト 戸 田 芳村 風景 計画 、 タ レデ ィ アグ リ 
コー ル 銀 行 本 社 の ラン ドス ケー プー Takano 
Iandscape Plannning+Ateler Kaba 人 


No112 [2017 年 2 月 号 ] 

ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2016 
定価 2.032 円 

香代 品川 シー ズン チラ ス ノー スガ ー デ ン と サ 
ウス ガー デン 大成 設 、 東 京 ガー 
ラス 記 放 井町 設計 組織 プレ イス メデ ィ ア 。 
EXPOCITY 風 コ ン サル タン 環境 デザ イン 
研究 所 東急 プラ ザ 人 座 キリ コテ ラス ・ 委 
害 民 村 公国 時計 † 石 瞳 エ ク メ テリア 
伊 麻 サミ 国 偉 メデ ィ ア セン ター ア ネ ッ 
クス の 放 西田 正 科 ラ ボス ケー プ ・ デ ザイ ン ・ 
アト エ 他 


LANDSCAPE 
DE5IGN -ww 


ememeseo 


LANDSCAPE 
DESIGN ww 
市 殿 が 幸 の まち づく り 


No107 「2016 年 4 月 号 ] 

震 災 痢 異 の た め の 

「 コ ミュ ニテ ィ 」 づく り 

定価 2.032 下 

符 集 石 者 ・ 川 の 上 プロ ジェ クト 、 地域 の 
種 市 民 の 手 で 進め る 衝 穫 の 区 づく り 、 
陸 人 つき 邊 欠 学 校 ] の 活動 、 プ レー パウ 
ス て ん ば く プ レー バー ク 小 屋 再 建 プロ ジェ ク 
ト 、 Worts オム ロン ヘル スケ ア 新 本 社 プ ラン 
ドス ケー プ デ ダ イン 。 夫 木 誠人 町 地区 防 
財 公 園 区 本 備 ご ヘッ ズ 大 阪 、Le Mont 
Fi Aelerkaba 他 


No110 2016 年 10 月 号 

市 民 が 主役 の まち つく り 

定価 2.032 円 

特集 左近 山 団地 理生 プロ ジェ クト STGK 
inc。 太 陵 ロ ー ズ ガー デン 他 、 革 洋 ナ 
ミイ タ ・ ラ ボ 他 設 時 小林 治 人 (和束 京 ラ 
ボス ケー ブ 研 究 所 ) WVorts 神田 多 町 テテ 
スス クエ ア NL し A 晶 建設 計 、 と お り 町 
Sweet Garden UID More 長崎 人 所 
の 道 」 ラン ドス ケー プ 五島 守 子 (長崎 大 
学 層 科学 部 教授) 他 


No.113 [2017 年 4 月 号 

第 33 回 全国 都市 緑化 横浜 フェ ア 
定価 2.032 邊 

特集 第 33 回 生還 都市 緑 化 横浜 フェ ア . 
みな と ガー デン 会 場 、 里山 ガー デン 会 場 
Works グラ ン モー ル 公 園 三菱 地 所 設計 
アン ド ウォ ー ク ヨコ ハマ アール ・ ア 
イ ・ エ ー 東 京 支社 、 春仙 横 支店 、 ラ 
ボス ケー プ デ ザ イン More ( 対 多 ) 20 年 を 
経た 「 ア クロ 福岡 ] 天 祥 の 等 ご エイ エフ ・ 
ピル 管理 、 内 山地 寺 設 京都 ラン ボス ケー 
プ デ ザ イン 属 他 


LANDSCAPE 
DESIGN mw 


LANDSCAPE 


DESIGN -we 


ee 


No.108 |2016 年 6 月 号 ] 
公園 を 楽し む パ ー ク マネ ジメント 
定価 2.032 円 (| 

特集 東京 の パー クマ ネジ メン ト 、NPO 法人 
ハマ の トウ ダイ バー クキ ャ ラバ ン 、 秋吉 の 
氷見 朝日 山 公園 、 都 心 の 公園 の 育て 方 、 
地域 に 開か れ た 東 高 公国 、 尼 骨 の 
森 中 央 経 地 、 椿 森 コ ム ナ に 見 る 、 賑 わ う 広 
場 づく り の スタ イル 、NPO 法人 プレ ー パ ー ク 
せたがや 他 Works 太田 公園 景観 設計 
室 タ ブラ ・ ラ サ 、 ペ ン ブ ロー ク 大 
ズ 圧 島 設計 室 他 


No111 [2016 年 12 月 号 ] 
子ども の 遊び 場 っ て 何 ? 

定価 2.032 円 

特集 1 子ども の 癌 び 場 と は 能 必 重治 、 ポ ー 
ヤレ ンド プレ イヴ ィ ル 天王 公園 他 特 療 2 そ 
の 場 に 生ま れる 様々 な 関係 を 「 光 り ] で つ な 
で 人 田 本 、 画 家 が 絵の具 を 投 う よう に 
り を 電 う 小野 和雄 他 Worls Brlla 用 
江 faim&Gardens プ タ カ グリ ー ン ・ フ ィ ー ル 
ズ 他 More アス リー ト ・ 観 客 に 優し い 道 づく り 
に 向け た 提言 "国土 通 光 局 他 


No114 「2017 年 6 月 号 ] 

オー プン スペ ー ス と し て の 
街路 ・ 守 路 樹 

定価 2.032 円 

特集 2020 東京 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ 
ク に 向け た 千村 の 本 拡大 藤井 英 二 
郎 、 丸 の 内 人 通り 、 江 戸川 区 の 客 本 
政 、 社 会 守 際 か ら 見 える 条 多 の 活用 、 桜 を 
信 る 東北 の 人 々 と 復 異 の 今 桜野 委 充 他 
Worts 東根 市 公益 文化 施 放 まな びあ テラ 
スー 山下 設計 ソラ アソ シェ イツ 、 明石 の 
訟 信 林 半 設 計 他 


No.115 2017 年 8 月 号 ] 
公園 を も っ と 使 お う ! 

定価 2.032 円 

特集 「 公 園 」 を 使い 倒す 町田 誠 、 井 の 
頭 公園 アー トマ ー ケ ッ ツ 、 民 間 参 入 を 、 公 
の 坊 カ アッ プ に つなげ る 公益 遂 元 シス テム 
の 怖 東 京 者 公田 会 、 み まわ り の 誠 
清水 負 他 、 導 小口 企 工 が 行 く 。 パー 
クマ ネジ メント の 最前 弥 季 Works 深川 ギャ 
サリ アー グラ ッ ク 他 More 「 僕 の 作品 の 素材 
は 社会 で す 。」 明 凶 促 他 


LANDSCAPE 
DESIGN -w 


Ne.116 [2017 年 10 月 号 

第 33 回 全国 者 市 緑化 横浜 フェ ア 
が 残し た も の 

定価 2.032 円 

特 信 [寄生 横 泊 市長 林 文子 第 33 回 
全国 人 市 緑 化 よこ は ま フ ェ ア を 振り 反っ て 
病 33 回 全国 人 市 緑化 よこ は ま フ ェ ア が め 
ざす も の 白砂 伸夫 、Garden Necklace 
YOKOHAMA2017、 第 34 回 全国 者 市 緑 
化 は ちあ うじ フェ ア 他 Vorts 福徳 の 章 
本 設計 朝原 人 開 他 


LANDSCAPE 
DESIGN -wm 


No.117 「2017 年 12 月 号 | 


グリ ー ン イン フラ 

定価 2.032 円 

特集 [イン タ ピ ュ ー] 浦 井 失 之 グリ ー ン イ 
ン フ ラ に つい て 話 そ う 、 ホ トリ ア 広場 


半 地 所 設計 、[ 対 肛 ] グリ ー レ イン ブラ を 
語る こと は ラン ドス ケー プア ー キ テク ト の 隊 
能 を 語る ご と. エネ ルギー の 自給 自足 を 実 
現し 地域 の 新た な コミ ュ ニ ティ の 場 を つく 
る 人 、Works MAJES MOTO-AZABU 他 
GARDENS 戸田 半 風 景 計画 Moe 
PIOTR KOWAISKI 風 人 他 


No118 [2018 年 2 月 時 
ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2017 
定価 032 円 
人 き 精 特集 【 座 訪 会 】 サカ タ の タネ 本 社 ビ ピル 
22 年 の 緑化 技術 を 撫 り 返 っ て 博信 左近 山 
みん な の に わ 。 STGK、 上 野 動物 園 弁天 門 ・ 
子ども 動物園 すてっぷ 景 デザ イン 研究 所 、 
天王 公園 エト ラン スエ リア て ん し ば ーー ビュ 
マス 中 工務 店 、GINZA SIX GARDEN 
設計 組織 プレ イス メデ ィ ア 、 京 都 グ ラン ペ 
ル ホ テル ノン ラ ・ ア ソシエ イツ 、 コー ナン 江北 
イン ター 店 画 芸 能 「Garders] 。 グ ラン ツ 他 


ANDSCAPE 
SIBN 


No.119 「2018 年 4 月 号 
広場 建 穫 


定価 2.032 円 

計 天 特集 日 比 谷 パー ク フ ロ ント ラン ドス 
ケー プ デ ザ イン 電信 名 科 公 園 tonanno 
マウ ント フジ アー キテ クッ スタ ジオ 、 天理 駅 前 
白 場 CoFuFun ご デザ イン オフ ィ ス nendo、 
YOSHI PAVILION 芦 澤 加 一 永 拓 
生 + 松 同 拓 公 雑 + 條 立 大 学 ( 芦 涯 
竜一 研究 室 未 井 拓 生 研究 室 ) 他 Woct 
相 山 女 学 国学 虹 幼 生保 育男 環 
堆 デ ザイ ン 研究 所 人 


LANDSCAPE 
DESIGN 


No.120 [2018 年 6 月 号 | 

キャ ン パ スラ ンド スケ ー プ 

全 価 2032 円 

半 計 特集 太 六 裕 泌 庭 - 積水 ハウ ス , 坂 
信和 建 筑 研 究 所 設計 組織 PLACEMEDIA 
特集 近 赤 大 学 東大 阪 キャ ン パス 西門 広 
場 EDESIGN, NTT フ ァ シ リティ ー ズ 、 
健 杉 大 学 域 北 キ ャ ン パス 自 夏 伸 夫 
+ARTFUSION、 実子 大 学 日 野 キャ ン 
バス STGK Inc、[ イ ンタ ピュー] 仙田 満 
大 学 キャ ン パ ス は みん な で つく る Works リ 
ヴァ ー ジ ュ の 底 佐 々 本地 


LAND5CAPE 
DESIGN 


Nor121 |2018 年 8 月 号 ] 

公民 連携 の まち づく り 

定価 2.032 円 

財務 イン タビ ュ ー 本 下 斉 エリ アイ ノ ベ ー ジ ショ 

ン ・ ア ライ アン ス 代表 理事 ) 公民 光 事業 

は 地方 の 自治 和 | を 変え られ る か 、 オ ガー 

ルプ ロジ ェクト , オガ ー ル 広場 、 な つか し き の 

あぁ た らしき を つく る 、 公国 が まち を 変え る 一 宮 

塚 公園 他 Works 赤坂 イン ター シテ ィ AIR 
日本 設 計 他 More 木村 抽 合田 

政利 (ニッ コー 代表 取 締 後 ) 人 


No.122 「2018 年 10 月 号 ] 
台湾 ラン ドス ケー ブ の 今 

定価 2.032 円 

CLOSE-UP 客家 寺 文 化 中 心 メ 
カノ ー 等 語 イ ンタ ピュー 台 清 の ラン ドス ケー 
プ 事 情 と 政治 の 病 作石 村 壇 需 、 符 人 
山河 公園 生 委 負 高野 ラン ドス 
ケー プ ・ プ ラン ニン グ 本 台 滴 支 店 、 宮藤 の ま 
ち つ くり 田中 央 工作 明 + 衣 要 癌 に よる 「 線 
邊 活動 、 大安 森林 公 国 他 Wors オ 
オン ラ モ 松田 みず き 拓 丘 開 例 、 シロ アナ 
ウイ ン 他 


No.123 [2018 年 12 月 号 

場 で 生ま れる コミ ュ ニ ティ 

定価 2.032 円 

CLOSE-UP 【 導 ] 川 和 保 育 園 移転 計 

画 里山 を 残し 、 活 用 する 方 法 を 探る 特 人 

jirochaya か 5 人 と 街 の 新しい つなが り 方 を 

考え る 三島 由樹 (フォ ルク )、 地 域 を 醸す 
油 原 補 綱 (EDGE HAUS)、 コ ミュ ニテ ィ 

は 短 が 立つ よう に 生ま れる も の 田中 元 子 

(ダラ ンド レベ ル ) 他 More フォ ー シ ー ズ ンズ 

ホテ ル 京都 プラ ンド スケ ー プ デザ イン 他 


LD136 FEBRUARY 2021 
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No124 [2019 年 2 月 号 ] 

ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2018 
定価 2032 円 

計 特集 山口 ゆめ 花 居 策 35 回 全国 者 市 
緑化 や まぐ ち フェ ア : 花 の 谷 フラ ワー・ 
ラン ドス ケー プ 栖 島 あ どり 、 底 の パビリオン 
ゾー ン 特集 ダブ ルッ ツリ ー by ヒル トン 沖 剖 北 
谷 リ ゾー ト 光 草 純 アン ドア ソシエ ー ツ 玉 
設計 事務 所 、 水 扶 佐 際 あ や め パ ー ク 。 グ ラッ 
ク 、 < ら 説 定 こども 国 き くら 妨 可 コ ト 華 
1AB、 パ ッ シ プ タ ウン 設計 組織 プレ イズ メ 
ディ プ 他 


No.127 [2019 年 8 月 号 ] 

街 を よく する まち づく り 

定価 2.032 円 

情 上 まち な クリ 「 ま ち だ アル タ ミ ラス トリ ー ト | 
まち クリ 実生 委員 会 、[WORK PARK 

PACK] プロ ジェ クト 流 谷 未来 デザ イン 

性 朝 ヒロ バ ! ご 京王 不動産 , VULD Wo 

G-BASE 田町 フィ ー ル ド フ ォ ー・ デ ザイ ン 

オフ ィ ス 、 新 地表 穫 ワ イナ リー ご 華 俊 華 

RrLand 北京 村 計画 設計 事務 所 、 岸 根 

公園 護岸 デッキ 改修 横井 局 

北部 公園 緑地 事務 所 他 


No.130 [2020 年 2 月 号 ] 

ラン ドス ケー プ ワ ー ク ス 2019 
定価 2.032 円 

精 儲 フサ キ ピ ー チ リゾ ー ト ホテ ル 8 ヴィ ラズ 
入 治 半生 所 、 ド レッ セ 相 市 場 
長谷 エコ ー ポ レー ショ ン 、 ハ サロ ー・ オ ン ・ エ 
イス ンプ ブレ イス 、 プ ラウ ド シ ティ 伊 月 風 コ ン 
サル タン ト 理 境 デザ イン 研 究 所 、 ブ ラン チ 相 
浜 南 人 市 場 ご STGK。 伊勢 国立 公園 
横山 層 台 胡 赤 本 和 交 プロ ジェ 
外 ヒュ マス 舞風 二 期 プロ 
ジェ クト 戸田 注 司 風 和 計画 他 


Nor133 [2020 年 8 月 号 ] 
Lardscape Works 2020 上 半期 
2032 円 

詩 ブル ガリ ホテ ル 上 海 / ラ ンド スケ ー プ デ 
ザイ ン .、 新港 ふ 釧 客船 ター ミナ ル (横浜 ハ 
ンマ ー ハ ツボ) 戸田 革 風 景 計画 、 ウ ッ ド 
ヴィ ル 麻布 ご 村井 沼 介 デザ イン スタ ジオ .「 オ 
トゥ イ ュ 」 ロ ー ラ ン ・ ギ ャ ロス Atelier Kaba 
租 湖 風 太 特定 区 高野 ラン ドス ケー プ ・ 
プラ ン ニ ング 台 洒 支 店 、 測 南 角 廊 医療 大 
学 " DESIGNSHIP 石上 エ クス テリ ア 他 


LAN 
DE 


DSCAPE 


No.125 [2019 年 4 月 号 ] 
街 を つなぐ 再開 発 


比 谷 ホプキンス アー キテ クツ 、 晶 設計 


記 史 下 山 ラン ドス ケー ブー 大 
成 設 、 ザ ・ カ ー デ ンズ 東京 王子 長谷 工 
コー ボレー ショ ン Worts 箱根 小 江 天 佐 
日 本 設 対 、 ナチ ュ の 吾 高野 ラ ンド スケ ー 
ププ ラン ニン グ 他 


No.128 [2019 年 10 月 号 ] 
暑 さ 対策 

定価 2.032 円 

特 入 雨 旋 と いう ソリ ュー ショ ン 式 本寺 裕 、 
婦 で 者 市 を 誰 や す 、 書き 対策 技術 民 等 の 
示 倍 Woris 和民 前 池 著 天 条 小林 ラ 
ンド スケ ー プ ・ ア トリ エ + 環 長 デザ イン 事務 
所 長谷 エ テク ニカ ル セ ンタ ー 長谷 エコ ー 
ボレー ショ ン . THE THOUSAND KYOTO 
アソシエ イツ Nore 都市 生 
恨 に 満 する 拍 計 旋 国 ご ブル ー ス ・G・ 
シャ ー キ ー 他 


No.131 [2020 年 4 月 号 ] 
地方 を 豊か に する 

キャ ン パ ス と オフ キャ ン パ ス 
定価 2.032 円 

特集 「 揚 昌 立 大 学 永平寺 キャ ン パ バス] か 
ちの 風 入 づく り 進 土 五 二 人 ( 格 立 大 
学長)、 遂 時 オフ キャ ン パス 、「RYUBOKU 
還流 提 立 
学科 を 新 幸 し た 褒 川 女 


谷口 大 設計 事務 所 大 成 設 一 引 建 
代 二 事 務 所 二井 六 介 デザ イン スタジオ 他 


No.134 [2020 年 10 月 号 ] 
公園 を つく る 、 つ か う 

定価 2.032 円 

重信 末田 グラ ン ペリ ー パ ー ク RdLizape 
ティ ー ハ ウス 填 設 計 事 務 所 , 半 緑 地 設 
計 事 務 所 , 町田 市 , 東急 、 小 さ な 公園 活 
用 プロ ジェ クト 介 島 区 政和 経営 部 「 わ た し 
らし く . 草 ら せ る まち 。] 推進 室 、 新 た な パー 
クマ ネジ メン ト の 担い 手 ご 特定 非 営利 活動 
法人 NPO bmh 他 Wors JAPAN SPORT 


ーー ミー OLYMPC SQUARE 三菱 地 所 設計 他 
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No.126 [2019 年 6 月 号 ] 

団地 再生 と コミ ュ ニ ティ の 再生 
定価 2.032 円 

析 代 委 の 団地 一 その 純 き 猪股 ( 神 
奈川 住宅 供給 公社 理事 長 。)、 第 15 回 団 
地 再生 シン ポジ ュ ウム 報告 サス テ ナ ブ ル な ま 
ち づ < り "エリ ア 活 性 化 " の "広域 で の 安定 
雪 で 再生 する 団地 再生 コミ 


No.129 [2019 年 12 月 号 ] 


グリ ー ン イン フラ と : 
定価 2.032 円 
特等 虎 演 用 水 広場 (多治見 駅 北 広場 ) 
オン サイ ト 計画 設計 事務 所 、 者 市 型 ビオ 
トー プ 東急 建設 、 人 口 ・ 経 済 縮小 時 代 
の ラン ドス ケー プー トリ ノエ 科大 学 ・ 東 京 大 
学 UNLNUA プロ ジェ クト チー ム Worls 早 
条 田 大 学 37 号 遂 早稲 田 アリ ー ナ 山下 
設計 、 清 水 建 朗 、 プ レイ ス メ デ ィ ア 、 洒 南 
公園 墓地 ・ 茅 ヶ 綱 第 二 寺 園 ご グラ ン ツ 他 


ドス ケー プ 


No132 [2020 年 6 月 号 ] 
団地 再生 と 地域 再生 

定価 2.032 円 

特別 半生 王室 一 氏 の 提 計 日 
本 度 園 の 真 館 と 人 間隔 性 の 一 体 稚 人 


二 宗 地 再編 プロ ジェ クト 神奈川 県 儲 
許 代 給 公社 、 ク ルー ア 軽 井沢 ご 導 訂 
代 (PLAN)、 Closeup-Project 万 花 科 
office ma Works 名 麻 「 木 石 (せき )] 


トッ プラ ン ニ ング . 法 了 寺 の 住 宅 の 放 
人 本園 股 計 人 


Ne.135 |2020 年 12 月 号 ] 
災害 に 強い まち つづ くり 

定価 2.032 円 

本 寺 【 符 別 企画 座 誠 会 】10 征 目 を 迎え る 東 
日本 大 民 災 「 欠 浩介 と 行く 補選 地 視 
バス 請 演 ツア ー] を 舞 り 返っ て 、 荒川 第 一 
沖 箇 池 の 水害 対 効果 と 利 活用 、 デザ イン 
マタ ー ズ 。 永松 功 一朗 WAN、 吉 市 
四 料 館 Worls ANA InterContinental 
bhigaki Resort 大 成 設 、 価 流 ・ 緑 水 
流 要 松 コ ー ポ レー ショ ン 他 


LANDSCAPE DESIGN 定期 購読 


年 間 定期 購読 料 (6 氏 ) 1 1,5000 牛 @ ふ ) 


ここ が お 得 ! 定期 購読 
1. 割 引 価格 で ご 提供 いた し ます 


定期 購読 な ら 1 冊 あ た り の 単価 は 1.917 円 。 
年 間 で 690 円 お 得 で す 。 


2. 送 料 無料 で 、 ご 希望 の 住所 まで お 届け いた し ます 


定期 購読 中 は 発売 日 に 合わ せ 、 弊 社 より 雑誌 を お 送り し ます 。 
も ちろ ん 送料 は 無料 で す 。 


文 購読 満了 の 際 に は ご 案内 いた し ます 。 ※ 中 止 の 場合 は ご 連絡 くだ さい ます よう お 願い し ます 。 


銀行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 ご 一 報い た 
文 郵 便 振込 を ご 利用 の 方 は 、 ご 一 報い : 


文 問合せ 
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ごい た 上 、 右 記 口 座 へ お 振込 くだ さい 。 
いた 上 、 右 記 口 座 へ お 振込 くだ さい 。 


三菱 UFJ 銀行 渋谷 中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 
郵便 貯金 口座 口座 番号 :00170-4-70822 株 式 会 社 マ ル モ 出 版 
埋 マ ル モ 出 版 (担当 : 一 ノ 瀬 ) 〒 154-0017 東京 都 世田谷 区 世田谷 1-48-10 GranDuo 世田谷 VI 102 号 TEL03-6432-6026 FAX.03-6432-6045 


MyGARDEN 


バッ ク ナ ン バ ー の ご 案内 


ーー No.89 (2018 年 12 月 発売) 
MyGARDEN | i ロ yy 誠人 


花 の 谷 ソ ゾー ン の カラ ー プ ラン ニン グ 
定価 1.222 円 

山口 ゆめ 在 僚 花 の 吾 ソ ー ン の カラ ー 
プラ ン ニ ング 本島 みどり 福島 を 元気 
@ フ ルー ツ ファ ー ム カト ウ @ ウ イン ター 
ガ ) こ が れ て 旬 コ ペン ハー ゲン の 
ロー ズ ガー デン を 肪 ね て 白人 夫 全員 
県 駅 前場 の ロー ズ ガ ー デ ン 石和 泉 

甲府 信良 座 ・ 天 空 の 府 で 色香 に 包ま れ 安 ら 
で Oc 時 を ファ ン ケル 信 座 スク エア は か 


No.92 (2019 年 9 発売) 
MyGARDEN | 浜名 湖 カーテン バー ク か ら 


「 花 活 の スス メ 。] を 考え る 
定価 1.222 円 
手島 を 元気 に @ ホ ッ プ ジ ャ パン 名 
花 情 か ら 「 花 活 の スス メ 。」 を 考え る 仙 ミ ステ 
リー ロー ズ を 連 る 旅 3 村上 <「 に い が た 産 
ー ロ ー ズ を 求め て ・ 科 
な た の お 麻 に も つる パラ を 

ン ライ フ を いっ も う 楽 く 導 
も 暮らし も "良い 加工 " 真 々 田屋 ほか 


No.90 (2019 年 3 月 発売) 
京都 の ミステリー ロー ズ を 求め て 
定価 1.222 円 


@ 【 特 光 横 ) 洛 活 介 福島 の 食 に 大 
せ て 神島 を 元気 に の 褒 木 応寺 @ バ ラ と 福 
根 各 の 華 豚 を マリ アー ジュ ニル ・ ジ ャ ル ダ ン ・ 
サク レ 「 徐 の 在 国人 京 都 の ミス テリ ー ロ ー 
求め て 白人 信夫 人 北海道 いわ みぎ わ 
公園 の パラ づ < り 人 @ 鍵 座 天空 の 放 で 色香 
に 負 ま れ 安らぐ U と 時 を ご ファ ン ケル 銀座 ス 
フエ ア ほ か 


-] No.93 (2019 年 12 発売) 
MyGARDEN | ウィ イン ター カー デン に あこ が れ て 


定価 1.222 円 


@ ウ イン ター ガー デン に あこ が れ て 人 時 有 本 

日 本 クリ スマ スロ ー ズ 乙 会 、 吉 藤 風 国人 の ミ 
ステ リー ロー ズ を 涙 る 旅 4 千年 の 歴史 が 今 
も 委 づ < 馬 野 多 パ カテ ル 国 也 パ ラコ ンク ー 
ル 邊 徐 他 夫 堆 ガー デン ライ ブフ を いっ そう 楽し 
< 章 で 過ごす し あわ せ 時 間 仙 言 国 ・ 季 
節 の 信 坊 づく り ほか 


No.91 (2019 年 6 月 発売 ) 
ガー デン シテ ィ 横 浜 を 巡る 


定価 1.222 円 


@ 計 し い 福司 に 彼 せ られ て 違 村 


ロー ズ 骨 る 旅 2 村上 ・「 に い が た 講和 
道 ] に ミス テリ ー ロ ー ズ を 求め て ・ 前 編 自 
夏 介 夫人 座 ぐら し 個人 宅 の 許 を 訪ね ガー 
デン ライ フ を の そい て み ま し た ほか 


No.94 (2020 年 3 月 発売) 
軽井沢 に 野 の 花 を 訪ね て 


定価 1.222 円 


@ の 牡 井沢 は サク ラ ソ ウ の 狗 軽井沢 


テリ ー ロ ー ズ の 涯 流 を 求 め て 但 RED HOSE 
GARDEN 東京 地場 の ロー ズ ガ ー デ ン @ 
条 11 回 人々 后 フ ァ ー マ ー ズ マー ケバ ほか 


No.95 (2020 年 6 月 発売 ) 


MyGARDEN | 新しい 符 5 し の 償 見 


No.96 (2020 年 9 月 発売) 
緑 と 園芸 の まち 


MyGARDEN 


No.97 (2020 年 12 月 発売 ) 
ウイ ンタ ー ガ ー デ ン に 憧れ て 


介 音 難 定価 1.222 円 東京 の 練馬 を 巡る 2021 

3 計上 く 定価 1.222 円 定価 1.222 円 
@ ヶ 旦 ・ 花 藤 庭 。 居 場 英 則 欠 佐倉 の 還 (ステ リー ロー ズ を 居る 旅 6 ピン ク の チャ イ 福島 を 元気 に 人 で 金子 牧場 秩 父 こも れ 
で 昌和 0 の 用 業 と 5 し を 楽し NPO 法人 プロ ー ズ の 名 和信 夫人 福島 を 元気 び の 看 人 枯 光 の 自然 早春 の 謝 


[し づ の 還 」@ 市 原 み つば ち 衝 場 - 日 本 リバ 
アグ リ 人 赤坂 計 還 プロ ジェ クト OneTeam 
DIM 事業 部 介 イ ンド コル カタ 世界 バラ 会 
地域 大 会 2020 白砂 信夫 富士 見 
リソー トイ E の 里 ほか 


@ 大 沼 大 和 村 緑 と 国共 の まち 東京 の 
村 馬 を 選 る ご オザキ フラ ワー バー ク 、 涼 谷 園 
革 、 区 立 こども の 緑地 、 区 季 の 香 ロ ー 
メガ 衝 野 記念 奉還 荘園 、 加 
六 諾 国 、 花 と 災 の ね リマ ッ プ は か 


マッ プ 今 こそ 鉛 め た だい 地 憶え クリ スマ スロ ー 
ズ 加 馬 還 
ズ ふ の | 


清水 利雄 、 ク リス マス ロー 
ン ナ の パラ] 未来 に 引く 平 


テリ ー ロ ー ズ の 系 請 邊 砂 信夫 ほか 


年 間 定 期 購読 料 (4 穫 ) 24,400 牛 ) 


ここ が お 得 ! 定期 購読 
1. 割 引 価格 で ご 提供 いた し ます 
定期 購読 な ら 1 冊 あ た り の 単価 は 1.100 円 。 
年 間 で 488 円 お 得 で す 。 
2. 送 料 無料 で 、 ご 希望 の 住所 まで お 届け いた し ます 
定期 購読 中 は 発売 日 に 合わ せ 、 弊 社 より 雑誌 を お 送り し ます 。 
も ちろ ん 送料 は 無料 で す 。 


MyGARDEN 


支 購読 満了 の 際 に は ご 案内 いた し ます 。 ※ 中 止 の 場合 は ご 連絡 くだ さい ます よう お 願い し ます 。 

良 行 振込 を ご 利用 の 方 は 、 ご 一 報い た だ いた 上 、 右 記 口 座 へ お 振込 くだ さい 。 三菱 UFJ 銀行 渋谷 中 央 支店 ( 普 ) 5294495 株 式 会 社 マル モ 出 版 

郵 便 振込 を ご 利用 の 方 は 、 ご 一 報い た 上 、 右 記 口 座 へ お 振込 くだ さい 。 郵便 貯金 口座 口座 番号 :00170-4-70822 株 式 会 社 マ ル モ 出版 

問 合せ プ 帳 マル モ 出 版 (担当 : 一 ノ 瀬 ) 〒 154-0017 東京 都 世田谷 区 世田谷 1-48-10 GranDuo 世田谷 VI 102 号 TEL03-6432-6026 FAX.03-6432-6045 
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NEXT ISSUE No 137 


LAINDSCLAPE DESIGN 
Ei 明日 を つく る ラン ドス ケー プ デ ザ イン 


@ 内 容 が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます の で あら か じ め ご 了承 下さ い 。 


「 ラ ンド スケ ー プ デザ イン 」 主要 取扱 書店 
下記 の 書店 で ご 支援 を 得 て 常 備 し て お り ま す の で ご 利用 下さ い 。 


ジュ ンク 堂 旭川 店 谷 0166-26-1120 富山 県 富山 市 BOOKS な か だ 本 店 傘 076-492-1192 
札幌 市 紀伊 国屋 札幌 本 店 全 011-231-2131 愛知 県 名 古屋 市 三省 堂 名 古屋 高島 屋 店 谷 052-566-8877 
札幌 市 MARUZEN& ジュ ンク 堂 札 幅 店 。 佑 011-223-1911 名 古屋 市 ジュ ンク 堂 名 古屋 店 傘 052-589-6321 
青森 県 弘前 市 ジュ ンク 堂 弘前 中 三 店 容 0172-34-3131 京都 府 京都 市 ブッ ク フ ァ ー ス ト 四条 大 宮 店 会 075-803-4819 


岩手 県 盛岡 市 ュ ン ク 堂 盛岡 店 人 な 019-601-6161 京都 市 桂 書房 谷 075-381-5094 
宮城 県 仙台 市 ュ ン ク 堂 仙台 TR 店 谷 022-265-5656 京都 市 大 龍 堂 書店 容 075-231-3036 
福島 県 郡山 市 ュ ン ク 堂 郡山 店 全 024-927-0440 京都 市 京都 造形 芸術 大 学 AD スト ア 谷 075-711-9297 
埼玉 県 さい た ま 市 ジュ ンク 堂 大 宮 高島 屋 店 傘 048-640-3111 大 阪 府 大 阪 市 柏 竣 商事 谷 06-6252-5250 
千葉 県 。 習志野 市 丸善 津田 沼 店 谷 047-470-8311 大 阪 市 ジュ ンク 堂 大 阪本 店 人 06-4799-1090 
東京 都 豊島 区 ジュ ンク 堂 池袋 本 店 谷 03-5956-6111 大 阪 市 ブッ ク フ ァ ー ス ト 梅田 店 谷 06-4796-7188 


三省 堂 神田 本 店 人 03-3233-3312 大 阪 市 紀伊 国屋 梅田 本 店 傘 06-6372-5821 

丸善 丸の内 本 店 会 03-5288-8881 大 阪 市 MARUZEN& ジュ ンク 堂 梅田 店 谷 06-6292-7383 

南洋 堂 書店 全 03-3291-1338 大 阪 市 柳 々 堂 書店 会 06-6443-0167 

ブッ ク フ ァ ー ス ト 新宿 店 谷 03-5339-7611 大 阪 市 ジュ ンク 堂 難波 店 傘 06-4396-4771 

紀伊 国屋 新宿 本 店 谷 03-3354-0131 兵庫 県 神戸 市 ュ ン ク 堂 三宮 店 谷 078-392-1001 

工学 院 大 学生 協 書籍 部 新宿 店 合 03-3342-1673 西宮 市 ュ ン ク 堂 西宮 店 谷 0798-68-6300 

MARUZEN& ジュ ンク 堂 渋 谷 店 人 容 03-5456-2111 芦屋 市 ジュ ンク 堂 芦屋 店 傘 0797-31-7440 

代官 山 萬屋 書店 合 03-3770-2525 広島 県 広島 市 丸善 広島 店 傘 082-504-6210 

八重 洲 ブ ッ ク セ ンタ ー 傘 03-3281-1811 広島 市 ジュ ンク 堂 広島 駅 前 店 谷 082-568-3000 

東京 農業 大 学 生協 谷 03-3427-5711 広島 市 井上 書店 合 082-254-5252 

村田 永楽 園 谷 03-3483-2166 愛媛 県 松山 市 ジュ ンク 堂 松山 店 傘 089-915-0075 

さく ま 書 店 合 03-3472-4353 福岡 県 福岡 市 ジュ ンク 堂 福岡 店 合 092-738-3322 

ジュ ンク 堂 吉祥 寺 店 全 0422-28-5333 福岡 市 GEN 建築 ・ 芸 術 書 房 容 092-524-2535 

kikki+ (キッ キ プ ブラス) 全 042-686-0317 福岡 市 刃 療 博多 店 容 092-413-5401 

神奈 川 県 横浜 市 有隣堂 ルミ ネ 横浜 店 谷 045-453-0811 福岡 市 紀伊 国屋 福岡 店 谷 092-434-3100 

横浜 市 紀伊 国屋 横浜 店 合 045-450-5901 鹿児島 県 鹿児島 市 ジュ ンク 堂 鹿児島 店 谷 099-216-8838 

川崎 市 丸善 ラゾーナ 川崎 店 会 044-520-1869 沖縄 県 那 琴 市 ジュ ンク 堂 那覇 店 人 き 098-860-7175 
相模 原市 中 村 書 店 本 店 合 042-750-2285 


ジュ ンク 堂 新潟 店 傘 025-374-4411 


マル モ 出 版 人 材 募集 の ご 案内 


雑誌 [ランドスケープ デザ イン 」 「 マ イガ ー デ ン 」 、 書 籍 出版 の 他 情 報 サ ービス な どの 
業務 拡張 に つき 、 在 宅 勤 務 ・ 時 間 契 約 ・ 業 務 請負 な ど 多 様 な 人 材 を 広く 

募集 し ます 。 一 緒 に 新しい 出版 業務 の 仕事 に 参加 し て みた い 方 、 

か か わっ て みた い 方 は ご 連絡 くだ さい 。 


③ 契 約 社員 ・ ア ル バ イ ト ・ 業 務 委託 (広告 営業 ・ 書 店 営業 ・ 顧 客 管理 ) 
⑧④ フ リー ラン ス (編集 者 ・WEB 及び エディ トリ アル デザ イナ ー) 


【 お 問い 合わ せ ・ 資 料 郵送 先 】 
Tel : 03-6432-6026 Mail:t.marumo@marumo-D.Co.jp (担当 : 丸 茂 礁 
中 住所 :〒154.0017 東京 者 世田谷 区 世田谷 1-48-10 GranDuo 世 田谷 V 102 呈 


性 ぐ 日 臣 


こく まっ 


ON 


レミ 過 加 セ 震 つ っ 瑞 弄 


「 性 @H 過 吉屋 H6N6pG 公 お ね さ 」 的 ドー へ つつ ね! 


1J1J 公 Q 棄 つっ 羽 っ 媒 雪 つ "「DD 必 "エキ て 半 」 


志田 ⑳ 芽 友 0Q 由 む つ 6 志 * 


・ デ ザイ ン / 有限 会 社 HA 2 


ショ ッ プ ・ コ ン セ プ ト プ ラン ニン グ 8& 設 計 


や つじ" 据 り 間 麗 公 名 維 
Q 〇 選 求 還 つ し っ 所 つう 所 
民 レ っ 6 選 ? 


昌 編 「 レ > ャ ドーi ト へ Th ヘ ステ ベト ーh 
下 ホ で へ 」G 座 回 じ LReO で 氏 つ 「 由 
ヽ ・ 品 て 」6 明 器 パネ ホーUK 公 っ つ C 
っ 引 16CQN ふ ふま お ロ ハ し じゃ 

駄 語 ロ 6 閉 Q 連 ふさ ふ ソ ね 0 つっ“ 


全 【HetepGR 玉 さ 】N ト へ や INT 中 1) 能 
っ つつ p* 

全て ドー トト へ A」 NR へ ANINTSK ネ ーー つ 
つや * 

誌 守 せ 問 レシ て ドーI ト へ 呈 5 中 @ 一 賜 鈴 藤 ツマ 
妃 0 っ ! 


所 :〒154-0017 


住 
電 


東京 都 世田谷 区 世田谷 1-48-10-102 
バス 停 松 ヶ 丘 交番 前 か ら 徒 歩 2 分 、 


話 : 03-6432-6026 


アク セス : 東 急 世田谷 線上 町 駅 か ら 徒 歩 7 分 | 


FAX :03-6432-6045 


